




関西医科大学創立90周年記念事業

牧野講堂（武道館）

牧野講堂内の高額寄付者のレリーフ

藤森民子氏（13回生）鮫島美子氏（13回生）大原一枝氏（4回生）

牧野講堂　天井画「龍鳳凰図」



告　　　　示
2019 年 3 月 27 日

関 西 医 科 大 学 同 窓 会
理 事 ・ 監 事 選 挙 管 理 委 員 会
委 員 長 　 是 　 枝 　 ち 　 づ

理 事 お よ び 監 事 選 挙 に 関 す る 件

関 西 医 科 大 学 同 窓 会 会 則 　 第 三 章 　 第 ６ 条 ４ 、 並 び に 同 施 行 細 則 　 第 三 章 　 第 ７ 条 の
定 め る と こ ろ に 基 づ き 下 記 の 通 り 告 示 す る 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

記

１ ． 理 事 お よ び 監 事 を 選 挙 に よ り 選 出 す る 期 日 は 2 0 1 9 年 5 月 2 6 日 と す る 。
１ ． 立 候 補 届 け 出 締 め 切 り は 2 0 1 9 年 4 月 9 日 と す る 。

以 　 上

理 事 お よ び 監 事 の 選 出 並 び に 立 候 補 に つ い て の 詳 細 は 裏 面 施 行 細 則 を ご 熟 読 く だ さ い 。

切
り
取
り
線

切 り 取 り 線

立 候 補 届 け 出 用 紙

理 事 ・ 監 事

（　　　回生）　印

（　　　回生）　印

（　　　回生）　印

（○をおつけ下さい）

立候補者名

専 攻 科

1

2

推
薦
者
名

自　開・勤　務〈勤務先〉
その他

（立候補理由）

※　立候補届け出締め切りは2019年4月9日とする

年度　理事・監事選挙2019
2020 受付番号受 付 日 2019年　月　日



関 西 医 科 大 学 同 窓 会 会 則 施 行 細 則 （ 抜 粋 ）

第 三 章 　 　 理 事 お よ び 監 事 の 選 出
第	 7	 条	 理事20名以上25名以内　監事２名は評議員会において立候補者中から選挙により選出する
第	 8	 条	 選挙に関する事務は選挙管理委員会が管理する
第	 9	 条	 選挙管理委員は　正会員中より若干名を会長が任命する
第	 10	 条	 選挙の告示は　選挙期日の60日前に行う
第	 11	 条	 選挙管理委員会に委員長をおく　委員長は選挙管理委員の互選により選出する
第	 12	 条	 選挙は規定の用紙による無記名投票とする
第	 13	 条	 理　事　　10名連記　　　監　事　　２名連記
第	 14	 条	 次の投票は無効とする
　　　　（１）規定の用紙を用いないもの　　（２）連記所定数を超えるもの
　　　　（３）その他選挙管理委員会が無効と認めたもの
第	 15	 条	 得票数が同数で定数を超過するときは　同得票者で抽選によって定める
第	 16	 条	 次点者は補欠となることができる
第	 17	 条	 役員に欠員を生じ会務に支障をきたす場合は　理事会の決議によりこれを補充することができる　但しこの場合

は次の評議員会において承認を得なければならない

第 四 章 　 理 事 お よ び 監 事 の 立 候 補
第	 18	 条	 理事および監事の立候補者および推薦者は　正会員で会費完納者にかぎる
第	 19	 条	 理事および監事立候補者は　指定の立候補届け出用紙に　正会員の推薦者２名を併記し　指定の期日までに選挙

管理委員会に届け出る
第	 20	 条	 選挙管理委員会は選挙日14日前までに立候補者名簿を作成し　評議員および支部長に提示する
第	 21	 条	 立候補者が定数以下のときは選挙は行わず　立候補者をもって理事および監事とする　なお不足数は　正会員中

から評議員会において選出する

切
り
取
り
線

切 り 取 り 線
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そ
し
て
山
中
伸
弥
客
員
教
授
（
京
都
大
学
i
P
S
細
胞
研
究
所
所
長
）
の
特
別

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
牧
野
の
講
堂
が
武
道
館
と
し
て
建
て
替
え
ら
れ
、
素
晴
ら
し
く
立
派
な
建
物
に

な
っ
て
い
ま
す
。
牧
野
の
母
校
も
大
変
身
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
度
ぜ
ひ
訪
問

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
武
道
館
の
建
設
費
の
大
半
が
同
窓
生
の
ご
寄
付
と
、
同
窓

会
な
ら
び
に
加
多
乃
会
の
寄
付
に
よ
る
も
の
で
、
玄
関
に
「
同
窓
生
の
協
力
に
よ

り
完
成
さ
れ
た
」
と
い
う
顕
彰
碑
が
建
て
ら
れ
ま
す
。
母
校
の
発
展
に
寄
与
し
、

か
つ
後
輩
に
何
か
を
残
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
各
位
の
ご
協
力
に

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
こ
の
牧
野
に
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
の
学
部
設
置
が
計
画
中
で

あ
り
ま
す
。
介
護
の
方
面
に
も
医
学
教
育
、
看
護
教
育
を
取
り
入
れ
る
と
の
こ
と

で
す
。
今
後
ま
す
ま
す
の
大
学
の
発
展
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
8
月
8
日
よ
り
約
10
日
間
、
第
71
回
西
日
本
医
科
大
学
総
合
体
育
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
関
西
医
科
大
学
医
学
部
が
40
年
ぶ
り
で
主
管
校
に
な
っ
て
お
り
、

参
加
校
44
校
、
参
加
者
1
7
0
0
0
人
の
予
定
で
す
。
学
生
は
こ
の
大
会
の
成
功

に
向
け
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
さ
ま
方
も
所
属
さ
れ
て
い
た
各
ク

ラ
ブ
の
活
躍
を
激
励
す
る
た
め
に
、
大
会
に
ぜ
ひ
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

同
窓
会
に
つ
い
て

⑴
　
訃
報

　
会
員
の
皆
さ
ま
に
悲
し
い
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
関
西
医
科
大
学
名
誉
教
授
、

そ
し
て
関
西
医
科
大
学
同
窓
会
名
誉
会
長
で
あ
る
大
原
一
枝
先
生
（
4
回
生
）
が

昨
年
11
月
12
日
に
1
0
5
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ

ま
す
。
今
号
は
大
原
一
枝
先
生
の
追
悼
文
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

⑵
　
同
窓
会
誌
「
お
と
づ
れ
」
に
つ
い
て

　
同
窓
会
誌
「
お
と
づ
れ
」
は
昭
和
12
年
に
1
号
が
発
行
さ
れ
、
今
号
は
1
5
0

号
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
記
念
し
て
、
本
の
サ
イ
ズ
を
A
5
版
か
ら
A
4
版
と
し
、

　
会

　
長

　
音

　
信

秋
　
田

　
光

　
彦
（
34
回
生
）

　
余
寒
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
災
害
が
多
く
、
各
地
に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
北
陸
豪
雪
、

福
井
豪
雪
に
始
ま
り
、
4
月
の
島
根
県
西
部
地
震
、
6
月
の
大
阪
北
部
地
震
、
7

月
の
西
日
本
豪
雨
・
酷
暑
、
中
国
・
四
国
地
方
の
大
水
害
、
9
月
に
は
25
年
ぶ
り

の
非
常
に
強
い
勢
力
で
近
畿
地
方
を
中
心
に
台
風
21
号
が
直
撃
、
そ
し
て
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
被
害
と
1
年
中
起
こ
り
、
日
本
列
島
を
ほ
と
ん
ど
網
羅
す

る
ほ
ど
の
異
例
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
家
屋
の
倒
壊
、
水
害
、

土
砂
災
害
等
々
も
起
こ
り
ま
し
た
。

　
同
窓
生
の
方
々
に
も
多
く
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
死
者
が
お
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
は
せ
め
て
も
の
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
本
は
昔
か
ら
自
然
災
害
が
多
く
、
先
人
達
が
困
難
と
取
り
組
み
闘
っ
て
き
た

努
力
に
よ
り
、
克
服
し
、
自
然
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
ど
う
か
同
窓
生
の
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
日
頃
か
ら
災
害
に
対
し
て
は

充
分
に
備
え
て
頂
き
、
日
常
の
仕
事
を
続
け
て
頂
く
様
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
学
に
つ
い
て

　
昨
年
創
立
90
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
看
護
学
部
の
開
設
、
牧
野
講
堂
（
武
道

館
）
の
完
成
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
準
備
、
創
立
90
周
年
記
念
式
典
・
講

演
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
式
典
で
は
理
事
長
が
大
学
の
歴
史
と
、

近
未
来
を
具
体
的
に
紹
介
さ
れ
、
更
な
る
飛
躍
を
熱
っ
ぽ
く
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
同
窓
生
も
大
い
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
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愛
知
医
科
大
学
愛
橘
会
の
主
催
で
、
11
月
10
日
に
第
29
回
全
国
私
立
医
科
大
学
同

窓
会
連
絡
会
「
全
国
会
」
が
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
聖
医
会
の
主
催
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
私
立
医
大
29
校
が
楽
し
い
状
況
で
お
互
い
和
や
か
な
話
が

で
き
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
大
学
と
同
窓
会
の
近
況
を
ご
報
告
し
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
会
員
の
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て

　

同
窓
生
各
位
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
願
い
　
　
最
近
、
同
窓
会
費
の
納
入
率
が
低
く
滞
納
額
が
高
額
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
高
額
滞
納
者
に
は
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

文
字
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

⑶
　
診
療
教
授
就
任

　
59
回
生
の
海
堀
昌
樹
氏
が
外
科
学
講
座
（
肝
臓
外
科
担
当
）
診
療
教
授
に
、
同

じ
く
59
回
生
の
里
井
壯
平
氏
が
外
科
学
講
座
（
胆
膵
外
科
担
当
）
診
療
教
授
に
平

成
30
年
8
月
1
日
付
け
で
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

⑷
　
大
学
理
事
と
同
窓
会
･
加
多
乃
会
理
事
と
の
懇
談
会

　
昨
年
8
月
18
日
、
毎
年
恒
例
の
「
大
学
理
事
と
同
窓
会
･
加
多
乃
会
理
事
と
の

懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
28
回
目
に
な
り
ま
す
。
テ
ー
マ
は
①
経

営
・
管
理

　
②
教
育

　
③
研
究

　
④
診
療

　
⑤
新
専
門
医
制
度
・
指
導
医

　
⑥
看

護
学
部

　
⑦
関
西
医
科
大
学
創
立
90
周
年
記
念
事
業
募
金

　
等
に
つ
い
て
懇
談
し

ま
し
た
。
最
近
は
大
学
の
発
展
、
大
学
の
経
営
状
況
も
良
い
と
い
う
こ
と
で
和
や

か
な
話
が
出
来
て
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

⑸
　
第
6
回
「
オ
ー
ル
関
西
医
大
ゴ
ル
フ
会
」

　
平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）
、
田
辺
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
（
京
田
辺
市
）
に
て

64
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
例
年
通
り
楽
し
く
過
ご
し
た
と
の
こ
と
で
す

⑹
　
役
員
改
選

　
2
0
1
9
年
度
は
、
2
0
1
9
・
2
0
2
0
年
度
の
役
員
改
選
の
年
に
あ
た
り

ま
す
。
2
月
に
は
往
復
は
が
き
で
各
ク
ラ
ス
の
評
議
員
選
挙
を
お
願
い
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
会
員
の
皆
さ
ま
方
に
は
同
窓
会
に
関
心
を
も
っ
て
頂
き
、
多
数
の
役

員
立
候
補
で
、
活
気
の
あ
る
同
窓
会
の
発
展
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
告
示
な
ら
び

に
立
候
補
届
出
用
紙
は
本
誌
巻
頭
頁
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
長

　
是
枝
ち
づ
氏
㊽

選
挙
管
理
委
員

　
　
畑
埜
武
彦
氏
㊱

　
塚
口
裕
康
氏

　
吉
田
勝
紀
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚
道
奈
津
子
氏

⑺
　
私
立
医
科
大
学
同
窓
会
連
絡
会
「
西
部
会
」
「
全
国
会
」

　
昨
年
9
月
29
日
に
第
28
回
全
国
私
立
医
科
大
学
同
窓
会
連
絡
会
「
西
部
会
」
が

会

　
　
　告

2
0
1
9
年
度

　関
西
医
科
大
学
同
窓
会

支
部
長
会
・
評
議
員
会
・
総
会
・
懇
親
会

開
催
日

　2
0
1
9
年
5
月
26
日
（
第
4
日
曜
日
）

場

　所

　枚
方
学
舎
13
階
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そ
の
内
容
で
す
が
、
発
刊
時
は
同
窓
会
の
会
長
は
校
長
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て

「
お
と
づ
れ
」
の
編
集
は
学
校
側
が
主
体
で
し
た
。
当
時
の
前
田　

鼎
校
長
が

「
お
と
づ
れ
」
第
1
号
に
そ
の
発
刊
の
意
義
を
「
母
校
の
消
息
を
伝
え
、
卒
業
生

の
動
静
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
就
職
情
報
の
提
供
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
さ
ら
に

医
師
と
し
て
の
必
要
な
最
新
の
知
識
を
供
給
す
る
た
め
に
発
刊
し
た
」
と
記
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
20
年
近
く
経
過
し
、
昭
和
36
年
に
民
主
化
の
機
運
に
乗
っ
て
同
窓

会
会
長
に
初
め
て
同
窓
生
で
あ
る
川
那
部
喜
美
子
先
生
が
就
任
さ
れ
、
そ
れ
に
伴

っ
て
「
お
と
づ
れ
」
の
編
集
は
同
窓
会
側
が
主
体
と
な
り
ま
し
た
。
内
容
も
同
窓

会
や
同
窓
生
の
動
向
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
方
、
大
学
の
情
報
や
最
新
の

医
学
・
医
療
知
識
も
伝
え
る
と
い
う
型
は
変
わ
ら
ず
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
今
回
の
1
5
0
号
発
行
を
契
機
に
、
本
誌
の
サ
イ
ズ
が
A
5
版
か
ら
A
4
版

に
な
る
と
の
こ
と
で
、
大
き
な
目
に
見
え
る
進
歩
が
な
さ
れ
ま
す
。
更
な
る
充
実

が
図
ら
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
す
る
一
方
、
私
個
人
的
に
は
、
従
来
の
A
5
版
で
和

紙
風
の
表
紙
の
「
お
と
づ
れ
」
を
手
に
し
た
時
の
暖
か
味
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
90
周
年
を
迎
え
た
関
西
医
科
大
学
の
歴
史
を
踏
ま
え
た
現
況
を
述
べ
る

こ
と
も
私
の
立
場
上
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
本
学
は
「
お
と
づ
れ
」
と
同
様
に
進

歩
を
重
ね
、
目
に
見
え
る
変
化
と
し
て
、
大
学
本
部
・
学
舎
、
附
属
病
院
、
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
、
香
里
病
院
な
ど
ほ
ぼ
全
て
の
施
設
が
新
築
さ
れ
、
ま
た
新
た
に

看
護
学
部
・
同
大
学
院
が
開
部
し
、
く
ず
は
病
院
が
開
院
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
詳

し
く
述
べ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
こ
と
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
こ
と
に
「
お
と
づ

関
西
医
科
大
学　

理
事
長　
　
　
　
　
　

山　

下　

敏　

夫
（
34
回
生
）

　

「
お
と
づ
れ
」
第
1
5
0
号
の
発
行
に
あ
た
っ
て
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
こ
ま
で
育
て
て
こ
ら
れ
た
歴
代
同
窓
会
会
長
、
編
集
者
、
同
窓
会
員
の

皆
様
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

本
誌
が
第
1
5
0
号
発
行
の
節
目
に
、
関
西
医
科
大
学
も
創
立
90
周
年
と
い
う

節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
「
温
故
知
新
」
や
「
歴
史
は
未
来
の
鍵
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
よ
う
に
、
節
目
節
目
に
過
去
を
振
り
返
り
、
そ
こ
か
ら
多
く
を
学
び
、

心
を
新
た
に
し
て
未
来
に
は
ば
た
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
ま
ず
「
お
と
づ
れ
」
の
、
そ
し
て
次
に
関
西
医
科
大
学
の
歴
史
を

繙
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
お
と
づ
れ
」
の
歴
史
は
大
学
や
同
窓
会
の
そ
れ
と
重
な
り
ま
す
が
、
本
学
で

保
存
し
て
い
る
資
料
を
基
に
、
私
な
り
に
整
理
を
し
て
み
ま
し
た
。
本
学
は
昭
和

3
年
に
、
同
窓
会
は
昭
和
8
年
に
創
立
さ
れ
、
そ
し
て
同
窓
会
機
関
誌
「
お
と
づ

れ
」
は
昭
和
12
年
に
第
1
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
は
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
で
し

た
。
年
に
約
3
回
発
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
戦
時
中
、
紙
不
足
な
ど
の
理
由
で

休
刊
の
時
期
が
あ
り
「
お
と
づ
れ
」
も
時
代
の
趨
勢
に
翻
弄
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

23
年
に
再
刊
さ
れ
、
ま
ず
年
に
1
回
、
そ
し
て
昭
和
28
年
か
ら
原
則
と
し
て
年
に

2
回
の
発
行
と
な
り
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

「
お
と
づ
れ
」
第
1
5
0
号
の
発
行
に
あ
た
っ
て
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関
西
医
科
大
学　

学
長　
　
　
　
　
　

友　

田　

幸　

一
（
45
回
生
）

　

昭
和
12
年
9
月
に
同
窓
会
機
関
誌
「
お
と
づ
れ
」
第
1
号
が
発
刊
さ
れ
て
以
来
、

82
年
の
歴
史
を
経
て
1
5
0
号
が
発
刊
さ
れ
ま
す
こ
と
、
編
集
に
携
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
多
く
の
方
々
の
努
力
と
熱
意
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
27
年
4
月
に
山
下
敏
夫
学
長
（
現
理
事
長
）
の
後
任
と
し
て
、
学
長
に
就

任
し
て
以
来
、
同
窓
会
の
様
々
な
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
様
の
母
校

愛
と
母
校
へ
の
願
望
を
常
に
感
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
学
長
職
の
責

任
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
機
会
を
得
て
本
学
の
教
学
に
関
す
る
近
況
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
本
学
は
平
成
25
年
に
枚
方
に
新
キ
ャ
ン
パ
ス
が
誕
生
し
、
昨
年
、
創
立

90
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
契
機
に
、
看
護
学
部
・
大
学
院
が
新
設
さ
れ
る
な
ど
一

気
に
大
学
の
規
模
が
拡
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

教
育
に
つ
い
て
は
、
平
成
32
年
度
の
国
際
認
証
受
審
を
目
指
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
幅
な
改
革
を
行
っ
て
い
ま
す
。
教
養
・
基
礎
統
合
型
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
臨
床
実
習
時
間
の
充
実
や
単
位
制
度
の
導
入
な
ど
で
す
。

　

入
試
制
度
に
つ
い
て
は
、
質
の
高
い
学
生
や
志
願
者
数
増
を
意
識
し
て
、
授
業

料
の
減
額
、
新
た
に
「
特
色
入
試
枠
」
を
設
け
、
英
語
検
定
、
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
参
加
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
資
格
等
の
い
ず
れ
か
を
有
す
る
学
生
の
募
集
、
ま
た

「
一
般
・
セ
ン
タ
ー
併
用
入
試
枠
」
を
設
け
、
双
方
の
点
数
が
合
算
さ
れ
る
有
利

な
方
式
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

卒
業
判
定
・
国
試
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
12
月
と
1
月
の
2
回
に
分
け

て
卒
業
判
定
を
実
施
。
国
試
は
、
平
成
30
年
の
新
卒
93
・
3
％
、
総
合
91
・
4
％
、

私
立
医
科
大
中
17
／
29
位
、
全
国
54
／
80
位
と
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
て
お
り
、
平

成
31
年
は
新
卒
95
％
以
上
、
総
合
92
％
以
上
を
目
標
に
対
策
強
化
を
行
っ
て
い
ま

れ
」
第
1
5
0
号
の
発
送
に
あ
た
り
、
本
学
の
創
立
90
周
年
記
念
式
典
・
記
念
講

演
会
・
祝
賀
会
記
録
集
「A

nniversary Cerem
ony Report

」
が
同
封
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
「
関
西
医
大
の
90
年
―
歴
史
と
現
在
に
感
謝
し
、
未
来
に
は

ば
た
く
―
」
と
題
す
る
私
の
記
念
講
演
の
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
を
本
学
の
歴
史
、
現
況
そ
し
て
未
来
の
説
明
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

是
非
ご
一
読
い
た
だ
き
、
「
お
と
づ
れ
」
や
同
窓
会
の
歴
史
と
重
ね
合
わ
せ
て
い

た
だ
き
、
ま
た
本
学
の
将
来
像
に
つ
い
て
私
と
一
緒
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

や
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
お
話
に
な
り
恐
縮
で
す
が
、
私
は
、
今
は
学
校
法
人
の

代
表
の
立
場
に
い
ま
す
が
、
歴
と
し
た
同
窓
生
で
す
。
し
た
が
っ
て
卒
業
後
50
数

年
に
亘
り
「
お
と
づ
れ
」
を
愛
読
し
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
6
年
強
の

国
内
留
学
や
3
年
弱
の
海
外
留
学
で
本
学
を
離
れ
て
い
た
時
期
に
は
、
「
お
と
づ

れ
」
が
母
校
の
情
報
を
得
る
唯
一
の
も
の
で
、
隅
々
ま
で
し
っ
か
り
読
ま
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
現
在
大
学
を
離
れ
て
お
ら
れ
る

大
多
数
の
同
窓
生
の
皆
様
は
、
そ
の
当
時
の
私
と
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
で
「
お
と

づ
れ
」
が
届
く
の
を
心
待
ち
に
し
、
そ
こ
か
ら
同
窓
生
や
母
校
の
、
そ
し
て
医

学
・
医
療
の
新
し
い
情
報
を
得
て
お
ら
れ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
考
え

ま
す
と
、
私
共
大
学
に
在
籍
し
て
い
る
者
は
、
益
々
医
学
・
医
療
に
勤
し
み
、
母

校
を
発
展
さ
せ
、
「
母
校
は
頑
張
っ
て
い
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
「
お
と
づ

れ
」
を
通
じ
て
同
窓
生
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
、
ま
た
そ
れ
が
私
共
の
義
務
で

あ
る
と
覚
悟
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
同
窓
会
の
益
々
の
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
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す
。
ま
た
医
学
教
育
セ
ン
タ
ー
内
に
新
設
さ
れ
た
I
R
部
門
で
、
過
去
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
も
と
に
卒
業
判
定
、
国
試
合
格
予
測
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

講
座
再
編
、
新
設
に
つ
い
て
は
、
2
年
前
か
ら
始
ま
り
、
す
で
に
「
臨
床
病
理

学
講
座
」
、
「
生
理
学
講
座
」
、
「
衛
生
・
公
衆
衛
生
学
講
座
」
、
医
化
学
と
化

学
を
統
合
し
て
「
医
化
学
講
座
」
に
再
編
。
新
た
に
i
P
S
・
幹
細
胞
再
生
医
学

講
座
、
同
応
用
医
学
講
座
、
ゲ
ノ
ム
編
集
、
ゲ
ノ
ム
解
析
部
門
の
新
設
。
平
成
31

年
度
は
解
剖
学
1
、
2
を
統
合
し
て
「
解
剖
学
講
座
」
に
再
編
の
予
定
で
す
。

　

研
究
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
に
大
学
院
設
立
55
周
年
を
契
機
に
、
医
科
学
専

攻
の
一
本
化
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
変
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
究
者
と
し
て
必
要

な
倫
理
観
、
ル
ー
ル
な
ど
を
学
ぶ
共
通
コ
ー
ス
を
新
設
し
必
修
化
す
る
と
と
も
に
、

社
会
人
コ
ー
ス
を
充
実
し
、
働
き
な
が
ら
研
究
を
続
け
る
た
め
の
様
々
な
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
研
究
医
養
成
コ
ー

ス
」
は
、
現
在
14
名
の
学
生
が
選
択
し
、
今
年
初
め
て
卒
業
生
が
出
ま
す
。
ま
た

国
際
大
学
院
構
想
や
基
礎
・
理
工
系
連
携
大
学
院
な
ど
、
修
士
課
程
の
設
置
認
可

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

科
研
費
等
の
獲
得
に
つ
い
て
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
30
年
度
の
採

択
額
は
2
億
5
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
31
年
度
の
申
請
は
、
若
手
の
申
請

が
増
え
た
こ
と
か
ら
今
後
の
研
究
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
T
H
E
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
1
9
版

で
、
本
学
は
世
界
の
ト
ッ
プ
8
0
0
〜
1
0
0
0
位
（
8
9
8
位
）
と
昨
年
に
引

き
続
き
1
0
0
0
番
以
内
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。
国
内
の
1
2
5
8
大
学
中

35
位
、
医
科
系
大
学
で
の
順
位
は
ト
ッ
プ
7
位
、
関
西
の
私
立
大
学
中
2
位
と
な

り
ま
し
た
。

　

初
期
研
修
・
後
期
専
門
研
修
に
つ
い
て
は
、
2
、
3
年
前
か
ら
初
期
研
修
定
員

の
53
名
は
フ
ル
マ
ッ
チ
、
後
期
研
修
専
攻
医
数
は
昨
年
度
は
63
名
と
定
員
オ
ー
バ

ー
す
る
科
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
一
次
登
録
者
は
、
57
名
、
引
き
続
き
二
次

登
録
開
始
待
ち
の
状
況
で
す
。

　

本
学
は
、
今
後
の
疾
患
の
動
向
、
変
化
そ
し
て
次
代
の
医
学
・
医
療
に
目
を
向

け
て
、
こ
れ
か
ら
目
指
す
臨
床
・
基
礎
研
究
課
題
は
、
⑴
細
胞
・
臓
器
再
生
医
療
、

創
薬
の
研
究
、
⑵
が
ん
拠
点
病
院
・
が
ん
プ
ロ
を
ベ
ー
ス
に
が
ん
を
中
心
と
し
た

研
究
、
⑶
ア
レ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
・
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
医
療
拠
点
病
院
を
ベ
ー
ス

に
免
疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー
分
野
の
研
究
、
⑷
ゲ
ノ
ム
医
療
・
同
拠
点
連
協
病
院
を
ベ

ー
ス
に
ゲ
ノ
ム
医
学
の
研
究
、
⑸
中
枢
・
末
梢
神
経
系
の
研
究
、
⑹
予
防
・
健
康

創
生
医
学
と
介
護
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
で
す
。
そ
の
た
め
に
超
高
齢
化
社
会
を
視
野
に
、

2
0
2
1
年
に
新
た
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
注
目
さ
れ
る
大
学
は
、
「
世
界
に
開
か
れ
た
大
学
」
で
、
充
実
し
た

留
学
制
度
・
環
境
が
整
い
、
教
育
・
研
究
の
質
が
保
障
さ
れ
る
大
学
で
あ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
約
2
年
計
画
で
、
国
際
交
流
施
設
・
留
学
生
の
居
室
・
患
者
家
族

の
宿
泊
な
ど
ホ
ス
ピ
タ
ル
イ
ン
機
能
を
備
え
た
、
本
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の

1
0
0
ｍ
超
の
タ
ワ
ー
棟
の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
が
誇
る
建
学
の
精
神
「
慈
仁
心
鏡
」
と
90
年
の
伝
統
を
活
か
し
、
独
自
性

と
柔
軟
性
を
も
っ
て
、
自
由
な
発
想
の
も
と
に
個
性
的
な
大
学
を
目
指
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
学
が
、
「
学
生
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
大
学
」
、
「
教

職
員
に
と
っ
て
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
」
、
皆
が
「
誇
り
を
も
っ
て
語
り
あ
え
る

大
学
」
に
な
る
こ
と
が
私
ど
も
の
願
い
で
す
。

　

今
後
と
も
絶
大
な
る
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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内　

藤　

博　

江
（
22
回
生
）

　

「
お
と
づ
れ
」
と
は
、
関
西
医
科
大
学
の
同
窓
会
誌
の
名
称
で
あ
る
。

　

「
お
と
づ
れ
」
第
1
号
が
発
行
さ
れ
た
の
は
昭
和
12
年
9
月
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
「
お
と
づ
れ
」
は
戦
中
戦
後
の
混
乱
期
を
も
乗
り
越
え
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
長
い
歴
史
を
持
つ
「
お
と
づ
れ
」
に
つ
い
て
は
、
当
初
は
母
校
関
西
医
科

大
学
並
び
に
同
窓
会
の
記
念
行
事
等
の
記
録
を
主
体
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た

が
、
次
第
に
成
長
を
遂
げ
、
今
や
全
国
の
私
立
医
科
大
学
の
同
窓
会
の
中
で
も
、

同
窓
会
誌
と
し
て
高
い
評
価
を
得
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

「
お
と
づ
れ
」
と
い
う
誌
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、

故
大
原
一
枝
関
西
医
科
大

学
名
誉
教
授
が
「
お
と
づ
れ
」
第
1
0
0
号
の
誌
上
に
て
詳
し
く
解
説
し
て
お
ら

れ
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
「
お
と
づ
れ
」
と
い
う
誌
名
は
、
当
時
の
学
内
募
集
で
第
一

席
を
得
た
作
品
名
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
以
来
、
「
お
と
づ
れ
」
は
同
窓
生
の

み
で
な
く
、
広
く
多
く
の
人
々
に
読
ま
れ
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
感

動
を
覚
え
る
次
第
で
あ
る
。

　

「
新
仮
名
づ
か
い
」
が
一
般
に
使
用
さ
れ
始
め
た
頃
、
同
窓
会
で
は
同
窓
会
誌

の
名
称
は
「
お
と
づ
れ
」
か
「
お
と
ず
れ
」
か
で
対
立
が
起
こ
り
、
つ
い
に
論
争

に
ま
で
発
展
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
し
か
し
最
終
的
に
、
誌
名
は
伝
統
的
な
「
お

と
づ
れ
」
に
決
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

「
お
と
づ
れ
」
に
登
場
し
た
随
筆
の
中
で
最
も
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

福
島
昌
彦
氏
㉛
の
「
あ
ご
ひ
げ
診
療
譚
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
思
わ
ず
「
ク
ス

ッ
」
と
笑
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
作
品
で
、
多
く
の
読
者
を
喜
ば
せ
て
く
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

　

「
あ
ご
ひ
げ
診
療
譚
」
は
（
そ
の
1
）
か
ら
（
そ
の
65
）
ま
で
長
期
に
わ
た
り

連
載
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
作
者
が
故
人
と
な
ら
れ
、
そ
れ
が
不
可
能
と
な
っ

た
。
こ
の
事
態
は
「
お
と
づ
れ
」
に
と
っ
て
も
非
常
に
無
念
で
あ
る
。

　

私
た
ち
を
長
く
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
福
島
氏
に
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

大
原
一
枝
名
誉
教
授
は
、
「
お
と
づ
れ
」
の
生
み
の
親
で
あ
り
、
育
て
の
親
で

あ
る
と
申
し
上
げ
て
よ
い
程
の
絶
大
な
る
貢
献
を
果
た
さ
れ
た
。
昨
年
1
0
5
歳

で
天
寿
を
全
う
さ
れ
た
が
、
ご
逝
去
の
直
前
ま
で
終
生
、
母
校
関
西
医
科
大
学
及

び
同
窓
会
を
強
く
愛
し
続
け
ら
れ
た
。
母
校
並
び
に
同
窓
会
に
対
す
る
貢
献
は
絶

大
で
あ
り
、
言
葉
で
は
表
し
き
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
大
原
一
枝
先
生
の
熱
い
ご

心
情
と
強
力
な
使
命
感
に
深
い
感
謝
を
捧
げ
る
と
共
に
、
心
か
ら
幾
重
に
も
お
礼

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

おとづれ原稿募集
（第151号　2019年9月発行予定）

会員各位よりの寄稿を歓迎します。
・学術記事
・随筆、紀行文、医療問題、その他趣味
百一般いずれでも結構です
　会員各位よりの寄稿を歓迎します
・締切り　2019年6月15日（厳守）
・送り先
〒573-1010 枚方市新町2-5-1
 関西医科大学 13F
TEL （072）804-2171
FAX （072）804-2177
E-mail　dousouka@hirakata.kmu.ac.jp
関西医科大学同窓会おとづれ係まで
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が
、
我
が
国
に
お
い
て
は
比
較
的
新
し
い
学
問
で
、
太
平
洋
戦
争
後
の
社
会
保
障

制
度
改
革
と
共
に
発
展
し
ま
し
た
。
衛
生
学
と
比
べ
る
と
、
共
同
社
会
に
お
け
る

組
織
的
な
取
り
組
み
に
重
点
を
置
い
て
、
全
て
の
人
々
が
平
等
に
健
康
を
享
受
す

る
社
会
を
目
指
し
て
い
る
点
が
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
元
年
に
関
西
医
科
大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
が
、
臨
床
研
修
の
後
は

浜
松
医
科
大
学
・
公
衆
衛
生
学
講
座
に
約
10
年
、
そ
の
後
一
時
は
関
西
医
科
大

学
・
衛
生
学
講
座
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
近
畿
大
学
・
公
衆
衛
生
学
講
座

に
も
約
10
年
と
、
約
25
年
間
は
母
校
を
離
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
日
本
衛

生
学
会
や
他
の
学
会
の
編
集
委
員
等
を
務
め
つ
つ
、
北
海
道
、
福
島
、
新
潟
、
静

岡
、
大
阪
、
兵
庫
、
香
川
、
沖
縄
等
の
市
町
村
で
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
疫
学

研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
25
年
間
続
け
て
い
る
小
児
期
か
ら
の
生
活
習
慣
病
予

防
に
関
す
る
研
究
で
は
、
教
育
委
員
会
や
保
健
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
な
が
ら
研
究

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
15
年
前
か
ら
は
、
日
本
人
成
人
女
性
母
集
団
を

代
表
と
す
る Japanese Population-based O

steoporosis (JPO
S) cohort 

study 

で
骨
粗
鬆
症
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
10
年
前
か
ら
は
、

Fujiw
ara-kyo O

steoporosis Risk in M
en (FO

RM
EN

) study 

に
お
い
て
、

奈
良
県
在
住
男
性
高
齢
者
の
生
活
習
慣
病
に
関
す
る
追
跡
研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
研
究
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
単
に
研
究
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
だ
け
で

な
く
、
研
究
成
果
を
対
象
者
や
住
民
に
還
元
し
、
一
連
の
活
動
で
築
い
た
信
用
を

生
か
し
て
対
象
地
域
を
拡
大
し
て
き
た
こ
と
で
す
。

　

私
は
現
在
、
本
学
の
臨
床
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
を
兼
務
し
、
臨
床
研
究
の
研
究

デ
ザ
イ
ン
や
生
物
統
計
に
つ
い
て
の
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
学
内
や
病
院
の
先
生
方
と
も
連
携
し
て
、
本
学
に
お
け

る
臨
床
疫
学
の
発
展
に
も
尽
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
任
教
授
の
ご
挨
拶

関
西
医
科
大
学　

衛
生
・
公
衆
衛
生
学
講
座
担
当
研
究
教
授　

甲　

田　

勝　

康
（
57
回
生
）

　

平
成
30
年
6
月
1
日
付
け
で
、
衛
生
・
公
衆

衛
生
学
講
座
の
研
究
教
授
を
拝
命
し
、
母
校
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
選
考
に
関
わ
っ
て
下
さ
っ

た
方
々
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
本
学
の
社
会
医
学
と

臨
床
研
究
の
発
展
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
本
学
で
は
、
基
礎
・
社
会
医
学
講
座
の

改
編
に
伴
い
、
衛
生
・
公
衆
衛
生
学
領
域
の
全
般
を
担
当
す
る
講
座
と
し
て
、
衛

生
・
公
衆
衛
生
学
講
座
が
西
山
利
正
主
任
教
授
の
も
と
に
4
月
1
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
同
時
に
、
研
究
を
主
た
る
職
務
と
す
る
「
研
究
教
授
」

の
制
度
が
導
入
さ
れ
、
基
礎
・
社
会
医
学
や
臨
床
研
究
の
強
化
が
図
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

衛
生
学
は
1
8
7
5
年
に
長
與
專
齋
が
そ
の
名
を
与
え
た
学
問
で
、
ド
イ
ツ
語

のhygiene

に
由
来
し
、
日
本
医
学
会
の
部
会
と
し
て
は
最
も
古
い
歴
史
を
持
ち

ま
す
。
担
当
す
る
領
域
は
、
健
康
増
進
や
疾
病
の
発
症
予
防
、
疾
病
の
重
症
化
予

防
な
ど
で
す
。
一
方
、
公
衆
衛
生
学
も
衛
生
学
と
同
様
に
予
防
医
学
を
扱
い
ま
す

就

任

挨

拶
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て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
私
が
関
与
し
て
お
り
ま
す
文
部
科
学
省

科
学
研
究
、
厚
生
労
働
科
学
研
究
、
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構
、
寄
附
講
座
で
の

研
究
を
今
後
も
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
諸
先
輩
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
、
関
西
医
科
大
学
の
学
内
外

で
の
肝
臓
外
科
診
療
の
信
頼
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
若
手
外

科
医
の
育
成
へ
も
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
関
係
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
、
何
卒
よ
ろ
し
く
御
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

胆
膵
外
科
診
療
教
授
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

関
西
医
科
大
学　

外
科
学
講
座
（
胆
膵
外
科
担
当
）
診
療
教
授　

里　

井　

壯　

平
（
59
回
生
）

　

関
西
医
科
大
学
開
学
90
周
年
の
良
き
年
で
あ

る
平
成
30
年
8
月
1
日
付
で
、
外
科
学
講
座
胆

膵
外
科
担
当
診
療
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

小
生
は
関
西
医
科
大
学
（
以
下
、
本
学
と

略
）
を
卒
業
後
、
一
般
外
科
研
修
・
大
学
院
課

程
を
修
了
し
、
英
・
仏
・
独
国
で
計
1
年
半
の

間
、
肝
胆
膵
・
移
植
外
科
の
臨
床
な
ら
び
に
研

究
に
従
事
し
ま
し
た
。
本
学
へ
帰
学
後
は
、
主
に
胆
膵
外
科
医
と
し
て
積
極
的
に

臨
床
研
究
を
主
導
し
、
術
式
お
よ
び
周
術
期
管
理
の
標
準
化
・
後
進
の
育
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
2
0
0
5
年
ま
で
は
年
間
30
〜
50
件
の
胆
膵
外
科
手
術
が
、

　

診
療
教
授
就
任
の
ご
挨
拶

関
西
医
科
大
学　

外
科
学
講
座
（
肝
臓
外
科
担
当
）
診
療
教
授　

海　

堀　

昌　

樹
（
59
回
生
）

　

平
成
30
年
8
月
1
日
付
け
で
、
外
科
学
講
座

肝
臓
外
科
担
当
診
療
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
ご
推
挙
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
先
生
方

に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
こ
れ
ま

で
ご
指
導
、
ご
支
援
賜
り
ま
し
た
関
西
医
科
大

学
各
位
の
皆
様
へ
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
1
9
9
1
年
に
本
学
を
卒
業
し
、
同

外
科
学
講
座
な
ら
び
に
関
連
病
院
に
お
い
て
外
科
学
全
般
に
わ
た
る
修
練
を
行
い
、

1
9
9
7
年
に
京
都
大
学
移
植
外
科
で
生
体
肝
移
植
術
を
学
び
ま
し
た
。

2
0
0
2
年
よ
り
当
院
初
の
生
体
肝
移
植
手
術
を
開
始
し
、
2
0
1
0
年
ま
で
に

総
数
29
例
の
移
植
手
術
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
安
全
丁
寧
な
合
併

症
を
起
こ
さ
な
い
細
心
の
手
術
を
行
う
こ
と
を
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
、
年
間
1
0
0

例
以
上
の
原
発
性
肝
細
胞
癌
、
転
移
性
肝
癌
、
胆
管
癌
な
ど
の
肝
切
除
術
を
指
導

医
お
よ
び
執
刀
医
と
し
て
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に
「
手
術
手
技
の

的
確
さ
」
、
「
手
術
進
行
の
円
滑
さ
」
、
「
術
野
の
完
成
度
」
を
肝
に
銘
じ
手
術

手
技
を
精
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

研
究
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
病
態
の
原
因
解
明
の
た
め
の
基
礎
研
究
に
始
ま
り
、

新
し
い
手
術
術
式
の
開
発
、
術
後
合
併
症
克
服
の
工
夫
、
新
し
い
医
療
機
器
開
発

の
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
が
外
科
学
の
発
展
の
た
め
に
は
必
須
の
も

の
と
認
識
し
、
実
践
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
基
礎
と
臨
床
と
も
に
興
味
の
あ
る
外

科
研
究
者
の
育
成
を
目
標
と
し
、
今
後
も
大
学
院
生
や
研
究
生
を
数
多
く
指
導
し
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外
科
学
講
座
乳
腺
外
科
担
当
診
療
教
授就

任
の
ご
挨
拶

関
西
医
科
大
学　

外
科
学
講
座
（
乳
腺
外
科
担
当
）
診
療
教
授　

山　

本　

大　

悟

　

平
成
30
年
8
月
1
日
付
で
外
科
学
講
座
乳
腺

外
科
担
当
診
療
教
授
を
拝
命
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
関
西
医
大
で
研
鑽
を
積
ん
で
参
り

ま
し
た
臨
床
の
知
識
や
技
術
を
後
進
に
伝
え
発

展
さ
せ
て
い
く
と
共
に
、
研
究
面
で
も
新
た
な

発
展
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

乳
癌
の
診
断
・
治
療
は
こ
の
20
年
間
で
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。
以
前
は
主
流
で
あ
っ
た
乳
房
切
除
術
は
少
な
く
な
り
、
現
在

は
乳
房
温
存
療
法
が
全
体
の
60
％
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
日
本
乳
癌
学
会
調
べ
）
。

乳
癌
手
術
で
は
、
術
前
に
薬
物
療
法
で
腫
瘍
を
縮
小
さ
せ
て
縮
小
手
術
を
行
う
こ

と
、
セ
ン
チ
ネ
ル
（
見
張
り
）
リ
ン
パ
節
生
検
の
結
果
か
ら
腋
窩
リ
ン
パ
節
郭
清

を
省
略
す
る
こ
と
な
ど
、
患
者
様
に
優
し
い
手
術
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
乳
房
切

除
術
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
に
も
、
形
成
外
科
の
協
力
で
自
己
組
織
や
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
を
用
い
た
乳
房
再
建
術
な
ど
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
乳
房
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
が
保
険
償
還
さ
れ
て
か
ら
、
よ
り
幅
の
広
い
乳
房
再
建
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
未
だ
解
決
す
べ
き
問
題
点
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
乳
癌

領
域
は
診
断
分
野
で
も
様
々
な
新
し
い
デ
バ
イ
ス
が
出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

飛
躍
的
に
発
展
す
る
分
野
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
薬
物
療
法
で
は
、
国
内
外
の
治

験
や
臨
床
試
験
に
積
極
的
に
参
加
し
、
新
薬
剤
や
治
療
法
の
開
発
、
予
後
因
子
や

効
果
予
測
因
子
、
そ
し
て
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
な
ど
の
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
研

2
0
0
6
年
以
降
は
年
間
1
5
0
〜
1
7
0
件
に
増
加
し
、
現
在
の
手
術
件
数
と

そ
の
成
績
は
本
邦
に
お
い
て
有
数
の
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
難
治
癌
で
あ
る
膵
癌
に
お
い
て
、
平
成
12
年
よ
り
完
治
を
目
指
す
べ
く

世
界
に
先
駆
け
て
集
学
的
治
療
を
導
入
し
て
き
ま
し
た
。
他
施
設
に
て
切
除
不
能

と
診
断
さ
れ
た
場
合
で
も
精
査
に
て
切
除
可
能
と
判
断
で
き
る
場
合
や
、
強
力
な

化
学
療
法
、
さ
ら
に
は
精
密
な
放
射
線
照
射
の
後
に
切
除
可
能
と
な
る
こ
と
が
あ

る
た
め
、
積
極
的
に
進
行
が
ん
の
集
学
的
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
中
で
も

極
め
て
予
後
不
良
で
癌
随
伴
症
状
が
高
率
に
出
現
し
、
有
効
な
治
療
法
の
な
い
腹

膜
転
移
膵
癌
に
対
し
て
、
抗
癌
剤
の
腹
腔
内
投
与
を
行
う
レ
ジ
メ
ン
を
導
入
し
、

良
好
な
成
績
を
収
め
て
き
ま
し
た
（Satoi S et al. A

nn Surg 

2
0
1
7
、
先

進
医
療
B
に
承
認
（
2
0
1
7
年
（
先

−

2
6
9
）
第
3
号
）
）
。
さ
ら
に
胆
膵

領
域
疾
患
は
緊
急
対
応
を
要
す
る
こ
と
が
多
く
、
当
院
で
の
緊
急
診
療
体
制
の
整

備
、
地
域
連
携
の
確
立
、
後
送
病
院
の
確
保
を
行
う
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
と
そ
の

家
族
に
と
っ
て
安
心
・
安
全
で
、
満
足
度
の
高
い
診
療
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
構

築
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
胆
膵
外
科
は
チ
ー
ム
医
療
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
難
治
疾
患
に
取

り
組
み
、
国
内
の
み
な
ら
ず
欧
米
・
ア
ジ
ア
各
国
と
も
連
携
し
臨
床
研
究
を
推
進

し
、
治
療
の
標
準
化
を
追
求
す
る
と
共
に
、
高
度
外
科
医
療
（
低
侵
襲
な
ら
び
に

高
難
度
手
術
）
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。
微
力
な
が
ら
、
胆
膵
外
科
、
外
科
学

講
座
、
本
学
附
属
病
院
な
ら
び
に
本
学
の
ま
す
ま
す
の
発
展
に
寄
与
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
（
P
G
）
受
容
体
の
生
理
的
・
病
態
生
理
的
役
割
の
解
析
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
G
P
C
R
の
結
晶
構
造
解
析
に
よ
り
原
子
分
解
能
レ
ベ

ル
で
薬
物
と
受
容
体
の
結
合
様
式
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
個
々
の
分

子
の
立
体
構
造
に
基
づ
く
機
能
発
現
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
か
ら
、
そ
れ
ら
の
分
子

の
細
胞
で
の
働
き
、
さ
ら
に
個
体
（in vivo

）
で
ど
の
よ
う
な
生
理
的
、
病
態

生
理
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
ま
で
、
多
次
元
で
の
解
析
と
統
合
的
な
理

解
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
基
礎
研
究
と
臨
床
研
究
を
繋
げ
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

就
任
の
ご
挨
拶

関
西
医
科
大
学　

理
事
長
特
命
教
授　
　
　
　
　

堀　

井　

恵
美
子

　

2
0
1
8
年
9
月
1
日
付
で
整
形
外
科
理
事

長
特
命
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
1
9
7
9
年
に
京
都
府
立
医
大
を
卒
業

後
、
名
古
屋
大
学
整
形
外
科
教
室
に
入
局
し
て

研
修
を
始
め
ま
し
た
。
整
形
外
科
の
中
で
も
手

外
科
を
専
門
分
野
と
し
て
研
究
を
は
じ
め
、

1
9
8
9
年M

ayo C
linic

（U
.S.A

） 
Biom

echanics Lab.

に
留
学
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
手
関
節
・
肘
関
節
の
解
剖
と

バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
勉
強
し
ま
し
た
。
臨
床
部
門
で
は
、

究
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
進
行
乳
癌
に
対
す
る
ホ
ル
モ
ン
療
法
や
遺
伝
乳

癌
に
対
す
る
診
療
研
究
は
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。
大
学
病
院
と
し
て

の
最
新
、
最
善
の
診
断
・
治
療
を
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
の
程
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

就
任
の
ご
挨
拶

関
西
医
科
大
学　

医
学
部
医
化
学
講
座　

教
授　

清　

水　

拓　

也

　

平
成
30
年
7
月
1
日
付
で
関
西
医
科
大
学
医

化
学
講
座
の
主
任
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

前
任
の
伊
藤
誠
二
教
授
か
ら
伝
統
あ
る
当
講
座

を
引
き
継
が
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
こ

の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

私
は
「
薬
は
何
故
効
く
の
か
？
」
と
い
う
単

純
な
疑
問
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
昭
和
61
年
に
金
沢
大
学
薬
学
部
に
進
学
し
、
学

部
で
は
有
機
化
学
を
学
び
ま
し
た
。
有
機
化
合
物
を
合
成
し
、
核
磁
気
共
鳴
等
に

よ
り
化
合
物
の
構
造
を
決
定
し
て
い
く
中
で
、
（
有
機
化
合
物
で
あ
る
）
薬
物
が

（
タ
ン
パ
ク
分
子
と
し
て
の
）
受
容
体
に
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
、
生
体
内
で
作

用
し
て
い
る
の
か
、
興
味
を
持
つ
様
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
7
年
に
京
都
大
学
大

学
院
医
学
研
究
科
に
進
学
し
ま
し
た
。
京
都
大
学
で
は
、
創
薬
の
重
要
な
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
G
タ
ン
パ
ク
共
役
受
容
体
（
G
P
C
R
）
の
一
つ
で
あ
る
プ
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小
児
先
天
異
常
に
対
す
る
機
能
再
建
を
専
門
と
し
て
、
小
児
病
院
と
連
携
し
て
臨

床
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
2
0
0
6
年
8
月
ま
で
は
名
古
屋
大
学
に
て
大
学
院

生
・
学
生
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
同
年
9
月
よ
り
名
古
屋
第
一
赤
十
字
病

院
に
て
、
よ
り
臨
床
活
動
に
重
点
を
お
く
と
と
も
に
、
研
修
医
に
対
す
る
実
践
指

導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

関
西
医
大
の
整
形
外
科
は
、
脊
椎
外
科
・
関
節
外
科
の
二
分
野
で
突
出
し
た
業

績
を
収
め
て
こ
ら
れ
た
の
で
、
”手

外
科
“
と
い
う
分
野
は
、
大
学
に
お
い
て
は

若
干
目
新
し
い
分
野
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
．
手
外
科
は
、
外
傷
学
の
基
本
だ
け

で
な
く
、
高
齢
化
社
会
の
中
で
上
肢
の
機
能
再
建
は
将
来
重
要
課
題
で
も
あ
り
、

整
形
外
科
教
室
の
三
本
目
の
柱
と
し
て
育
て
て
い
く
こ
と
が
私
に
課
せ
ら
れ
た
仕

事
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

関
西
医
大
整
形
外
科
二
代
目
教
授
の
小
川
亮
惠
先
生
に
、
手
外
科
の
中
で
も
特

に
リ
ウ
マ
チ
に
関
し
て
ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
が
記
憶
に
あ
り
ま
す
が
、
卒
業

以
来
関
西
と
は
縁
が
な
く
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
を
離
れ
て
以

降
、
臨
床
指
導
に
重
点
を
お
い
て
き
ま
し
た
の
で
、
基
礎
研
究
の
部
門
で
は
十
分

な
こ
と
は
で
き
か
ね
る
と
は
思
い
ま
す
。
臨
床
部
門
と
し
て
手
外
科
を
作
り
、
関

西
医
大
の
将
来
を
担
っ
て
い
く
若
い
方
々
の
指
導
に
全
力
を
尽
く
し
、
関
西
医
大

の
成
長
に
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
ご
指
導
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

医療法人 藤井会
藤井外科

東大阪市布市町3丁目6番21号
TEL（072）985-3051

〒579-8004

みくりや診療所
東大阪市御厨南2丁目6番3号
TEL（06）6787-2508

〒577-0034

石切生喜病院
東大阪市弥生町18番28号
TEL（072）988-3121

〒579-8026

大東中央病院
大東市大野2丁目1番11号
TEL（072）870-0200

〒574-0042

深江クリニック
大阪市東成区深江南3丁目22番13号
TEL（06）6977-2955

〒537-0002

住道クリニック
大東市赤井1丁目13番1号
TEL（072）872-9555

〒574-0046

藤井会リハビリテーション病院
東大阪市弥生町17番6号
TEL（072）983-7811

〒579-8026

北河内藤井病院
四條畷市岡山東3丁目1番6号
TEL（072）879-5311

〒575-0003

藤井会ケアプランセンター
東大阪市弥生町17番6号
TEL（072）983-7806

〒579-8026

藤井会新石切デイサービス
東大阪市中石切町1丁目8番22号
TEL（072）987-5005

〒579-8014

藤井会訪問看護ステーション
東大阪市弥生町20番20号
TEL（072）983-7622

〒579-8026

東大阪市弥生町20番20号
TEL（072）983-7633

〒579-8026

香芝生喜病院

看護多機能施設さくら

奈良県香芝市穴虫3300番地3
TEL（0745）71-3113

〒639-0252

理事長　藤井 弘史（59回生）
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翌
、
昭
和
29
年
（
1
9
5
4
）
に
は
「
関
西
医
科
大
学
」
と
改
称
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
6
月
に
創
立
90
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
8
千
余
名
お
り
、
そ
の
内
6
千
余
名
は
健
在
で
、
年
齢
も
20
歳
台
か

ら
1
0
0
歳
以
上
の
幅
広
い
年
代
の
会
員
が
お
り
ま
す
。
全
国
に
30
支
部
が
あ
り

ま
す
が
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
が
枚
方
に
あ
る
の
で
、
京
阪
神
在
住
者
が
多
く
、
中

で
も
大
阪
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
役
員
は
、
事
務
所
が
枚
方
の
学
舎
内
に
同
居
す
る
の
で
、
遠
方
の
同
窓

生
は
毎
月
の
理
事
会
に
出
席
し
難
く
、
ど
う
し
て
も
京
阪
神
在
住
者
が
多
く
な
る

と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
元
々
女
子
医
専
な
の
で
、
年
長
者
に
女
性
が
多

く
、
同
窓
会
役
員
も
女
性
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
今
は
男
性
役
員
の
方
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
15
年
前
か
ら
は
、
同
窓
会
会
長
も
男
性
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

任
意
団
体
で
あ
る
「
関
西
医
科
大
学
同
窓
会
」
は
、
財
務
部
門
強
化
の
為
、
昭

和
38
年
に
、
同
窓
会
創
立
30
周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
加
多
乃
会
特
別
基
金
」
を

併
設
し
募
金
を
開
始
、
こ
れ
を
基
に
、
平
成
49
年
4
月
「
財
団
法
人
加
多
乃
会
」

を
設
立
（
平
成
25
年
10
月
「
一
般
財
団
法
人
加
多
乃
会
」
に
移
行
）
し
ま
し
た
。

「
関
西
医
科
大
学
同
窓
会
」
と
「
一
般
財
団
法
人
加
多
乃
会
」
は
、
お
互
い
の
長

所
を
生
か
し
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

「
学
校
法
人
関
西
医
科
大
学
」・「
関
西
医
科
大
学
同
窓
会
」・「
一
般
財
団
法
人

加
多
乃
会
」
は
組
織
・
会
計
上
は
お
互
い
に
独
立
し
て
い
ま
す
が
、
毎
年
8
月
第

3
週
土
曜
日
に
、
各
理
事
者
が
集
ま
り
、
現
状
報
告
・
意
見
交
換
を
行
っ
て
お
り
、

良
好
な
関
係
を
保
っ
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
目
的
は
、
1
．
会
員
親
睦
、
2
．
母
校
の
発
展
に
寄
与
、
3
．
医
学

を
通
じ
て
の
社
会
貢
献
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
3
年
に
一
度
名
簿
を
更
新
作
成
、
前
年
度
ま
で
会
費
完
納
者
に
配

布
し
、
年
2
回
同
窓
会
誌
を
発
行
し
ま
す
。
そ
し
て
、
年
1
回
の
総
会
・
支
部
長

会
、
毎
月
理
事
会
を
開
催
し
、
支
部
会
開
催
を
奨
励
し
て
お
り
ま
す
。
学
生
・
研

究
者
に
は
い
ろ
い
ろ
な
賞
（
2
、
4
0
0
万
円
）
・
補
助
金
を
交
付
し
、
医
師
向

　
私
立
医
科
大
学
同
窓
会
あ
れ
こ
れ

南　
　
　

克　

昌
（
38
回
生
）

　

私
は
昭
和
45
年
（
1
9
7
0
）
3
月
、
関
西
医
科
大
学
を
卒
業
（
38
回
生
）
し

ま
し
た
。
卒
業
後
10
年
程
、
大
学
に
残
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
今
の
病
院
に
来

て
、
38
年
経
ち
ま
し
た
。
年
を
と
る
と
、
若
い
時
を
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。
私
も

同
窓
会
年
齢
と
な
り
ま
し
た
。
15
年
程
前
に
、
あ
る
先
輩
に
推
さ
れ
、
同
窓
会
大

阪
支
部
の
役
員
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
5
年
前
か
ら
は
、
同
窓
会
本
部
の
役

員
も
兼
ね
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
高
校
の
同
窓
会
に
も
時
々
行
き
ま
す
が
、
60
歳
を
過
ぎ
る
と
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
あ
っ
た
友
人
は
定
年
退
職
し
、
再
就
職
し
て
も
数
年
し
か
続
か
ず
、
自
宅

で
年
金
生
活
を
過
ご
す
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
同
窓
会
で
は
、
昔
の
話
ば
か
り
で

現
実
感
が
乏
し
く
、
も
う
一
つ
し
っ
く
り
こ
な
い
よ
う
な
感
じ
で
終
わ
り
ま
す
。

　

そ
の
点
、
医
大
同
窓
生
は
、
資
格
社
会
の
恩
恵
を
受
け
定
年
の
無
い
人
が
多
く
、

定
年
が
あ
っ
て
も
医
師
と
し
て
同
じ
よ
う
な
環
境
で
生
活
・
仕
事
を
続
け
て
い
る

人
が
多
い
か
ら
か
、
同
窓
会
で
も
、
昔
の
話
と
と
も
に
、
い
つ
ま
で
も
現
役
と
し

て
の
話
が
で
き
ま
す
の
で
、
生
活
感
が
あ
り
、
生
き
生
き
と
し
た
も
の
な
り
ま
す
。

　

「
関
西
医
科
大
学
」
は
昭
和
3
年
（
1
9
2
8
）
に
、
「
大
阪
女
子
高
等
医
学

専
門
学
校
」
と
し
て
創
設
さ
れ
、
昭
和
22
年
（
1
9
4
7
）
に
は
、
学
制
改
革
で

「
大
阪
女
子
医
科
大
学
」
と
な
り
、
昭
和
28
年
（
1
9
5
3
）
に
は
男
女
共
学
、

会

員

寄

稿
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番
校
持
ち
回
り
制
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
27
年
前
か
ら
は
、
そ
の
内
、

名
古
屋
以
西
の
11
校
の
同
窓
会
代
表
で
集
ま
る
「
全
国
私
立
医
科
大
学
同
窓
会
連

絡
会
・
西
部
会
」
が
年
1
回
9
月
に
あ
り
ま
す
。
私
は
4
年
前
よ
り
、
関
西
医
科

大
学
同
窓
会
代
表
の
一
人
と
し
て
、
こ
の
両
会
合
に
出
席
し
て
お
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
各
校
代
表
2
～
4
名
位
が
集
ま
り
、
当
番
校
は
多
く
の
理
事
と
共
に
、

大
学
の
理
事
長
・
学
長
・
院
長
な
ど
も
同
席
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
・
討

論
・
講
演
会
後
、
懇
親
会
で
は
他
校
卒
業
の
方
々
と
も
、
懇
談
、
各
校
同
窓
会
の

実
状
を
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
趣
向
を
こ
ら
し
た
余
興
も
あ
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
会
と
な
り
ま
す
。

　

因
み
に
、
「
第
28
回
全
国
私
立
医
科
大
学
同
窓
会
連
絡
会
西
部
会
」
は
、

2
0
1
8
年
9
月
に
は
愛
知
医
科
大
学
同
窓
会
が
当
番
校
と
な
り
名
古
屋
で
11
大

学
60
人
が
集
い
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
次
回
2
0
1
9
年
9
月
に
は
、
近
畿
大
学
医

学
部
同
窓
会
が
当
番
校
と
な
り
、
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
こ
で
は
、

同
窓
会
組
織
・
運
営
、
支
部
・
支
部
会
活
動
、
名
簿
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
学
生
と

同
窓
会
の
関
わ
り
、
大
学
と
同
窓
会
の
関
わ
り
、
同
窓
会
の
事
務
組
織
、
同
窓
会

活
動
と
活
性
化
方
策
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
報
告
、
討
論
さ
れ
、
懇
親
会
で

は
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
交
換
が
な
さ
れ
ま
す
。

　

2
0
1
8
年
11
月
の
「
第
29
回
全
国
私
立
医
科
大
学
同
窓
会
連
絡
会
全
国
会
」

は
、
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
同
窓
会
が
当
番
校
と
な
り
、
東
京
で
29
大
学

1
6
0
人
が
集
い
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
は
、
「
東
部
会
」・「
西
部
会
」
・

「
全
国
会
」
の
報
告
の
後
、
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
大
学
非
常
勤
講
師　

室
伏
由
佳
氏
に

よ
る
「
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
見
た
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン
グ
」
と
い
う
講
演
が
あ
り
、

医
師
も
関
わ
り
の
深
い
ド
ー
ピ
ン
グ
問
題
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
次
回
2
0
1
9

年
11
月
に
は
、
愛
知
医
科
大
学
同
窓
会
が
当
番
校
と
な
り
、
名
古
屋
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

関
西
医
科
大
学
同
窓
会
も
既
に
、
「
西
部
会
」
は
平
成
4
年
（
1
9
9
2
）
・

平
成
7
年
（
1
9
9
5
）
・
平
成
24
年
（
2
0
1
2
）
の
3
回
、
「
全
国
会
」
は

け
・
市
民
向
け
の
医
療
講
演
会
な
ど
も
主
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
為
の
財
源
は
、
会
費
徴
収
が
主
と
な
り
ま
す
が
、
最
近
は
収
納
率
（
80
％

弱
）
が
徐
々
に
低
下
し
て
お
り
、
運
営
上
の
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
会
費
も

年
会
費
（
8
、
0
0
0
円
）
徴
収
と
い
う
方
法
よ
り
も
、
卒
業
時
の
終
身
会
費

（
15
万
円
）
徴
収
と
い
う
方
法
に
変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
、
不
定
期

で
す
が
、
同
窓
先
輩
諸
氏
の
寄
付
が
あ
り
ま
す
。
思
わ
ぬ
大
金
の
寄
付
で
、
我
々

も
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
寄
付
金
の
積
み
重
ね
が
基
金
と
な
り
、

会
費
収
入
の
不
足
分
を
補
っ
て
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
全
国
に
は
、
82
校
の
医
学
部
・
医
科
大
学
が
あ
り
ま
す
が
、
60
校

以
上
が
戦
後
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
私
立
の
医
学
部
・
医
科
大
学
は
31
校
あ

り
ま
す
。
古
く
は
、
1
9
2
0
年
代
に
設
立
さ
れ
た
慶
応
大
学
医
学
部
・
東
京
慈

恵
会
医
科
大
学
・
日
本
医
科
大
学
の
3
校
が
あ
り
、
続
い
て
戦
中
・
戦
後
、
主
に

学
制
改
革
期
に
、
50
校
あ
っ
た
医
学
専
門
学
校
や
臨
時
医
専
が
廃
校
、
或
い
は
医

科
大
学
と
し
て
10
校
が
残
り
ま
し
た
。
関
西
医
科
大
学
も
こ
の
内
の
一
校
と
な
り

ま
す
。
こ
の
13
校
が
私
立
の
旧
設
校
と
言
わ
れ
ま
す
。
1
9
7
0
年
代
に
医
科
大

学
新
設
ブ
ー
ム
が
あ
り
、
私
立
で
16
校
の
い
わ
ゆ
る
医
学
部
・
医
科
大
学
が
増
設

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
新
設
校
と
呼
ば
れ
る
大
学
で
す
。
新
設
校
と
言
っ
て
も
、

既
に
40
年
以
上
の
歴
史
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
し
ば
ら
く
日
本
で
は
私
立
の
医
学
部
新
設
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

平
成
28
年
（
2
0
1
6
）
に
東
北
医
科
薬
科
大
学
（
仙
台
市
）
、
平
成
29
年

（
2
0
1
7
）
に
国
際
医
療
福
祉
大
学
（
成
田
市
）
が
開
学
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

ま
だ
卒
業
者
は
お
ら
ず
、
同
窓
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

50
年
前
に
、
大
阪
の
2
校
（
大
阪
医
科
薬
科
大
学
と
我
々
の
関
西
医
科
大
学
）

と
、
九
州
の
久
留
米
大
学
医
学
部
の
3
校
を
除
く
10
校
で
、
毎
年
「
私
立
医
科
大

学
同
窓
会
連
絡
会
東
部
会
」
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
28

年
前
に
、
新
設
校
も
含
め
29
校
の
私
立
医
学
部
・
医
科
大
学
同
窓
会
代
表
が
集
ま

り
、
年
1
回
11
月
に
「
全
国
私
立
医
科
大
学
同
窓
会
連
絡
会
・
全
国
会
」
が
、
当
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平
成
11
年
（
1
9
9
9
）
・
平
成
17
年
（
2
0
0
5
）
の
2
回
と
、
何
回
も
当
番

校
を
務
め
て
お
り
ま
す
。

　

総
合
大
学
、
医
療
系
学
部
を
併
設
す
る
医
科
大
学
、
単
科
の
医
科
大
学
と
、
い

ろ
い
ろ
な
種
類
・
規
模
の
大
学
が
集
ま
る
私
立
医
科
大
学
同
窓
会
連
絡
会
で
は
、

自
校
の
大
学
・
同
窓
会
し
か
知
ら
な
い
私
に
と
っ
て
は
、
「
目
か
ら
鱗
が
落
ち

る
」
も
の
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
入
学
時
に
同
窓
会
終
身
会
費
を
納
付
す

る
と
こ
ろ
、
大
学
が
同
窓
会
費
を
徴
収
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
医
局
に
入
局
し
た
も

の
は
他
大
学
卒
業
者
で
も
同
窓
会
員
と
す
る
と
こ
ろ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
・
懇
親
会
の
話
な
ど
を
聞
く
と
、
組
織
も
任
意
団
体
か
ら
法
人

と
い
ろ
い
ろ
な
同
窓
会
運
営
方
法
が
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。
概
し
て
、
新
設
校

の
方
が
大
学
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
同
窓
会
理
事
者
に
も
大
学
人
が
多
い
様
で
、

旧
設
校
の
方
が
大
学
と
一
定
の
距
離
を
置
き
、
そ
の
独
立
性
が
高
い
感
じ
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
私
立
医
科
大
学
同
窓
会
連
絡
会
の
貴
重
な
経
験
を
、
今
後
の

同
窓
会
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

第28回全国私立医科大学同窓会連絡会西部会

　
　お
知
ら
せ

　超
高
齢
化
の
世
情
に
鑑
み
、
高
齢
会
員
に
対
し
て
の
同
窓
会
費
支
払
い

免
除
が
提
案
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
22
年
10
月
の
理
事
会
で
承
認
を
得
た
。

　関
西
医
科
大
学
同
窓
会
会
則
施
行
細
則
「
高
齢
又
は
健
康
上
の
理
由
に

よ
っ
て
、
届
け
出
に
よ
り
会
費
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
準
じ
書

面
に
よ
る
届
け
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

対
象
は
1
〜
18
回
生
（
平
成
31
年
度
）

　往
復
ハ
ガ
キ
に
免
除
の
希
望
の
有
無
と
同
時
に
、
名
簿
、
”お
と
づ
れ
“、

そ
の
他
の
総
会
関
連
以
外
の
郵
送
物
の
要
・
不
要
の
記
入
を
求
め
た
。

向
後

　毎
年
1
回
生
毎
に
対
象
範
囲
を
拡
大
す
る
。
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盾
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
は
雨
堤
賢
一
氏

（
43
・
39
）
、
そ
の

他
に
も
、
準
優
勝
・
3
位
・
5
位
・
7
位
・
ブ
ー
ビ
ー
賞
・
ニ
ア
ピ
ン
賞
・
ド
ラ

コ
ン
賞
な
ど
が
あ
り
、
嬉
し
そ
う
な
受
賞
者
の
顔
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

　

そ
の
後
、
同
窓
会
か
ら
は
、
平
成
31
年
1
月
20
日
（
日
）
正
午
よ
り
、
帝
国
ホ

テ
ル
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
「
同
窓
会
新
年
会
」
に
は
、
是
非
今
日
以
上
の
ご
参
加

を
と
の
お
願
い
が
あ
り
、
世
話
人
か
ら
は
、
来
年
の
第
7
回 

「
オ
ー
ル
関
西
医

大
ゴ
ル
フ
会
」
は
2
0
1
9
年
10
月
22
日
（
火
・
祝
「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」
）
に
、

こ
こ
「
田
辺
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
」
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
下
さ
い
と
の

案
内
が
あ
り
、
盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
85
歳
と
な
る
先
生
を
迎
え
、
山
下
理
事
長
は
、
自
分
を
は
る
か
に
上
回

る
大
先
生
に
、
百
歳
社
会
の
実
現
を
垣
間
見
る
よ
う
に
驚
嘆
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
方
々
と
、
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
一
日
お
付
き
合
い
で
き
る
会
の
意
義
の

深
さ
を
感
じ
取
り
、
有
効
に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
脳
外
科
・
小
児

科
な
ど
は
同
門
会
ゴ
ル
フ
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
同
級
会
ゴ

ル
フ
に
も
是
非
ご
活
用
下
さ
い
。
縦
に
、
横
に
つ
な
が
り
、
こ
の
会
が
同
窓
会
の

主
要
な
目
的
で
あ
る
「
会
員
相
互
の
親
睦
」
に
、
大
い
に
役
立
つ
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

第
6
回
「
オ
ー
ル
関
西
医
大
ゴ
ル
フ
会
」
優
勝
記

戸　

倉　

敬　

雄
（
49
回
生
）

　

こ
の
た
び
優
勝
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
戸
倉
と
申
し
ま
す
。
現
在
、
香
川
県

で
開
業
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
会
の
こ
と
は
「
お
と
づ
れ
第
1
4
6
号
」
で
加
賀

　

第
6
回
「
オ
ー
ル
関
西
医
大
ゴ
ル
フ
会
」
報
告

世
話
人　

南　
　
　

克　

昌
（
38
回
生
）

　

第
6
回
「
オ
ー
ル
関
西
医
大
ゴ
ル
フ
会
」
は
、
平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）
に
、

昨
年
と
同
じ
、
田
辺
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
オ
ー
ル
関
西
医
大
ゴ
ル
フ
会
」
は
、
平
成
25
年
に
枚
方
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
て
、
同
窓
会
創
立
80
周
年
・
財
団
法
人
加
多
乃
会
設
立
40
周
年
記
念
事
業
と
し

て
行
わ
れ
た
「
記
念
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
が
起
源
と
な
っ
て
お
り
、
前
回
よ
り
同
窓

会
が
協
賛
し
、
同
窓
会
事
業
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
加
賀
典
雄
氏
㊴
を
総
務
に
、
西
村
完
生
氏
・
岡
崎
俊
治
氏
㊱
、
立
岩

二
朗
氏
㊶
、
小
林
誉
典
氏
㊽
を
世
話
人
に
、
山
下
敏
夫
理
事
長
㉞
、
友
田
幸
一
学

長
㊺
、
澤
田　

敏
附
属
病
院
長
㊳
や
多
く
の
教
授
も
参
加
し
、
64
名
で
競
技
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
4
日
は
、
晴
れ
の
特
異
日
と
さ
れ
る
11
月
3
日
（
文
化
の
日
）
の
翌
日
、

好
天
下
、
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
、
ア
ウ
ト
・
イ
ン
と
に
分
か
れ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、
各
9
組
と
多
い
の
で
、
ス
タ
ー
ト
時
の
開
会
式
は
な
く
、
競
技
終
了
・

入
浴
後
、
ゴ
ル
フ
談
義
に
ふ
け
り
、
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
顔
を

合
わ
す
方
々
も
多
く
、
会
は
和
や
か
な
内
に
進
み
ま
し
た
。

　

優
勝
は
、
香
川
県
善
通
寺
市
よ
り
駆
け
つ
け
た
戸
倉
敬
雄
氏
㊾
（
ダ
ブ
ル
ペ
リ

ア
方
式
、
42
・
43
）
で
、
山
下
敏
夫
理
事
長
か
ら
理
事
長
杯
、
同
窓
会
か
ら
優
勝

ニ
ュ
ー
ス
あ
れ
こ
れ
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と
で
す
。
今
回
は
連
休
の
二
日
目
で
、
香
川
県
か
ら
来
る
の
で
も
時
間
の
余
裕
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
次
回
は
会
の
前
日
の
診
療
を
終
え
た
夜
に
家
を
出
発
し
て
駆

け
つ
け
る
つ
も
り
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
他
の
こ
と
で
も
通
じ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
ゴ
ル
フ
に
お
い
て

も
プ
レ
ー
す
る
に
は
あ
る
程
度
の
健
康
、
時
間
、
費
用
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の

条
件
が
整
っ
て
ゴ
ル
フ
が
で
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
今
後
も
楽
し
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
組
で
プ
レ
ー
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
和
や
か

に
楽
し
く
ラ
ウ
ン
ド
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
会
を

運
営
し
て
い
た
だ
い
た
お
世
話
人
の
方
々
、
同
窓
会
事
務
局
の
皆
様
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
6
回「
オ
ー
ル
関
西
医
大
ゴ
ル
フ
会
」に
参
加
し
て

雨　

堤　

賢　

一
（
54
回
生
）

　

平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）
田
辺
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た

第
6
回
「
オ
ー
ル
関
西
医
大
ゴ
ル
フ
会
」
に
て
念
願
の
ベ
ス
グ
ロ
賞
を
頂
き
、
こ

の
上
な
く
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

思
い
返
せ
ば
5
年
前
、
初
め
て
参
加
し
た
第
2
回
オ
ー
ル
関
西
医
大
ゴ
ル
フ
会

終
了
後
の
懇
親
会
に
て
、
70
台
で
ベ
ス
グ
ロ
賞
を
颯
爽
と
受
け
取
る
立
岩
二
朗
氏

㊶
を
羨
望
の
眼
差
し
で
見
て
い
た
も
の
で
す
。

　

是
非
私
も
立
岩
氏
の
よ
う
に
ベ
ス
グ
ロ
を
取
り
た
い
と
い
う
夢
を
密
か
に
抱
き
、

オ
ー
ル
関
西
医
大
ゴ
ル
フ
会
が
田
辺
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
も

典
雄
氏
㊴
が
、
会
の
発
足
の
い
き
さ
つ
を
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
し
た
の
で
知
っ

て
お
り
ま
し
た
。
い
つ
か
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

お
世
話
人
で
組
み
合
わ
せ
担
当
の
小
林
誉
典
氏
㊽
の
ご
厚
意
で
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
場
は
近
年
続
け
て
こ
の
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
名
門
の
田
辺
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
で
し
た
。
倶
楽
部
ハ
ウ
ス
の
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
周
囲
や
ロ
ビ
ー
は
伝

統
を
感
じ
る
作
り
で
、
コ
ー
ス
は
素
晴
ら
し
く
整
備
さ
れ
て
お
り
、
特
に
グ
リ
ー

ン
の
仕
上
が
り
に
は
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
す
べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
が
気
づ
か
い

の
あ
る
応
対
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
名
門
ゴ
ル
フ
場
で
休
日
に

大
き
な
コ
ン
ペ
を
開
催
で
き
る
の
は
、
山
下
敏
夫
理
事
長
㉞
が
こ
の
ゴ
ル
フ
場
の

理
事
を
さ
れ
て
い
る
お
か
げ
と
思
っ
て
お
り
、
あ
り
が
た
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
抜
群
で
し
た
。
私

の
プ
レ
ー
の
内
容
で
す
が
、
前
半
の
ア
ウ
ト
の
3
番
で
は
セ
カ
ン
ド
シ
ョ
ッ
ト
を

2
段
グ
リ
ー
ン
の
下
の
段
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
上
の
段
の
カ
ッ
プ

に
向
か
っ
て
打
っ
た
パ
ッ
ト
が
段
を
上
り
き
ら
ず
元
の
場
所
ま
で
戻
っ
て
き
て
し

ま
い
ま
し
た
。
結
局
4
パ
ッ
ト
を
要
し
ま
し
た
が
、
残
念
と
い
う
よ
り
、
こ
の
よ

う
な
速
い
ス
ピ
ー
ド
の
グ
リ
ー
ン
で
ゴ
ル
フ
が
で
き
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
な
が

ら
ラ
ウ
ン
ド
し
て
お
り
ま
し
た
。
後
半
の
イ
ン
は
二
つ
の
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
を
共

に
ダ
ブ
ル
ボ
ギ
ー
と
し
、
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
の
ハ
ン
デ
計
算
で
は
大
変
不
利
な

結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
表
彰
式
で
の
順
位
発
表
の
時
は
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
優
勝
者
の
名
前
が
発
表
さ
れ
た

と
き
に
私
の
名
前
が
呼
ば
れ
、
本
当
に
び
っ
く
り
仰
天
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
持

ち
回
り
の
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
副
賞
、
理
事
長
賞
、
同
窓
会
会
長
賞
と
立
て
続
け

に
頂
く
こ
と
に
な
り
、
優
勝
ス
ピ
ー
チ
を
考
え
る
時
間
も
な
い
く
ら
い
で
し
た
。

　

こ
の
会
で
は
、
優
勝
す
る
と
ス
ピ
ー
チ
以
外
に
優
勝
記
を
書
く
こ
と
が
義
務
と

い
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
お
世
話
人
の
方
か
ら
も
う
一
つ
の
義
務
を

言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
次
回
の
会
に
も
必
ず
参
加
す
る
よ
う
に
と
い
う
こ
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5
年
前
の
初
参
加
の
時
に
憧
れ
た
オ
ー
ル
関
西
医
大
ゴ
ル
フ
会
で
の
ベ
ス
グ
ロ

賞
を
頂
け
た
こ
と
を
誇
り
に
、
ま
た
次
回
の
オ
ー
ル
関
西
医
大
ゴ
ル
フ
会
に
向
け
、

練
習
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
毎
年
楽
し
み
な
こ
の
オ
ー
ル
関

西
医
大
ゴ
ル
フ
会
が
恒
久
的
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

参
加
者
が
総
勢
64
名
に
も
及
ぶ
盛
大
な
会
の
開
催
の
た
め
に
ご
尽
力
下
さ
っ
た

全
て
の
皆
様
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

組合せ（＊印：学内在籍者）
 OUT
 1 8：42 山下　敏夫＊ 34 南　克昌 38 立岩　二朗 41 吉村　匡史＊ 64
 2 8：49 友田　幸一＊ 45 友田　隆子 45 笹　英彦 46
 3 8：56 谷川　昇＊ － 柄川　武子 34 神原　達也＊ 66
 4 9：03 杉﨑　俊照 47 雨堤　賢一 54 城　信雄 64 宮島　理乃 55
 5 9：10 澤田　敏＊ 38 鍛冶田 英俊 53 髙田　達良 53
 6 9：17 高山　康夫＊ 50 北庄司 浩三 45 戸倉　敬雄 49 髙井 惣一郎 51
 7 9：24 大草　世雄 50 西川　睦彦 52 大澤　昭朗 53 宮島　茂夫 55
 8 9：31 淺井　昭雄＊ － 田中　衛 － 染田　邦幸 － 森脇　祥文 37
 9 9：38 埜中　正博＊ － 亀井　孝昌＊ 79 宮田 真友子＊ 83 内藤　信晶＊ 84

 IN
 1 8：42 飯田　寛和＊ － 加賀　典雄 39 柏村　宗弘 39 砂川　正興 39
 2 8：49 東　洋一 32 河島　祥彦 51 山﨑　雅裕 56 阿呉夢 相達 －
 3 8：56 小林　誉典 48 楠瀬　直孝 48 髙田　俊行 48 北出　浩章 56
 4 9：03 頼　將烈 53 清水　秀和 53 毛利　晃之 55 三宅　豊 56
 5 9：10 木下　利彦＊ 49 西村　完生 36 中山　堯之 40 三谷　武生 48
 6 9：17 田中　浩 36 水野　紳司 43 高橋　義公 43 山岸　和矢 46 
 7 9：24 中川　満 31 笠原　勝 37 尼子　明久 43 卯西　元 47
 8 9：31 中村　彰利 50 岡﨑　仁志 50 緒方　肇 51 奥田　晃司 63

あ
り
、
4
年
前
に
一
念
発
起
し
て
田
辺
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
入
会
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
入
会
し
た
だ
け
で
腕
が
上
が
る
訳
は
な
く
、
90
台
が
や
っ
と
と

い
う
状
態
が
続
き
ま
し
た
。
昨
年
の
同
ゴ
ル
フ
会
で
も
98
を
叩
い
て
、
げ
ん
な
り

し
て
帰
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
訳
で
こ
の
日
の
ベ
ス
グ
ロ
賞
は
、

天
に
も
昇
る
気
分
で
し
た
。

　

振
り
返
る
と
、
1
番
で
50
セ
ン
チ
の
パ
ー
パ
ッ
ト
を
外
し
て
し
ま
い
、
4
番
ま

で
ボ
ギ
ー
続
き
、
「
次
は
パ
ー
が
来
る
か
ダ
ボ
が
来
る
か
？
」
と
思
っ
た
途
端
、

花
道
か
ら
の
3
打
目
が
ト
ッ
プ
し
て
奥
の
斜
面
へ
行
き
ダ
ボ
。
今
日
も
い
つ
も
通

り
か
と
肩
を
落
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
一
度
し
か
ワ
ン
オ
ン
し
た
こ
と

が
な
い
難
し
い
シ
ョ
ー
ト
6
番
で
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
で
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
、
ワ
ン

オ
ン
ワ
ン
パ
ッ
ト
の
バ
ー
デ
ィ
。
こ
れ
で
息
を
吹
き
返
し
、
な
ん
と
か
ア
ウ
ト
43

で
ホ
ッ
と
一
息
。

　

午
後
は
、
11
番
で
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
が
2
つ
続
き
、
田
辺
カ
ン
ト
リ
ー
入
会
後

初
の
2
オ
ン
で
パ
ー
、
続
く
12
番
、
グ
リ
ー
ン
エ
ッ
ジ
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
ア
プ
ロ

ー
チ
が
ト
ッ
プ
し
て
「
や
っ
て
し
ま
っ
た
！
」
と
思
っ
た
ら
ピ
ン
に
当
た
っ
て
バ

ー
デ
ィ
（
当
た
っ
て
な
か
っ
た
ら
奥
か
ら
3
パ
ッ
ト
し
て
い
た
か
も
、
ラ
ッ
キ

ー
）
、
17
番
で
シ
ャ
ン
ク
気
味
の
ミ
ス
シ
ョ
ッ
ト
で
グ
リ
ー
ン
か
ら
遠
い
方
の
手

前
の
バ
ン
カ
ー
に
入
れ
ピ
ン
チ
、
こ
れ
を
な
ん
と
か
ボ
ギ
ー
で
し
の
げ
た
お
か
げ

で
イ
ン
は
39
。
ト
ー
タ
ル
82
。
好
ス
コ
ア
が
出
た
理
由
は
、
1
・
5
m
位
ま
で
の

パ
ッ
ト
が
1
番
を
除
い
て
ほ
ぼ
決
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
パ
ッ
ト
が
人
一
倍
苦
手
な

私
と
し
て
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
し
た
。
実
は
ボ
ー
ル
位
置
を
変
え
て
み
た
こ
と
が

奏
功
し
た
よ
う
で
す
。
私
は
左
眼
が
利
き
目
で
す
。
利
き
目
の
真
下
に
ボ
ー
ル
を

置
く
こ
と
が
セ
オ
リ
ー
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
ボ
ー
ル
を
置
い
て
も

左
過
ぎ
る
と
感
じ
て
し
ま
い
、
プ
レ
ー
し
だ
す
と
結
局
両
足
の
真
ん
中
に
ボ
ー
ル

を
戻
し
て
打
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
我
慢
し
て
左
眼
の
真
下
に
置
き
続
け
て

打
っ
た
と
こ
ろ
、
ラ
イ
ン
が
見
え
る
よ
う
に
感
じ
、
パ
ッ
ト
数
が
30
に
収
ま
り
ベ

ス
グ
ロ
賞
に
繋
が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
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オール関西医大ゴルフ会（2018年11月4日㈰）
競技方法：ダブルペリア
田辺カントリー倶楽部

隠しホール：OUT　＊＊＊　　＊＊＊　
①②③④⑤⑥⑦⑧⑨

IN　　＊＊＊＊＊＊　　
⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱

順位 OUT IN GROSS HDCP NET氏　名（回生）
優勝
2位
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位
10位
11位
12位
13位
14位
15位
16位
17位
18位
19位
20位
21位
22位
23位
24位
25位
26位
27位
28位
29位
30位
31位
32位

42
46
48
50
43
52
43
44
42
51
49
48
49
48
47
52
43
50
50
46
50
49
49
52
56
56
55
55
56
51
52
49

43
45
45
50
41
49
45
43
44
41
48
42
52
44
45
45
39
49
55
41
43
49
49
45
53
52
53
52
54
46
49
52

85
91
93
100
84
101
88
87
86
92
97
90
101
92
92
97
82
99
105
87
93
98
98
97
109
108
108
107
110
97
101
101

13.2
19.2
20.4
26.4
9.6
26.4
13.2
12.0
10.8
16.8
21.6
14.4
25.2
15.6
15.6
20.4
4.8
21.6
27.6
9.6
15.6
20.4
20.4
19.2
31.2
30.0
30.0
28.8
31.2
18.0
21.6
21.6

71.8
71.8
72.6
73.6
74.4
74.6
74.8
75.0
75.2
75.2
75.4
75.6
75.8
76.4
76.4
76.6
77.2
77.4
77.4
77.4
77.4
77.6
77.6
77.8
77.8
78.0
78.0
78.2
78.8
79.0
79.4
79.4

戸倉　敬雄 （49）
谷川　昇 （教授）
加賀　典雄 （39）
友田　幸一 （学長 45）
淺井　昭雄 （教授）
中川　満 （31）
髙田　達良 （53）
笹　英彦 （46）
高橋　義公 （43）
頼　將烈 （53）
砂川　正興 （39）
立岩　二朗 （41）
山﨑　雅裕 （56）
清水　秀和 （53）
鍛冶田　英俊 （53）
北庄司　浩三 （45）
雨堤　賢一 （54）
柏村　宗弘 （39）
緒方　肇 （51）
大草　世雄 （50）
西川　睦彦 （52）
田中　浩 （36）
大澤　昭朗 （53）
毛利　晃之 （55）
内藤　信晶 （84）
森脇　祥文 （37）
飯田　寛和 （特命教授）
高山　康夫 （50）
北出　浩章 （56）
染田　邦幸 （名誉教授）
山下　敏夫 （理事長 34）
水野　紳司 （43）

順位 OUT IN GROSS HDCP NET氏　名（回生）
33位
34位
35位
36位
37位
38位
39位
40位
41位
42位
43位
44位
45位
46位
47位
48位
49位
50位
51位
52位
53位
54位
55位
56位
57位
58位
59位
60位
61位
62位
63位
64位

50
56
53
57
47
61
52
47
61
58
55
60
51
56
57
58
47
60
50
49
62
64
64
59
53
58
64
64
59
60
67
76

51
49
51
58
43
49
57
55
57
59
56
57
53
53
56
58
50
59
50
57
59
55
58
57
63
64
62
56
60
68
71
70

101
105
104
115
90
110
109
102
118
117
111
117
104
109
113
116
97
119
100
106
121
119
122
116
116
122
126
120
119
128
138
146

21.6
25.2
24.0
34.8
9.6
28.8
27.6
20.4
36.0
34.8
28.8
34.8
21.6
26.4
30.0
32.4
13.2
34.8
15.6
21.6
36.0
31.2
33.6
27.6
26.4
32.4
36.0
30.0
28.8
36.0
36.0
36.0

79.4
79.8
80.0
80.2
80.4
81.2
81.4
81.6
82.0
82.2
82.2
82.2
82.4
82.6
83.0
83.6
83.8
84.2
84.4
84.4
85.0
87.8
88.4
88.4
89.6
89.6
90.0
90.0
90.2
92.0
102.0
110.0

宮島　茂夫 （55）
神原　達也 （66）
田中　衛 
髙井　惣一郎 （51）
小林　誉典 （48）
楠瀬　直孝 （48）
宮島　理乃 （55）
澤田　敏 （病院長 38）
友田　隆子 （45）
西村　完生 （36）
中山　堯之 （40）
吉村　匡史 （64）
城　信雄 （64）
髙田　俊行 （48）
木下　利彦 （49）
岡﨑　仁志 （50）
笠原　勝 （37）
柄川　武子 （34）
山岸　和矢 （46）
河島　祥彦 （51）
埜中　正博 （診療教授）
三谷　武生 （48）
東　洋一 （32）
三宅　豊 （56）
南　克昌 （38）
奥田　晃司 （63）
卯西　元 （47）
亀井　孝昌 （79）
中村　彰利 （50）
杉﨑　俊照 （47）
尼子　明久 （43）
宮田　真友子 （83）

理事長賞・同窓会会長賞：戸倉　敬雄49　　ベストグロス：雨堤　賢一　54
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混
声
合
唱
団
コ
ー
ル
ク
ラ
イ
ス
第
37
回
定
期
演
奏
会

コ
ー
ル
ク
ラ
イ
ス
O
B
会
代
表
世
話
人　
　
　

島　

岡　

昌　

幸
（
38
回
生
）

木　

下　
　
　

洋
（
42
回
生
）

　

平
成
30
年
11
月
18
日
（
日
）
午
後
2
時
か
ら
、
天
満
橋
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
関

西
医
科
大
学
混
声
合
唱
団
コ
ー
ル
ク
ラ
イ
ス
の
定
期
演
奏
会
が
盛
況
の
う
ち
に
開

催
さ
れ
た
。
混
声
合
唱
団
は
昭
和
38
年
に
発
足
、
昭
和
44
年
か
ら
対
外
的
な
定
期

演
奏
会
を
行
っ
て
い
る
団
員
40
名
の
本
学
最
大
級
の
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。
秋
田
光
彦

同
窓
会
会
長
㉞
か
ら
は
祝
電
を
頂
戴
し
、

会
場
に
は
四
方
伸
明
加
多
乃
会
副
会
長
㊻

夫
妻
、
な
つ
か
し
い
名
誉
教
授
の
方
々
、

旧
職
員
、
学
生
、
関
西
の
合
唱
界
の
聴
衆

が
会
場
に
集
う
中
、
学
歌
「
の
ぞ
み
」
で

厳
粛
に
開
幕
し
た
。

　

さ
す
が
に
40
名
の
卓
越
し
た
歌
唱
力
で

の
「
栄
光
の
架
橋
」
や
「
麦
の
唄
」
は
圧

巻
で
感
動
的
で
あ
る
。
混
声
合
唱
組
曲

「
い
の
ち
」
の
演
奏
も
す
ば
ら
し
く
、
心

に
し
み
る
演
奏
で
あ
っ
た
。
喝
采
の
拍
手

に
続
く
ア
ン
コ
ー
ル
曲
「
瑠
璃
色
の
地

球
」
で
は
、
多
忙
な
医
学
部
6
年
間
の
勉

学
の
中
、
演
奏
会
を
な
し
得
た
本
学
学
生

達
の
ひ
た
む
き
な
姿
に
感
銘
を
う
け
た
。

　

閉
幕
は
、
50
年
の
長
き
に
わ
た
り
歌
い

継
が
れ
て
い
る
伝
統
の
部
歌
「
夜
の
歌
」
（
阪
田
寛
夫
作
詞
、
佐
々
木
伸
尚
作

曲
）
と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
団
旗
の
照
明
が
次
第
に
暗
転
し
、
会
場
か
ら
の
拍
手
の

も
と
今
年
の
定
演
を
終
了
し
た
。
観
客
は
学
生
達
の
感
謝
の
ス
ト
ー
ム
演
奏
を
受

け
、
花
一
輪
を
手
に
す
ば
ら
し
い
演
奏
会
の
余
韻
を
感
じ
つ
つ
会
場
を
後
に
し
た
。

　

コ
ー
ル
ク
ラ
イ
ス
は
、
医
学
部
入
学
式
、
看
護
学
部
入
学
式
、
同
窓
会
総
会
懇

親
会
、
開
学
90
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
、
白
菊
会
総
会
、
香
里
病
院
院
内
コ
ン

サ
ー
ト
、
同
窓
会
新
年
会
で
感
動
的
な
美
し
い
演
奏
を
披
露
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｏ
Ｂ

Ｋ
（
現
N
H
K
）
に
出
演
し
た
記
録
が
あ
る
大
阪
女
子
高
等
医
専
・
女
子
医
科
大

学
時
代
の
コ
ー
ラ
ス
部
（
顧
問
：

故
大
澤
忍
婦
教
授
）
の
伝
統
を
く
み
、
学
歌

「
の
ぞ
み
」
を
継
承
し
て
学
内
行
事
や
対
外
的
活
動
に
邁
進
し
、
学
長
賞
も
受
賞

し
た
大
学
屈
指
の
ク
ラ
ブ
に
成
長
し
て
い
る
。
学
生
時
代
、
こ
の
定
期
演
奏
会
の

ス
テ
ー
ジ
で
活
躍
さ
れ
、
本
年
逝
去
さ
れ
た
竹
森
和
正
㊸
、
相
良
宝
作
㊹
両
君
に

心
か
ら
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
来
年
11
月
の
第
38
回
定
期
演
奏
会
の
ご
案
内
・

ご
招
待
チ
ケ
ッ
ト
を
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
、
ぜ
ひ
ご
一
報
賜
り
ま
す
れ
ば

幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

甲
子
園
O
B
戦
と
野
球
部
懇
親
会

準
硬
式
野
球
部
O
B　

小
牟
田　
　
　

清
（
49
回
生
）

現
役
部
員
代
表　

増　

田　
　
　

暉
（
3
学
年
）

　

甲
子
園
球
場
。
野
球
を
す
る
者
で
あ
れ
ば
誰
も
が
一
度
は
憧
れ
る
場
所
で
す
。

大
阪
桐
蔭
高
校
の
春
夏
連
覇
の
躍
進
や
、
流
行
語
大
賞
の
候
補
に
も
な
っ
た
「
金

H30.11.18　天満橋ドーンセンター
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足
農
旋
風
」
は
今
も
記
憶
に
新
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
毎
年
の
よ
う
に
ド
ラ
マ
が

起
き
る
甲
子
園
球
場
。
こ
の
野
球
の
聖
地
に
私
た
ち
関
西
医
科
大
学
準
硬
式
野
球

部
の
O
B
・
O
G
の
方
々
と
現
役
部
員
が
集
い
、
そ
し
て
そ
の
思
い
出
を
こ
こ
に

記
す
日
が
来
よ
う
と
は
。

　

2
0
1
8
年
11
月
25
日
。
甲
子
園
球
場
に
て
、
O
B
・
O
G
の
方
々
と
そ
の
関

係
者
、
現
役
部
員
を
含
む
総
勢
約
1
0
0
名
で
O
B
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
関
西

医
科
大
学
準
硬
式
野
球
部
の
関
係
者
が
こ
れ
ほ
ど
集
ま
っ
た
こ
と
は
嘗
て
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
甲
子
園
球
場
の
偉
大
さ
を
改
め
て
感
じ
る
と
と
も

に
、
準
硬
式
野
球
部
の
O
B
・
O
G
の
方
々
の
力
を
集
結
さ
せ
る
と
、
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
大
き
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
身
を
も
っ
て
感
じ
ま

し
た
。
O
B
戦
で
は
、
多
く
の
方
々
と
甲
子
園
球
場
と
い
う
素
晴
ら
し
い
球
場
で

久
々
に
野
球
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
現
役
部
員
の
勇
姿
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
懇
親
会
で
は
、
O
B
・
O
G
の
方
々

と
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
方
々

か
ら
の
貴
重
な
お
話
に
よ
り
、
関
西
医
科
大

学
準
硬
式
野
球
部
の
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
野
球
の
聖
地
甲
子
園
球
場
で

の
一
日
を
大
成
功
の
も
と
終
え
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
を
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

来
年
の
西
医
体
は
、
私
た
ち
関
西
医
科
大

学
が
主
管
を
務
め
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
現

役
部
員
・
O
B
・
O
G
の
方
々
と
の
結
束
を

強
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
過
去
に
一
度
、
関
西
医
科
大
学
は
西
医

体
の
主
管
を
務
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
主

管
を
務
め
た
そ
の
年
に
、
準
硬
式
野
球
部
は

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
主
管
と
い
う
大
変

な
任
務
を
こ
な
し
な
が
ら
優
勝
し
た
と
い
う
こ
の
業
績
は
、
今
で
も
関
西
医
科
大

学
準
硬
式
野
球
部
の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

　

近
年
は
、
上
位
に
食
い
込
む
こ
と
も
な
く
、
少
し
物
足
り
な
く
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
主
管
を
務
め
る
今
年
は
そ
の
再
来
と
し
て
、

西
医
体
優
勝
を
O
B
一
同
願
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
昨
年
の
秋
リ
ー
グ
で
は
、

久
々
の
優
勝
を
果
た
し
て
お
り
、
ま
た
、
実
際
に
甲
子
園
に
て
現
役
部
員
の
戦
い

ぶ
り
を
見
て
、
今
年
の
西
医
体
は
大
い
に
期
待
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。
約
40
年

ぶ
り
の
西
医
体
優
勝
を
祈
念
し
て
、
O
B
・
O
G
一
同
が
力
を
合
わ
せ
て
、
現
役

部
員
を
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
甲
子
園
球
場
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
O
B
戦
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
今
回
は
ご
都
合
が
合
わ
ず
参
加
で
き
な
か
っ
た
皆
様
、
今
後
も

O
B
・
O
G
の
方
々
が
旧
交
を
温
め
ら
れ
る
機
会
を
設
け
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
機
会
に
は
是
非
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
回
の

O
B
戦
を
機
に
、
O
B
会
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。
部
誌
な
ど
の
配
布
も
考
え
て

お
り
ま
す
。
お
知
ら
せ
な
ど
に
関
し
ま
し
て
は
、
改
め
て
現
役
部
員
か
ら
ご
連
絡

い
た
し
ま
す
。
O
B
・
O
G
の
方
々
と
現
役
部
員
が
力
を
合
わ
せ
、
関
西
医
科
大

学
準
硬
式
野
球
部
の
ま
す
ま
す
の
発
展
に
力
を
注
ぎ
ま
し
ょ
う
。

H30.11.25　甲子園球場

　ー

　お

　願

　い

　ー

　各
種
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
同
窓
会
員
に
関
心
の
あ
る
記
事
を

「
ニ
ュ
ー
ス
あ
れ
こ
れ
」
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
が
、
必
然
的
に

編
者
の
目
に
と
ま
る
地
区
が
主
と
し
て
近
畿
地
方
に
限
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
を
更
に
広
い
範
囲
よ
り
取
り
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
各
地
区
、

各
領
域
で
、
身
近
に
活
躍
さ
れ
た
方
々
の
記
事
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
新
聞

を
切
り
抜
い
て
編
集
部
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。
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平
成
31
年　

関
西
医
科
大
学
同
窓
会
新
年
会

　

三　

谷　

武　

生
（
48
回
生
）

　

平
成
31
年
の
関
西
医
大
同
窓
会
新
年
会
は
、
総
勢
66
名
の
出
席
を
も
っ
て
1
月

20
日
（
日
）
正
午
よ
り
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
3
階
「
白
鷺
の
間
」
に
お
い
て
、
大
阪

支
部
の
担
当
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

南　

克
昌
大
阪
支
部
副
支
部
長
㊳
の
司
会
で
始
ま
り
、
ま
ず
開
会
の
辞
と
し
て

杉
岡
武
彦
大
阪
支
部
支
部
長
㉜
が
ご
挨
拶
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
昨
年
創
立
90
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
同
窓
会
と
し
て
も
こ
の
上
な
い
慶
び
で
あ
っ

た
と
述
べ
た
の
ち
、
同
窓
会
の
歴
史
に
も
触
れ
つ
つ
、
誇
れ
る
同
窓
会
で
あ
る
た

め
に
も
同
窓
生
の
親
睦
が
何
よ
り
大
切
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
仕
舞
で
祝
う
新
春
」
と
題
し
た
見
事
な
舞
を
観
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

山
田
日
出
美
大
阪
支
部
顧
問
㉙
よ
り
、
こ
の
日
舞
っ
て
頂
く
能
楽
師
の
大
西
智

久
氏
、
大
西
礼
久
氏
、
今
村
哲
郎
氏
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
大
西
氏
は
親
子
で

重
要
無
形
文
化
財
で
も
あ
ら
れ
、
日
本
で
も
指
折
り
の
能
楽
師
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
披
露
さ
れ
た
曲
目
、
「
高
砂
」
、
「
巴
」
、
「
猩
々
」
に
つ
い
て
も
、
そ

の
内
容
が
詳
し
く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
司
会
が
中
山
堯
之
大
阪
支
部
理
事
㊵
に
移
り
、
秋
田
光
彦
同
窓
会
会
長

㉞
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
昨
年
は
自
然
災
害
が
多
く
大
変
な
年
で
あ
っ
た

が
、
大
学
と
し
て
は
創
立
90
周
年
を
無
事
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
牧
野
キ
ャ
ン
パ

ス
に
は
同
窓
会
が
一
緒
に
な
っ
て
立
派
な
武
道
館
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

な
ど
悦
び
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
年
は
西
医
体
の
主
管
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

同
窓
会
と
し
て
支
援
し
て
い
く
こ
と
へ
の
要
請
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
水

野
孝
子
加
多
乃
会
会
長
㉙
が
ご
挨
拶
に
上
が
ら
れ
、
創
立
90
周
年
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
、
今
本
学
が
素
晴
ら
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、
山
下
理
事
長
に
感
謝

の
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
1
0
5
歳
で
天
寿
を
全
う
さ
れ
た

故
大
原
一
枝

名
誉
会
長
④
を
偲
び
、
そ
の
思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
ご
来
賓
の
ご
挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
ず
山
下
敏
夫
理
事
長
㉞
か
ら
は

昨
年
の
創
立
90
周
年
事
業
に
対
し
て
の
物
心
両
面
の
支
援
に
感
謝
し
て
い
る
と
の

お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
の
計
画
と
し
て
、
牧
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
6
階
建
て

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
学
舎
、
ま
た
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
を
含
み
、
ま
た
留
学
生
あ
る
い
は
患
者
様
ご
家
族
の
宿
泊
施
設
を
も
兼

ね
備
え
た
地
上
1
0
0
m
の
タ
ワ
ー
棟
、
こ
れ
は
枚
方
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
し
た
。
さ
ら
に
、
附
属
病
院
別
館
の
建
設
な
ど
、

そ
し
て
一
方
で
は
、
地
域
医
療
連
携
法
人
の
認
可
が
目
の
前
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
大
学
と
し
て
は
一
歩
一
歩
進
ん
で
お
り
、
立
ち

止
ま
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
今
年
は
1
0
0
周
年
に
向
け
て
の
ス
タ
ー
ト
の
年

で
あ
る
と
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
友
田
幸
一
学
長
㊺
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
昨
年
巷
を
賑
わ
し
た

医
学
部
入
試
不
正
問
題
で
も
本
学
は
全
く
の
汚
点
も
な
く
、
こ
れ
に
よ
り
志
願
者

数
の
増
加
を
期
待
し
、
ま
た
国
試
対
策
と
し
て
、
留
年
生
、
浪
人
生
の
学
力
を
合

格
基
準
ま
で
上
げ
る
こ
と
が
で
き
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
一
方
、
研
究

資
金
の
確
保
の
成
果
が
表
れ
始
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
基
礎
講
座
の
再
編
に
よ

っ
て
も
研
究
面
の
充
実
が
期
待
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

国
際
大
学
院
制
度
を
検
討
し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
、
世

界
に
開
か
れ
た
大
学
で
あ
り
た
い
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
大
学
と
同
窓

会
が
両
輪
と
な
り
1
0
0
周
年
を
迎
え
た
い
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
山
谷
陽
一
郎
大
阪
支
部
監
事
㉚
の
発
声
で
の
乾
杯
と
な
り
、

懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
徐
々
に
お
酒
が
す
す
ん
で
い
く
う
ち
に
、
各
々

が
あ
ち
こ
ち
で
挨
拶
に
回
っ
た
り
話
し
込
ん
だ
り
と
和
気
藹
々
の
雰
囲
気
の
中
、

来
年
の
新
年
会
担
当
と
な
る
京
都
支
部
請
田
修
一
支
部
長
㊾
か
ら
そ
の
案
内
が
あ

り
ま
し
た
。
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そ
し
て
い
よ
い
よ
宴
も
た
け
な
わ
、
関
西
医
大
コ
ー
ル
ク
ラ
イ
ス
に
よ
り

「
糸
」
「
瑠
璃
色
の
地
球
」
が
披
露
さ
れ
、
学
歌
「
の
ぞ
み
」
を
全
員
で
斉
唱
、

そ
し
て
妹
尾
次
郎
大
阪
支
部
副
支
部
長
㊲
か
ら
ご
出
席
頂
い
た
皆
様
へ
の
感
謝
の

言
葉
で
の
閉
会
の
挨
拶
、
最
後
に
全
員
で
集
合
写
真
に
収
ま
り
、
名
残
惜
し
く
も

散
会
と
な
り
ま
し
た
。
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兵　

庫　

支　

部

第
14
回
兵
庫
か
た
の
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
報
告

　

平
成
30
年
11
月
23
日
（
祝
）
、
同
窓

会
兵
庫
支
部
、
姫
路
支
部
で
年
1
回
行

わ
れ
て
い
る
「
兵
庫
か
た
の
会
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
」
が
三
木
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
、
こ
の
勤
労

感
謝
の
日
を
恒
例
と
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
土
曜
日
を
挟
ん
で
の
3
連
休
の

方
も
お
ら
れ
た
の
か
、
参
加
者
が
8
名

と
少
な
く
（
例
年
3
～
4
組
、
12
名
～

16
名
）
、
少
数
精
鋭
（
？
）
の
コ
ン
ペ

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
、
早
朝
は
冷
え
込
ん
で
い
た
た
め
、
色
々
と
着
込
ん
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
の
で
、
身
体
も
動
き
に
く
く
、
ボ
ー
ル
も
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に
と
っ
散
ら
か
っ
て

い
ま
し
た
が
、
日
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
暖
か
さ
も
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
徐
々

に
上
着
を
脱
ぎ
な
が
ら
の
プ
レ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
身
軽
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
決
し
て
球
筋
が
安
定
し
た
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
と
に
か
く
小

春
日
和
を
満
喫
し
、
先
輩
後
輩
入
り
交
じ
り
和
気
藹
々
と
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

成
績
は
、
皆
さ
ん
仕
事
が
お
忙
し
い
の
か
、
グ
ロ
ス
ふ
た
桁
が
一
人
だ
け
と
い

う
結
果
で
し
た
が
、
逆
に
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
ば
か
り
の
方
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

る
コ
ン
ペ
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
な
か
な
か
若
い
人
が
ゴ

ル
フ
を
し
て
く
れ
な
い
と
言
わ
れ
る
昨
今
、
門
戸
を
思
い
っ
切
り
広
げ
て
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
兵
庫
県
に
お
住
い
の
方
は
ぜ
ひ
と
も
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
　

九
州
北
部
支
部
会
の
皆
様
へ

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
梅
雨
が
明
け
る
や
高
温
多
湿
の
不
順
が
続
き
、

熱
中
症
の
搬
送
が
連
日
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
お
身
体
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

さ
て
、
平
成
30
年
7
月
8
日
の
支
部
会
は
、
大
雨
被
害
に
よ
る
交
通
混
乱
の
た

め
急
遽
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。
出
席
予
定
で
あ
っ
た
秋
田
光
彦
同
窓
会
会
長
㉞

は
じ
め
遠
来
か
ら
の
方
々
に
は
ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

近
年
の
日
本
列
島
は 

”忘
れ
な
い
う
ち
に
や
っ
て
く
る
“ 

災
害
続
き
で
、
こ

の
た
び
の
大
阪
地
震
と
西
日
本
豪
雨
で
は
被
害
に
遭
わ
れ
た
同
窓
の
方
々
が
多
数

お
ら
れ
る
こ
と
と
推
察
い
た
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
支
部
会
を
年
内
に
再
度
開
催
す

る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
が
、
お
そ
ら
く
本
部
か
ら
の
来
賓
や
皆
様
の
ご
予
定
が
合

致
す
る
日
程
を
見
つ
け
る
こ
と
は
困
難
と
思
い
、
次
回
は
例
年
通
り
に
2
0
1
9

年
7
月
第
1
日
曜
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

以
上
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
猛
暑
の
中
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
り
ま
す
。

支
部
長　

平
田
哲
郎
（
43
回
生
）

事
務
局　

三
根　

茂
（
43
回
生
）

支
部
だ
よ
り

H30.11.23　三木ゴルフクラブ
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の
日
程
が
内
々
定
の
段
階
で
捕
ま
え
て
お
か
な
い
と
な
か
な
か
参
加
に
至
り
ま
せ

ん
。
（
笑
）

　

さ
て
、
私
の
拙
い
開
会
の
挨
拶
の
後
、
秋
田
会
長
か
ら
関
西
医
科
大
学
と
同
窓

会
の
現
状
を
伺
い
ま
し
た
。
滝
井
に
新
し
く
で
き
た
ホ
ス
ピ
タ
ル
ガ
ー
デ
ン
の
お

話
で
は
、
地
図
と
写
真
と
自
身
の
記
憶
を
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
も
皆
さ
ん
想
像
を

膨
ら
ま
す
の
で
す
が
、
壮
大
す
ぎ
て
今
一
つ
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い
よ
う
で
し
た
。

私
は
5
月
に
訪
問
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
我
々
の
聖
地
と

し
て
、
皆
さ
ん
も
一
度
は
訪
れ
て
頂
き
た
い
名
所
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
関
西
医
科
大
学
が
極
め
て
順
調
に
未
来
に
向
か
っ
て
成
長
し
続

け
て
い
る
と
感
じ
る
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
の

人
生
に
は
何
の
関
係
も
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
、
何
故
か
高
揚
し
ま
す
。
私

が
研
修
医
の
頃
に
伺
っ
て
い
た
暗
い
話
は
、
完
全
に
過
去
の
思
い
出
話
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
秋
田
会
長
か
ら
お
話
を
頂
い
た
後
は
、
例
年
で
す
と
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー

を
開
催
し
て
お
り
、
若
手
の
会
員
に
自
身
の
得
意
分
野
に
つ
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ピ

ー
ル
も
兼
ね
て
？
ご
発
表
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
、
膠
原
病
と
い
う
コ
ア
な

領
域
で
岐
阜
市
民
病
院
と
い
う
地
域
の
基
幹
病
院
で
ご
活
躍
の
藤
岡　

圭
君

に

レ
ク
チ
ャ
ー
を
お
願
い
し
よ
う
と
（
私
が
勝
手
に
）
心
に
秘
め
て
い
た
の
で
す
が
、

あ
い
に
く
彼
も
こ
の
日
に
自
身
の
病
院
の
イ
ベ
ン
ト
で
発
表
が
あ
る
と
か
で
、
今

回
参
加
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
も
自
院
の
患
者
さ
ん
が
何
人
か
彼
の
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。
来
年
は
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
ね
。

　

そ
ん
な
わ
け
で
、
各
自
で
情
報
交
換
を
行
い
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
料
理
が
進
み
、
お
酒
が
少
々
入
っ
た
と
こ
ろ
で
、
毎
回
恒
例
の
会

員
に
よ
る
近
況
報
告
を
お
一
人
ず
つ
頂
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
お
話
は
、

同
窓
の
よ
し
み
も
あ
り
い
つ
も
新
鮮
で
す
。
毎
回
同
じ
お
話
を
聞
く
の
も
何
故
か

新
鮮
で
す
。
そ
ん
な
中
、
皮
膚
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
し
て
頑
張
っ
て
い
る
坂　

義
経
君

が
最
近
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
て
い
る
通
り
、
梅
毒
の
患
者
さ
ん
を
時
々

出
席
者　

柄
川
武
子
㉞　

丹
家
元
陽
㊶　

丹
家
聖
仁　

由
井
雄
一
㊸　
　
　
　
　

大
杉
幸
男
㊼　

楠
瀬
直
孝
㊽　

東　

章
悟
・
石
井
洋
光

東　

章
悟　

記
（
54
回
生
）

　
　

岐　

阜　

支　

部　

平
成
30
年
7
月
21
日
、
今
年
も
同
窓

会
か
ら
秋
田
光
彦
同
窓
会
会
長
㉞
を
お

迎
え
し
、
岐
阜
市
に
あ
り
ま
す
「
た
か

田
八
祥
」
に
て
恒
例
の
岐
阜
支
部
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

岐
阜
支
部
会
は
約
50
名
の
会
員
を
有

し
、
毎
回
15
名
前
後
の
参
加
が
あ
り
ま

す
。
毎
年
5
月
に
枚
方
で
開
催
さ
れ
る

支
部
長
会
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
と
、

会
員
が
集
ま
ら
な
く
て
会
が
成
立
し
な

い
と
い
っ
た
寂
し
い
お
話
を
伺
い
ま
す

が
、
岐
阜
支
部
会
は
毎
回
盛
会
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
お
陰
様
で
私
は
毎
回
大
き
な
顔
を
し
て
報
告
会
に
出
席
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
レ
ギ
ュ
ラ
ー
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
超
久
々
に
参
加
の
芥
子
川
逸
和
氏
㊿
、

そ
し
て
初
参
加
の
石
黒　

聡
氏

、
若
い
と
こ
ろ
で
北
田
善
彦
君

、
早
野　

賢

君

に
ご
参
加
頂
け
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
同
級
生
の
今
村　

寧
君

の
参
加
が

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
彼
は
大
々
的
に
事
業
を
行
っ
て
い
て
大
変
多
忙
な
た
め
、
会

H30.7.21　たか田八祥
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和
歌
山
支
部　

平
成
30
年
7
月
22
日
、
和
歌
山
支
部

会
を
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

梅
雨
明
け
の
暑
さ
厳
し
い
真
夏
日
で

し
た
が
、
5
人
の
会
員
の
出
席
、
同
窓

会
本
部
か
ら
秋
田
光
彦
同
窓
会
会
長
㉞

に
お
越
し
頂
き
ま
し
た
。

　

会
長
か
ら
は
、
毎
年
毎
年
め
ざ
ま
し

い
発
展
を
続
け
る
関
西
医
科
大
学
の
業

績
、
財
務
、
研
究
な
ど
、
滝
井
の
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
の
現
況
、
患
者
様
や
近

隣
の
方
々
に
憩
い
の
場
を
提
供
す
る
ホ

ス
ピ
タ
ル
ガ
ー
デ
ン
、
地
域
に
密
着
し
て
発
展
を
続
け
る
香
里
病
院
、
リ
ハ
ビ
リ

を
中
心
と
し
た
く
ず
は
病
院
、
新
た
に
開
設
さ
れ
た
看
護
学
部
、
90
周
年
記
念
式

典
な
ど
の
お
話
を
う
か
が
い
、
参
加
者
一
同
、
理
事
長
・
学
長
を
は
じ
め
全
職
員

の
ご
活
躍
に
た
だ
感
心
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

　

乾
杯
の
後
、
恒
例
の
食
事
会
と
な
り
ま
し
た
。
5
人
と
少
な
い
出
席
者
で
し
た

が
、
秋
田
会
長
と
と
も
に
昔
を
思
い
出
し
、
学
生
生
活
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
新
米
医

者
の
頃
の
思
い
出
話
に
盛
り
上
が
り
、
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で

し
た
。

　

今
年
も
出
席
さ
れ
た
方
々
に
近
況
報
告
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

金
川
龍
一
㊹　

海
南
市
医
師
会
長
の
任
務
を
終
え
、
5
月
か
ら
和
歌
山
県
眼
科
医

会
の
会
長
を
し
て
い
る
。
開
業
し
て
28
年
が
過
ぎ
た
。
こ
れ
か
ら
も
旅
行
、

畑
仕
事
を
し
な
が
ら
、
医
業
も
頑
張
る
。

見
か
け
る
こ
と
、
ま
た
彼
自
身
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
真
菌
に
つ
い
て
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
お
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
つ
い
つ
い
一
同
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
、

質
問
な
ん
か
も
出
て
し
ま
い
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ミ
ニ
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
ん
な
所
も
先
輩
・
後
輩
だ
け
が
集
う
支
部
会
の
楽
し
い
と
こ
ろ
で

す
。

　

今
年
は
秋
田
会
長
が
ご
多
忙
故
、
当
日
大
阪
に
お
帰
り
に
な
る
と
い
う
強
行
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
の
で
、
皆
で
秋
田
会
長
を
お
見
送
り
し
、
そ
の
ま
ま
流
れ
解

散
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
幾
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
名
残
惜
し
い
立
ち
話
が

周
辺
の
電
柱
を
背
に
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
も
無
事
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。
来
年
も
7
月
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

毎
年
、
同
じ
文
章
を
記
し
て
お
り
ま
す
が
、
岐
阜
の
地
に
あ
っ
て
少
々
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
て
各
診
療
科
に
ま
た
が
っ
た
会
員
が
集
ま

り
ま
す
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
勢
力
に
な
り
ま
す
。
所
属
医
局
と
は
ま
た
違
っ
た
絆

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年
参
加
で
き
な
か
っ
た
会
員
の
皆
さ
ん
、
次
回

初
参
加
の
皆
さ
ん
、
来
年
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
初
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
引
き
続
き
来
年
も
ご

参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
き
っ
と
良
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

出
席
者　

秋
田
光
彦
同
窓
会
会
長
・
小
倉
茂
則
㉞　

三
輪　

是
㊴　
　
　
　
　
　

野
木
森
一
博
㊸　

河
合　

潔
・
横
山
榮
祐
㊻　

奥
野
文
隆
㊼　
　
　
　

芥
子
川
逸
和
㊿　

石
黒　

聡
　

平
岡
哲
也
　

平
岡
実
子
　
　
　

操　

潤
　

今
村　

寧
・
小
島
啓
志
　

熊
田
充
起
　

坂　

義
経

北
田
善
彦
　

早
野　

賢
　

小
島
啓
志　

記
（
62
回
生
）
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こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
大
学
本
部
と
学
舎
の
枚
方
へ
の
新
築
移
転
を
き
っ
か
け

に
起
こ
っ
た
診
療
実
績
の
増
大
と
健
全
財
政
へ
の
改
善
傾
向
は
、
着
実
に
続
い
て

い
る
と
伺
い
ま
し
た
。
大
学
関
係
者
皆
様
の
努
力
と
苦
労
の
成
果
と
思
い
ま
す
。

　

母
校
の
施
設
と
設
備
が
整
い
、
教
育
環
境
が
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
環
境

で
、
未
来
の
関
西
医
科
大
学
を
支
え
る
人
材
を
、
手
塩
に
か
け
て
育
成
し
て
ほ
し

い
で
す
。

　

今
回
の
特
別
講
演
は
、
油
長
酒
造
蔵
主
第
13
代　

山
本
嘉
彦
様
か
ら
「
日
本
清

酒
発
祥
の
地　

奈
良
よ
り
、
次
の
世
代
へ
向
け
て
酒
造
り
」
と
い
う
演
題
で
ご
講

演
頂
き
ま
し
た
。
蔵
主
は
、
平
成
16
年
関
西
大
学
工
学
部
を
卒
業
、
阪
急
百
貨
店

勤
務
の
後
、
平
成
20
年
油
長
酒
造
入
社
、
平
成
27
年
代
表
取
締
役
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

日
本
酒
生
産
量
は
昭
和
52
年
が
ピ
ー
ク
で
、
現
在
の
生
産
量
は
ピ
ー
ク
時
の
3

分
の
1
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
酒
造
元
は
、
濾
過
精
製
技
術
を
応
用
し
て

劣
化
し
に
く
い
酒
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
う
ま
味
が
濾
過
さ
れ
、
ど
の
酒
も
均
一

化
さ
れ
た
同
じ
味
が
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
耐
性
乳
酸
菌
が
濾
過
さ
れ

発
酵
が
中
断
さ
れ
、
味
の
変
化
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
生

酒
は
、
飲
み
終
わ
る
ま
で
日
々
味
が
変

化
し
ま
す
。
生
酒
は
、
舌
の
上
で
転
が

せ
て
、
そ
の
と
ろ
み
と
立
体
感
を
楽
し

み
ま
す
。
生
酒
の
絞
り
た
て
の
味
を
楽

し
み
ま
す
。
油
長
酒
造
先
代
が
造
っ
た

「
風
の
森
」
を
、
13
代
蔵
主
が
そ
の
ク

オ
リ
テ
ィ
を
保
持
し
向
上
さ
せ
、
全
国

版
に
し
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
冷

蔵
技
術
の
進
歩
、
さ
ら
に
工
学
部
で
培

っ
た
科
学
力
と
、
長
年
の
数
々
の
工
夫

大
谷
英
世
㊹　

開
業
し
て
20
年
目
で
あ
る
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
て
16
年
に

な
る
。
あ
と
10
年
は
走
ろ
う
と
思
う
。
だ
か
ら
仕
事
を
10
年
間
頑
張
る
。

髙
田
俊
行
㊽　

平
成
6
年
に
妻
（
内
科
）
と
い
っ
し
ょ
に
開
業
し
て
24
年
目
で
あ

る
。
最
近
、
近
所
の
先
生
方
が
引
退
さ
れ
た
の
で
、
ま
す
ま
す
忙
し
く
な
っ

て
き
た
。
大
阪
で
薬
剤
師
を
し
て
い
る
娘
や
、
医
大
に
通
っ
て
い
る
娘
に
会

い
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
あ
る
。

中
村
昌
弘
　

開
業
を
し
て
17
年
に
な
る
。
娘
が
嫁
に
行
っ
た
の
で
さ
み
し
く
な

っ
た
。
最
近
は
酒
の
量
も
少
し
減
っ
て
き
た
。
ま
だ
ま
だ
仕
事
を
頑
張
る
。

山
口
守
道
　

ま
だ
開
業
し
て
3
年
で
あ
る
。
医
師
会
な
ど
か
ら
の
仕
事
が
次
々

と
回
っ
て
く
る
の
で
、
仕
事
に
追
い
か
け
ら
れ
て
い
る
毎
日
で
あ
る
。
仕
事

を
楽
し
み
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
。

　

来
年
の
支
部
会
は
7
月
21
日
（
日
）
正
午
か
ら
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山

で
開
催
し
ま
す
。
毎
年
少
な
い
参
加
者
で
す
が
、
大
変
楽
し
い
会
で
す
。
来
年
は

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

大
谷
英
世　

記
（
44
回
生
）

　
　

奈　

良　

支　

部

　

平
成
30
年
度
奈
良
支
部
会
は
、
恒
例
の
あ
や
め
館
で
盛
夏
の
最
中
の
7
月
28
日

に
、
秋
田
光
彦
同
窓
会
会
長
を
お
迎
え
し
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
母
校
の
現
況

と
話
題
を
伺
い
ま
し
た
。

　

看
護
学
部
と
大
学
院
が
4
月
に
開
講
さ
れ
、
関
西
医
科
大
学
は
、
医
科
専
科
大

学
か
ら
医
療
系
総
合
大
学
と
な
り
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
よ
り
良
質
の
医
療
サ
ー
ビ

ス
と
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
両
方
が
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
、
し
か
も
迅
速
に
提
供
で
き
る

H30.7.28　あやめ館
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観
で
す
。
学
生
の
学
習
法
も
変
わ
り
、
一
人
で
勉
強
す
る
よ
り
、
数
人
で
集
中
し

て
勉
強
す
る
方
が
効
率
よ
く
勉
強
が
捗
る
よ
う
で
す
。
こ
の
た
め
、
3
〜
4
人
が

集
ま
れ
る
勉
強
部
屋
が
6
部
屋
く
ら
い
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々
が
勉
強
し
た

環
境
と
は
全
く
異
な
る
様
相
で
す
。
国
家
試
験
の
合
格
率
を
上
げ
る
た
め
の
施
設

と
言
え
ま
す
。

　

現
在
、
大
学
病
院
の
経
営
状
態
も
好
調
で
あ
り
、
今
年
、
京
阪
樟
葉
に
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
す
る
新
し
い
病
院
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
詳
細
は
不
明

で
す
が
、
過
去
の
病
院
の
転
売
や
、
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
売
却
を
知
る
我
々
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
見
る
の
は

同
窓
生
と
し
て
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　

柄
川
理
事
の
お
話
の
後
、
記
念
写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
。
も
う
一
度
席
に
戻
り
、

ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
て
会
食
と
な
り
ま
し
た
。
鰹
の
タ
タ
キ
も
含
め
た
刺
身
な
ど
の

会
席
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。
お
酒
は
苦
手
の
女
医
の
方
も
生
ビ
ー
ル
は
進
む
よ

う
で
す
。

　

柄
川
理
事
の
ご
希
望
で
出
席
者
の
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。

　

岩
崎
智
子
氏
（
精
神
科
）
・
玉
木
三
和
子
氏
（
皮
膚
科
）
⑳
は
お
二
人
と
も
現

役
で
ご
活
躍
中
で
す
。
瀬
戸　

匠
氏
（
呼
吸
器
内
科
）
・
近
森
正
昭
氏
（
泌
尿
器

科
）
㊺
、
浜
田
栄
幹
氏
（
耳
鼻
科
）
㊾
、
宮
野
伊
知
郎
氏
（
公
衆
衛
生
学
）

、

吉
岡　

廣
（
循
環
器
内
科
）
㊷
で
す
。

　

今
回
は
出
席
者
が
少
な
く
7
名
で
あ
り
、
柄
川
理
事
を
含
め
て
も
8
名
で
し
た
。

幹
事
の
不
手
際
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

　

翌
日
は
高
知
黒
潮
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
柄
川
理
事
、
瀬
戸
氏
、
私
吉
岡
で
ゴ

ル
フ
を
し
ま
し
た
。
黒
潮
コ
ー
ス
で
ラ
ウ
ン
ド
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
雨
の
予
想

も
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
降
ら
れ
ず
に
気
持
ち
よ
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
。

シ
ン
グ
ル
の
瀬
戸
氏
は
さ
す
が
に
上
手
で
、
飛
距
離
も
よ
く
出
ま
す
。
小
休
止
し

て
昼
食
を
と
り
、
後
半
を
回
り
ま
し
た
が
、
昼
か
ら
は
気
温
も
上
昇
し
暑
い
く
ら

い
で
、
無
事
雨
に
降
ら
れ
ず
に
ラ
ウ
ン
ド
で
き
ま
し
た
。
前
回
、
柄
川
理
事
に
は

と
取
り
組
み
が
、
生
酒
「
風
の
森
」
の
目
標
と
す
る
酒
質
を
実
現
し
ま
し
た
。
当

日
、
支
部
会
員
各
位
に
差
し
上
げ
た
お
み
や
げ
の
「
風
の
森
」
は
お
気
に
召
し
ま

し
た
か
？

出
席
者　

秋
田
光
彦
同
窓
会
会
長
㉞　

小
野　

魏
・
髙
宮
晋
一
㉟　

倉　

一
彦
㊲

砂
川
正
興
㊴　

石
田
雅
俊
・
竹
内
大
志
・
堀
内
忠
樹
㊻　

杉
﨑
俊
照
㊼

山
田
真
未
　

村
上
修
一

杉
﨑
俊
照　

記
（
47
回
生
）

　
　

高　

知　

支　

部

　

平
成
30
年
度
高
知
支
部
会
は
9
月
1
日
（
土
）
高
知
市
の
城
西
館
「
孔
雀
の

間
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
同
窓
会
本
部
に
無
理
を
お
願
い
し
、
軟
式

庭
球
部
の
大
先
輩
で
あ
る
柄
川
武
子
理

事
㉞
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

会
の
始
め
に
、
「
関
西
医
科
大
学

へ
」
の
大
学
案
内
2
0
1
8
の
冊
子
を

配
ら
れ
ま
し
た
。
最
近
の
大
学
の
様
子

に
つ
い
て
、
柄
川
理
事
に
お
話
し
し
て

頂
き
ま
し
た
。
附
属
病
院
お
よ
び
枚
方

学
舎
は
13
階
建
て
の
大
き
な
建
物
で
あ

り
、
緑
の
芝
生
が
美
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス

は
広
く
清
潔
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。
13

階
か
ら
の
眺
望
は
、
奥
に
淀
川
と
そ
の

河
川
敷
も
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
景

H30.9.1　城西館
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今
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
静
岡
県
地
域
枠

で
入
学
し
た
5
名
の
学
生
が
、
静
岡
市

立
静
岡
病
院
で
実
習
す
る
こ
と
が
決
ま

り
、
静
岡
支
部
の
方
々
に
も
学
生
実
習

へ
の
支
援
を
お
願
い
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
参
加
や
新
加
入
会
員
の

お
か
げ
で
参
加
者
17
名
と
盛
会
裏
に
終

わ
っ
た
。

　

支
部
総
会
の
あ
と
、
平
成
30
年
11
月

26
日
よ
り
30
日
の
間
、
5
名
の
一
回
生

の
学
生
が
1
泊
2
日
の
静
岡
市
立
静
岡

病
院
で
の
臨
床
実
習
に
参
加
し
た
。
静

岡
の
土
地
を
知
り
、
な
じ
め
れ
ば
卒
業

後
は
静
岡
県
内
で
勤
務
す
る
こ
と
と
な

る
。
こ
れ
ま
で
の
第
三
内
科
か
ら
静
岡
市
立
静
岡
病
院
へ
の
医
師
出
向
か
ら
、
大

学
と
静
岡
県
地
域
医
療
と
の
関
係
が
一
層
強
化
さ
れ
る
。

出
席
者　

柄
川
武
子
同
窓
会
理
事
㉞　

北
村
佐
千
子
㉙　

宮
地
邦
彦
㉝　
　
　
　

村
上
隼
夫
㉞　

溝
口
明
範
㊵　

日
比
育
夫
・
村
上
泰
秀
㊶　
　
　
　
　

土
田
博
和
㊸　

豊
田
高
彰
㊾　

木
村
貴
彦
　

中
川
明
彦
　
　
　
　

小
柳
津
竜
樹
・
加
藤　

淳
　

星
野
勝
一
　

山
下
哲
史
　
　
　
　

丸
山
修
平
　

佐
野
泰
樹

小
柳
津
竜
樹　

記
（
55
回
生
）

雨
に
よ
り
前
半
3
ホ
ー
ル
目
に
雨
中
パ
ッ
ト
が
で
き
な
い
状
態
で
中
断
し
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
が
、
今
回
リ
ベ
ン
ジ
が
叶
い
ま
し
た
。
こ
の
後
、
J
R
で
神

戸
に
お
帰
り
に
な
る
柄
川
理
事
を
南
国
市
後
免
駅
で
お
見
送
り
し
ま
し
た
。

出
席
者　

柄
川
武
子
同
窓
会
理
事
㉞　

岩
崎
智
子
・
玉
木
三
和
子
⑳　
　
　
　
　

吉
岡　

廣
㊷　

瀬
戸　

匠
・
近
森
正
昭
㊺　

浜
田
栄
幹
㊾　
　
　
　
　

宮
野
伊
知
郎

年
会
費
納
入
者

近
森
万
鎖
子
⑰　

坂
本
サ
チ
子
・
吉
川
田
鶴
惠
⑳　

酒
井
顯
浩
・
和
田
建
夫
㊳

中
田
恵
朗
㊵　

近
森
文
彰
　

近
藤
志
保
（
父
兄
）

　

本
当
に
い
つ
も
年
会
費
を
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
回
の
ご
出
席
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

吉
岡　

廣　

記
（
42
回
生
）

　
　

静　

岡　

支　

部

　

今
回
で
18
回
と
な
る
支
部
総
会
は
、
平
成
30
年
10
月
21
日
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
静

岡
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

会
に
先
立
ち
、
昨
年
叙
勲
を
受
け
ら
れ
た
溝
口
明
範
支
部
長
㊵
を
お
祝
い
し
た
。

精
神
科
医
と
し
て
長
年
の
功
績
を
た
た
え
ら
れ
、
70
歳
で
の
受
章
に
至
る
道
の
り

を
お
話
し
さ
れ
た
。

　

同
窓
会
本
部
か
ら
柄
川
武
子
同
窓
会
理
事
㉞
が
お
見
え
に
な
り
、
大
学
の
現
状

と
来
年
度
の
入
試
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
を
さ
れ
た
。

　

50
年
近
い
年
の
差
も
あ
る
な
か
、
総
勢
一
つ
の
テ
ー
ブ
ル
で
会
食
し
な
が
ら
懐

か
し
い
話
や
近
況
に
つ
い
て
全
員
か
ら
報
告
が
あ
り
、
穏
や
か
に
会
は
進
行
し
た
。
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は
前
回
に
引
き
続
き
秋
田
光
彦
同
窓
会
会
長
㉞
に
ご
出
席
頂
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
秋
田
会
長
か
ら
関
西
医
科
大
学
と
同
窓
会
の
現
状
に
つ
い
て
の
お
話
を

し
て
頂
い
た
後
、
参
加
者
全
員
の
自
己
紹
介
を
卒
業
年
度
順
に
行
い
ま
し
た
。

　

松
阪
市
で
婦
人
科
開
業
を
さ
れ
て
い
る
松
本
郁
子
氏
㊱
（
旧
姓
友
田
）
は
初
参

加
で
し
た
。
他
の
方
に
乾
杯
の
挨
拶
を
お
願
い
す
る
予
定
で
し
た
が
、
そ
の
方
が

欠
席
さ
れ
た
た
め
、
松
本
氏
に
突
然
お
願
い
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
快
く
引
き
受
け

て
頂
き
ま
し
た
。

　

四
日
市
市
の
山
中
胃
腸
科
病
院
の
院
長
で
あ
る
淵
田
則
次
氏
㊽
は
四
日
市
医
師

会
長
を
退
か
れ
た
後
も
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　

三
重
郡
朝
日
町
で
や
ま
し
た
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
さ
れ
て
い
る
山
下
美

代
子
氏

は
2
年
前
に
大
阪
か
ら
三
重
県
に
来
て
小
児
科
開
業
さ
れ
、
今
回
が
初

参
加
で
す
。

　

志
摩
市
で
小
児
科
開
業
さ
れ
て
い
る
関　

志
麻
子
氏

（
旧
姓
池
田
）
は
同
じ

日
の
午
後
に
行
わ
れ
る
研
究
会
に
ど
う
し
て
も
参
加
す
る
必
要
が
あ
り
、
会
の
途

中
で
皆
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
帰
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
な
べ
市
で
整
形
外
科
開
業
さ
れ
て
い
る
渡
邊
治
彦
氏

は
同
級
生
の
関
氏
と

久
し
ぶ
り
の
再
会
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

伊
賀
市
で
内
科
開
業
を
さ
れ
て
い
る
紀
平
久
和
氏

は
こ
の
同
窓
会
の
開
催
に

い
つ
も
協
力
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

四
日
市
羽
津
医
療
セ
ン
タ
ー
で
消
化
器
内
科
勤
務
の
中
川
直
樹
氏

は
容
姿
が

大
学
卒
業
時
と
全
く
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

中
川
氏
と
同
級
生
の
私
は
津
市
で
内
科
開
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

八
尾
隆
治
氏

と

木
一
仁
氏

は
伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院
消
化
器
内

科
に
関
西
医
科
大
学
か
ら
の
寄
付
講
座
で
赴
任
さ
れ
、
伊
賀
地
域
の
消
化
器
診
療

に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
二
人
の
よ
う
に
同
窓
会
の
名
簿
に
は
載
っ

て
い
ま
せ
ん
が
三
重
で
活
躍
し
て
い
る
同
窓
生
に
も
声
を
掛
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

三　

重　

支　

部　

平
成
26
年
以
来
開
催
が
途
絶
え
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
や
っ
と
開
催
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
参
加

人
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
一
人
で
も

多
く
の
同
窓
生
に
参
加
し
て
頂
こ
う
と

考
え
、
会
場
は
前
回
と
同
じ
く
近
鉄
・

J
R
津
駅
に
近
接
し
て
あ
る
ホ
テ
ル
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
津
の
宴
会
場
を
利
用
し

ま
し
た
。
前
回
は
過
去
の
開
催
と
曜

日
・
時
刻
を
変
え
て
土
曜
の
夕
と
し
ま

し
た
が
、
参
加
が
少
な
か
っ
た
た
め
再

び
日
曜
の
昼
に
戻
し
11
月
18
日
11
時
〜

14
時
と
し
ま
し
た
。

　

勤
務
医
療
機
関
等
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
結
果
、
同
窓
会
本
部
か
ら

提
供
さ
れ
た
名
簿
に
は
県
内
在
住
で
な
い
と
思
わ
れ
る
同
窓
生
が
含
ま
れ
て
い
た

た
め
、
そ
の
内
の
66
名
に
対
し
て
支
部
会
の
案
内
状
を
送
り
、
戻
っ
て
き
た
30
通

の
内
10
名
が
出
席
の
返
事
で
し
た
。
も
し
こ
の
記
事
を
読
ま
れ
て
三
重
県
在
住
ま

た
は
勤
務
で
案
内
が
届
い
て
い
な
い
と
い
う
同
窓
生
が
居
ら
れ
た
ら
、
私
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
（
メ
ー
ル nagasaki34@

hotm
ail.com

）
返
信
は
が
き
の

同
窓
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
「
今
回
は
所
用
が
あ
り
参
加
で
き
な
い
が
次
回
は
出

席
し
た
い
」
と
の
声
が
多
く
あ
り
、
支
部
長
と
し
て
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

三
重
支
部
会
当
日
は
11
月
中
旬
に
し
て
は
暖
か
く
、
秋
晴
れ
の
清
々
し
い
同
窓

会
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
前
日
に
残
念
な
が
ら
体
調
不
良
の
た
め
1
名
の
欠
席
連

絡
が
あ
り
、
三
重
支
部
会
の
参
加
者
は
10
名
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
会
本
部
か
ら
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6
月
の
地
震
で
は
、
研
究
室
と
同
窓
会

本
部
に
若
干
の
被
害
が
出
た
そ
う
で
す
。

く
ず
は
病
院
は
リ
ハ
ビ
リ
中
心
の
病
院

で
、
大
学
は
こ
れ
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
に
力

を
入
れ
て
ゆ
く
そ
う
で
す
。
大
学
の
経

営
は
順
調
と
の
こ
と
で
す
。
杉
岡
支
部

長
か
ら
は
、
90
周
年
記
念
事
業
の
報
告

と
、
来
年
1
月
20
日
開
催
予
定
の
大
阪

支
部
担
当
「
同
窓
会
新
年
会
」
の
案
内

が
あ
り
ま
し
た
。

　

井
庭　

理
氏

に
は
今
回
初
め
て
出

席
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
同
じ
く
吉

田
秀
行
氏

は
、
9
月
か
ら
新
規
開
業

（
泉
大
津
市
に
て
「
よ
し
だ
乳
腺
ホ
ー

ム
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
）
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
泉
州
地
域
で
は
乳
腺
の
専
門

医
は
少
な
い
の
で
、
幅
広
い
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
は
整
形
外
科
の
近
隣
の
同
門
会
と
の
共
同
開
催
で
、
出
席
者
が
多
く
集
ま

っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
反
動
か
、
今
年
の
出
席
者
は
少
な
め
で
し
た
。
続
け
る
こ

と
に
も
意
義
が
あ
る
と
考
え
、
来
年
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。
泉
州
地
域
の
皆
様
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
会
員
に
な
ら
れ
た
方
の
情
報
が

あ
れ
ば
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

出
席
者　

秋
田
光
彦
同
窓
会
会
長
㉞　

杉
岡
武
彦
大
阪
支
部
支
部
長
㉜　
　
　
　

中
山
堯
之
㊵　

四
方
伸
明
・
山
本
起
義
㊻　

野
村
昌
作
㊾　
　
　
　
　

浦
川
信
司
　

吉
本
佳
子
　

井
庭　

理
・
吉
田
秀
行

浦
川
信
司　

記
（
51
回
生
）

　

自
己
紹
介
の
後
、
汗
を
流
し
た
所
属
ク
ラ
ブ
の
こ
と
、
同
窓
生
同
士
の
意
外
な

繋
が
り
、
三
重
県
で
の
生
活
な
ど
の
話
で
盛
り
上
が
り
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
時

間
が
流
れ
、
3
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
2
年
後
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
三
重
支
部
会
は
毎
回
、
堅
苦
し

さ
は
微
塵
も
な
い
楽
し
い
会
で
す
の
で
、
若
い
方
も
年
齢
差
な
ど
気
に
な
さ
ら
ず

に
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

出
席
者　

秋
田
光
彦
同
窓
会
会
長
㉞　

松
本
郁
子
㊱　

淵
田
則
次
㊽　
　
　
　
　

山
下
美
代
子
　

関　

志
麻
子
・
渡
邊
治
彦
　

紀
平
久
和
　
　
　

中
川
直
樹
・
長
﨑　

裕
　

八
尾
隆
治
　

木
一
仁

長
﨑　

裕　

記
（
60
回
生
）

　
　

大　

阪　

支　

部

泉
州
ブ
ロ
ッ
ク
会

　

平
成
30
年
度
大
阪
支
部
泉
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
は
、
猛
暑
の
中
8
月
5
日
（
日
）
に

岸
和
田
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
16
年
に
第
1
回
が
開
催
さ

れ
て
か
ら
、
今
回
で
15
回
目
に
な
り
ま
す
。
同
窓
会
本
部
か
ら
は
秋
田
光
彦
同
窓

会
会
長
㉞
に
、
大
阪
支
部
か
ら
は
杉
岡
武
彦
支
部
長
㉜
に
出
席
し
て
頂
き
ま
し
た
。

資
料
と
し
て
、
本
部
か
ら
送
っ
て
頂
い
た
「
大
学
案
内
2
0
1
8
」
と
「
専
門
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0
1
9
」
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

秋
田
会
長
か
ら
は
、
立
て
続
け
に
発
生
し
た
災
害
の
被
害
に
つ
い
て
と
90
周
年

記
念
事
業
に
つ
い
て
、
そ
し
て
、
関
西
医
大
く
ず
は
病
院
の
開
院
に
つ
い
て
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
同
窓
生
の
災
害
被
害
の
状
況
は
、
豪
雨
に
つ
い
て
は
範
囲
が
広

く
完
全
に
は
把
握
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
少
な
そ
う
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
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あ
り
楽
し
い
一
夜
と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者　

友
田
幸
一
関
西
医
科
大
学
学
長
㊺　

南　

克
昌
同
窓
会
副
会
長
㊳　
　

杉
岡
武
彦
大
阪
支
部
支
部
長
㉜　

渡
邉
幸
子
㉖　

谷
野
桂
子
㉜　
　
　

笠
原　

勝
㊲　

南　

芙
美
子
㊳　

川
西
克
幸
㊸　

坂
口
道
倫
㊻　
　
　

横
井
葉
子
㊽　

谷
浦
武
仁
㊾　

木
佐
貫
裕
乃
　

山
本　

透
　
　
　

河
合
修
三
　

金
子
明
弘
・
中
島　

哲
　

北
村
浩
之
・
田
村
和
子
・

前
川　

徹
　

辻
井
健
一
　

谷
野
祐
介
・
橋
谷　

実
　
　
　
　
　

山
下
泰
史
・
吉
川　

清

川
西
克
幸　

記
（
43
回
生
）

市
内
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
会

　

大
阪
支
部
市
内
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
が
平
成
30
年
10
月
27
日
午
後
6
時
よ
り
ヒ
ル

ト
ン
プ
ラ
ザ
・
イ
ー
ス
ト
7
階
「
大
阪
聘
珍
樓
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
は
2
回
目
の
開
催
で
す
が
、
本
会
の
前
身
は
南　

克

昌
氏
㊳
の
お
声
か
け
に
よ
り
平
成
20
年
に
立
ち
上
が
っ
た
西
成
区
同
窓
親
睦
会
で
、

22
年
か
ら
住
之
江
区
、
27
年
か
ら
住
吉
区
も
加
わ
っ
た
合
同
班
会
と
な
り
、
そ
し

て
昨
年
度
か
ら
は
市
内
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
へ
と
発
展
し
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
大
学
か
ら
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
杉
浦
哲
朗
病
院
長
㊹
、
杉
岡
武
彦

大
阪
支
部
支
部
長
㉜
に
も
ご
出
席
頂
き
、
今
回
が
初
参
加
の
方
々
も
含
め
総
勢
で

31
名
と
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
会
の
始
め
に
開
会
の
挨
拶
と
し
て
、
三
谷
武
生
ブ
ロ
ッ
ク
長
㊽
か
ら
主
催

者
を
代
表
し
本
会
の
誕
生
経
過
を
、
そ
し
て
ま
た
支
部
理
事
の
立
場
か
ら
も
、
ブ

ロ
ッ
ク
会
と
し
て
活
動
し
て
い
く
意
義
・
重
要
性
、
更
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
班
内
で

の
親
睦
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　

次
に
杉
岡
支
部
長
が
同
窓
会
・
各
支
部
の
構
成
・
大
阪
支
部
の
活
動
状
態
を
中

豊
能
ブ
ロ
ッ
ク
会

　

平
成
18
年
か
ら
吹
田
市
内
の
関
西
医
大
同
窓
生
が
集
ま
る
懇
談
会
を
毎
年
続
け

て
い
ま
す
が
、
今
年
か
ら
は
豊
能
ブ
ロ
ッ
ク
（
豊
中
・
池
田
・
箕
面
・
吹
田
）
す

べ
て
の
同
窓
生
に
呼
び
か
け
、
平
成
30
年
10
月
20
日
（
土
）
千
里
阪
急
ホ
テ
ル
2

階
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
テ
ラ
ス
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
い
て
友
田
幸
一
関
西
医
科
大
学
学
長
㊺
に
参
加
し
て
頂
い
て
、
さ
ら

に
躍
進
し
て
い
る
母
校
の
状
況
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
参
加
者
一
同
、
母
校
の

現
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
心
強
く
思
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
南　

克
昌
同
窓
会
副
会

長
㊳
と
杉
岡
武
彦
大
阪
支
部
支
部
長
㉜
か
ら

も
関
西
医
科
大
学
同
窓
会
の
活
動
に
つ
い
て

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
同
窓
生
が
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
会
の
大
き
な
目
的
で
は
あ
り

ま
す
が
、
母
校
を
更
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の

援
助
を
続
け
る
こ
と
も
大
事
な
こ
と
で
あ
る

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
自
己
紹
介
、

現
況
報
告
を
順
次
行
い
、
各
人
の
現
況
を
報

告
し
て
も
ら
っ
て
、
楽
し
い
会
話
が
続
き
ま

し
た
。
北
大
阪
に
あ
る
豊
中
、
池
田
、
箕
面
、

吹
田
は
生
活
圏
と
し
て
共
通
し
た
と
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
近
隣
医
師
会
の
状
況
は
意

外
と
知
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
初
め
て
の
出

会
い
も
あ
れ
ば
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
も
あ
り
、

楽
し
い
会
話
が
続
き
ま
し
た
。
話
は
尽
き
る

こ
と
な
く
、
2
次
会
に
も
多
く
の
参
加
者
が
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ぼ
け
堂
の
店
前
の
甘
い
香
り
、
容
態
が
安
定
す
る
ま
で
1
週
間
を
超
え
る
泊
ま
り

込
み
、
回
診
で
階
段
を
走
っ
て
上
る
教
授
を
追
い
か
け
た
、
夜
中
の
連
絡
通
路
で

の
ス
チ
ー
ム
音
が
怖
か
っ
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
が
あ
っ
た
当
時
の
話
等
、
は
た

ま
た
「
関
西
医
科
大
学
の
合
否
判
定
に
は
全
く
問
題
な
く
心
配
な
い
」
ま
で
飛
び

出
し
ま
し
た
。
3
時
間
を
超
え
よ
う
か
と
い
う
宴
も
、
締
め
と
し
て
西
成
区
医
師

会
長
の
山
本
時
彦
氏
㊾
に
ご
挨
拶
頂
き
、
進
行
役
の
『
ま
た
来
年
も
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
』
と
の
一
声
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
こ
れ
ま
で
で
最
多
と
な
る
31
名
と
多
数
の
方
々
に
集
ま
っ
て
頂
き
、

今
は
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
ガ
ー
デ
ン
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
懐
か

し
い
滝
井
の
雰
囲
気
に
満
た
さ
れ
た
会
場
で
病
院
長
を
は
じ
め
諸
先
輩
方
と
楽
し

い
時
間
を
共
有
で
き
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
次
年
度
は
再
び
幹
事
を
住
之

江
区
の
西
川
睦
彦
班
長

に
お
願
い
し
、
平
野
区
の
方
々
に
も
是
非
出
席
し
て
頂

け
る
様
に
企
画
し
て
も
ら
い
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
大
阪
支
部
よ
り
頂
い
た
開
催
補
助
費
に
よ
り
ブ
ロ
ッ
ク

会
が
華
や
か
に
且
つ
不
足
な
く
行
え
た
こ
と
に
、
参
加
者
を
代
表
し
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

出
席
者　

杉
浦
哲
朗
関
西
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
長
㊹　
　
　
　
　

南　

克
昌
同
窓
会
副
会
長
㊳　

杉
岡
武
彦
大
阪
支
部
支
部
長
㉜　
　
　

大
内
安
佐
子
・
南
芙
美
子
㊳　

田
中
一
穂
㊸　

友
田
隆
子
・　
　
　
　

森
本
清
一
㊺　

佐
々
本
ひ
と
み
・
田
中
典
子
・
中
嶋
基
麿
・　
　
　
　

三
谷
武
生
㊽　

山
本
時
彦
・
山
本
真
理
子
㊾　

足
立
京
子
・　
　
　
　

榊　

徳
子
・
隅
本　

勉
　

西
川
睦
彦
　

大
澤
昭
朗
　
　
　
　
　

権
藤　

純
・
橋
本
洋
子
　

足
立
和
己
　

前　

暢
子
　
　
　
　
　

川
﨑　

寛
　

宇
佐
美
健
治
・
玉
井　

徹
　

中
野
雅
貴
　
　
　
　

仁
木　

稔
・
三
間
由
美
子
　

髙
畑　

暁
　

加
納
真
孝

玉
井　

徹　

記
（
60
回
生
）

心
に
説
明
さ
れ
、
大
学
の
現
況
と
し
て
は
看
護
学
部
開
部
・
牧
野
講
堂
完
成
を
紹

介
し
、
今
後
の
構
想
と
し
て
タ
ワ
ー
棟
建
設
・
医
療
系
学
部
新
設
に
つ
い
て
も
触

れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
杉
浦
病
院
長
に
は
『
臨
床
検
査
判
読
の
ポ
イ
ン
ト
』
と
い
う
演
題
で
ご

講
演
頂
き
ま
し
た
。
内
容
は
心
電
図
の
原
理
・
計
測
法
に
始
ま
り
、
S
T
上
昇
・

低
下
の
機
序
、
そ
し
て
B
N
P
上
昇
を
来
し
た
症
例
に
お
け
る
病
態
の
考
え
方
に

つ
い
て
の
解
説
、
最
後
に
ホ
ス
ピ
タ
ル
ガ
ー
デ
ン
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
、
是
非

と
も
一
度
は
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
と
し
て
講
演
を
終
わ
ら
れ
ま
し
た
（
尚
、

患
者
紹
介
の
際
は
情
報
提
供
書
の
紹
介
先
欄

に
関
西
医
科
大
学
だ
け
で
は
な
く
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
ま
で
記
載
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
）
。

　

記
念
写
真
に
参
加
者
全
員
で
仲
良
く
収
ま

り
、
南
副
会
長
の
乾
杯
の
ご
発
声
に
て
ス
パ

ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
を
飲
み
干
し
、
食
事
が

和
や
か
に
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
フ
カ

ヒ
レ
・
活
鮑
・
牛
舌
・
北
京
ダ
ッ
ク
を
中
心

と
し
た
、
さ
す
が
は
聘
珍
樓
と
い
っ
た
豪
華

な
料
理
の
数
々
が
並
び
ま
し
た
。
美
味
な
料

理
に
加
え
、
お
持
ち
頂
い
た
ワ
イ
ン
、
さ
ら

に
紹
興
酒
も
手
伝
い
会
が
賑
や
か
と
な
っ
た

頃
に
、
恒
例
の
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
の
始
ま

り
で
す
。
本
年
は
『
滝
井
の
思
い
出
』
を
お

題
と
し
て
ス
ピ
ー
チ
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

数
え
切
れ
な
い
試
験
を
受
け
た
旧
臨
床
講
堂

に
始
ま
り
、
鳥
忠
の
さ
さ
み
か
つ
定
食
は
最

高
だ
っ
た
、
う
め
が
や
の
カ
レ
ー
う
ど
ん
は

外
せ
な
い
、
で
ん
の
出
前
が
懐
か
し
い
、
ね
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中
野
佳
世
・
八
木
圭
子
㊽
、
泉
谷
敦
子

、
藤
田
聖
子

各
氏
に
よ
る
、
感
動
的

な
音
楽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
て
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
中
野
厚
夫
堺
ブ
ロ
ッ
ク
長
㊴
の
閉
会
の
ご
挨
拶
に
よ
り
お
開
き
に
な

り
ま
し
た
。

　

幹
事
の
私
が
言
う
の
も
お
こ
が
ま
し
い
の
で
す
が
、
参
加
し
て
頂
い
た
方
々
の

お
陰
で
、
堺
ブ
ロ
ッ
ク
会
は
年
々
楽
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
来
年
も
是
非

開
催
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
堺
市
の
同
窓
生
の
方
で
、
連
絡
を
送
れ
て
い

な
い
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
も
し
参
加
し
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス katsum

i@
m

ori-jibika.jp

（
森　

克
己
）

ま
で
、
ご
連
絡
頂
け
た
ら
と
存
じ
ま
す
。

出
席
者　

髙
橋
京
子
⑲　

飯
田
瑛
子
・
民
野
和
子
㉕　

松
山
文
夫
㉘　
　
　
　
　

中
野
厚
夫
㊴　

泉
谷
陽
子
・
小
田　

真
・
北
庄
司
浩
三
・
西
川
正
治
㊺

中
野
佳
世
・
八
木
圭
子
㊽　

泉
谷
敦
子
　

米
田
元
胤
・
森　

克
己

遠
藤
さ
ゆ
り
・
藤
田
聖
子

森　

克
己　

記
（
59
回
生
）

中
河
内
ブ
ロ
ッ
ク
会

　

第
2
回
関
西
医
科
大
学
同
窓
会
大
阪
支
部
中
河
内
ブ
ロ
ッ
ク
会
（
布
施
・
枚

岡
・
河
内
・
八
尾
市
・
柏
原
市
）
が
、
平
成
30
年
11
月
17
日
（
土
）
午
後
6
時
か

ら
午
後
8
時
30
分
ま
で
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
（
上
六
）
四
川
（
3
Ｆ
）
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
河
内
ブ
ロ
ッ
ク
長
で
あ
る
松
山
浩
吉
㊾
の
司
会
で
始
ま
り
、
ま
ず
笹　

英
彦

枚
岡
班
長
㊻
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
楽
し
い
ブ
ロ
ッ
ク
会
に
し
た
い
と
の
開
会
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

堺
ブ
ロ
ッ
ク
会

　

平
成
30
年
11
月
17
日
ホ
テ
ル
ア
ゴ
ー
ラ
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
堺
に
て
、
堺
市
内
で

開
業
、
勤
務
、
在
住
の
同
窓
生
の
集
ま
り
を
開
き
ま
し
た
。
今
回
は
同
窓
会
名
簿

か
ら
76
人
の
同
窓
生
に
案
内
し
、
48
名
の
方
か
ら
返
信
を
頂
き
、
16
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
学
術
講
演
と
し
て
、
泉
谷
陽
子
氏
㊺
司
会
の
も
と
、
45
回
生
の
小
田　

真
氏
か
ら
「
堺
市
地
域
包
括
ケ
ア
の
中
の
医
療
」
に
つ
い
て
の
ご
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
私

た
ち
が
住
み
慣
れ
た
わ
が
家
で
人
生
の
最

期
ま
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
、
み
ん

な
で
生
活
を
支
え
て
い
こ
う
と
い
う
仕
組

み
で
、
そ
れ
は
、
行
政
、
医
療
・
介
護
関

係
者
、
市
民
の
3
者
が
協
力
し
て
作
り
上

げ
る
も
の
と
の
こ
と
で
、
こ
の
3
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
互
い

に
連
携
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
と
の
こ
と
で
し
た
。
小
田
氏
は
、
堺

市
医
師
会
理
事
と
し
て
こ
の
テ
ー
マ
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
、
多
職
種
連
携
モ
デ
ル

の
構
築
な
ど
、
色
々
な
活
動
を
精
力
的
に

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
頂
き
、
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
松
山
文
夫
氏
㉘
の
ご
挨
拶
、

乾
杯
の
ご
発
声
の
あ
と
懇
談
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
方
々
か
ら

の
近
況
報
告
、
そ
し
て
今
回
は
泉
谷
陽
子
、
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年
は
45
年
ぶ
り
に
関
西
医
大
が
単
独
で
西
医
体
の
主
管
校
に
な
り
ま
す
の
で
、
皆

様
ぜ
ひ
ク
ラ
ブ
の
後
輩
た
ち
の
た
め
に
も
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
同
じ
く
来
賓
の
杉
岡
武
彦
大
阪
支
部
支
部
長
㉜
か
ら
は
、
大
学
は
創
立

90
周
年
で
す
が
、
同
窓
会
は
昭
和
8
年
に
大
阪
女
子
高
等
医
学
専
門
学
校
の
第
1

回
卒
業
生
に
よ
っ
て
発
足
し
、
当
時
は
校
友
会
と
い
わ
れ
学
長
が
会
長
を
兼
ね
、

同
窓
会
は
大
学
の
発
展
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
36
年
に
同
窓
会

機
構
が
大
学
よ
り
独
立
し
、
初
め
て
卒
業
生
の
川
那
部
喜
美
子
先
生
が
同
窓
会
会

長
に
就
任
さ
れ
て
以
来
現
在
に
至
る
ま
で
、
主
と
し
て
同
窓
会
会
員
の
親
睦
の
た

め
に
活
動
し
、
今
年
85
周
年
を
迎
え
ま
す
と
の
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
ブ
ロ
ッ
ク
会
の
会
議
に
入
り
、
議
案
と
し
て
⑴
活
動
報
告
、
⑵
会
計
報

告
、
⑶
中
河
内
ブ
ロ
ッ
ク
会
の
発
展
促
進
、
⑷
次
回
は
平
成
31
年
11
月
に
シ
ェ
ラ

ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
「
四
川
」
午
後
6
時
、
以
上
で
会
議
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
宴
席
の
部
で
は
、
南　

克
昌
同
窓
会
副
会
長
㊳
よ
り
会
員
相
互
の
親

睦
が
一
番
大
切
で
す
と
の
お
言
葉
を
頂
き
開
宴
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
参
加
者
全
員
の
自
己
紹
介
と
な
り
、
久
し
ぶ
り
の
同
窓
生
と
楽
し
く
宴

も
盛
り
上
が
り
、
話
も
尽
き
な
い
な
か
、
四
方
伸
明
加
多
乃
会
副
会
長
・
大
阪
支

部
理
事
㊻
の
閉
会
の
辞
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者　

友
田
幸
一
関
西
医
科
大
学
学
長
㊺　

秋
田
光
彦
同
窓
会
会
長
㉞　
　
　

南　

克
昌
同
窓
会
副
会
長
㊳　

杉
岡
武
彦
大
阪
支
部
支
部
長
㉜　
　
　

米
田
桂
子
㉛　

塚
本
宗
之
㊳　

樋
口　

拓
㊸　

笹　

英
彦
・　
　
　
　

四
方
伸
明
㊻　

喜
馬
通
博
・
東
野
博
彦
・
三
笘
藤
吉
郎
・
山
本
幸
良
㊼

松
山
浩
吉
㊾　

駒
田
尚
直
㊿　

小
路
徹
二
・
髙
屋
淳
二
・
山
中
英
治

貴
島
弘
樹
　

貴
島
和
久
　

堀
木　

聡
　

永
田
基
樹
　
　
　
　

吉
永
和
仁
　

河
村
晃
弘
　

地
崎
竜
介
　松

山
浩
吉　

記
（
49
回
生
）

　

来
賓
の
友
田
幸
一
関
西
医
科
大
学
学
長
㊺
よ
り
お
言
葉
を
頂
戴
し
、
ま
ず
7
月

1
日
に
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
関
西
医
科
大
学
創
立
90
周
年

記
念
式
典
・
記
念
祝
賀
会
へ
の
多
数
の
ご
参
加
に
対
し
て
お
礼
を
述
べ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
4
月
の
4
年
制
看
護
学
部
開
設
、
5
月
の
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
、
牧
野
武
道
館
、
弓
道
場
な
ど
計
画
し
て
い
た
事
業
活
動
が
完
遂
し
、

3
年
後
に
は
国
際
化
の
た
め
に
留
学
生
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
患
者
さ
ん

の
ご
家
族
の
た
め
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
イ
ン
、
こ
れ
は
1
0
0
ｍ
の
タ
ワ
ー
で
あ
り
、

枚
方
で
一
番
高
い
建
物
と
な
る
予
定
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
牧
野
校
舎
を
6

階
建
て
に
建
て
直
し
、
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
を
新

設
し
、
4
年
制
1
学
年
1
0
0
名
程
度
の
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
を
育
成
し

よ
う
と
計
画
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
現
在
大
学
は
、
毎
年
1
6
0
億
円
の
黒

字
を
計
上
し
、
約
1
5
0
億
円
の
貯
蓄
が
出
来
て
い
ま
す
が
、
あ
と
数
年
後
に
は

3
0
0
億
円
の
蓄
え
ま
で
頑
張
り
、
少
々
の
こ
と
が
起
こ
っ
て
も
関
西
医
科
大
学

が
持
ち
こ
た
え
る
よ
う
に
し
た
く
、
90
周
年
を
機
に
こ
れ
か
ら
の
1
0
0
周
年
を

目
指
し
て
さ
ら
に
邁
進
し
た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
大
学
の
経
営
状
態
は
よ
く
、

大
学
の
収
入
の
70
％
は
病
院
の
収
入
で

あ
り
ま
す
が
、
何
か
起
こ
っ
た
時
に
は

や
は
り
同
窓
生
の
助
け
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
と
の
お
言
葉
で
挨
拶
を

結
ば
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
来
賓
の
秋
田
光
彦
同
窓
会

会
長
㉞
よ
り
、
大
原
一
枝
名
誉
教
授
④

が
お
亡
く
な
り
に
な
り
、
大
学
に
と
っ

て
は
非
常
に
大
き
な
損
失
で
す
が
、
ぜ

ひ
レ
リ
ー
フ
像
を
牧
野
の
武
道
館
で
ご

覧
頂
け
れ
ば
と
述
べ
ら
れ
、
ま
た
、
来

H30.11.17　シェラトン都ホテル大阪
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総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
現
況
に
つ
い
て
も
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
中
山
堯
之
理
事
㊵
の
進
行
で
の
懇
親
会
で
す
。
妹
尾
次
郎
副
支
部
長
㊲

の
開
会
の
挨
拶
、
つ
い
で
山
谷
陽
一
郎
監
事
㉚
の
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
り
と
な
り

ま
し
た
。
杯
が
進
む
に
従
い
各
々
饒
舌
に
も
な
り
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
、
各
班
の
情
報

交
換
、
意
見
交
換
は
も
ち
ろ
ん
昔
話
に
も
花
が
咲
き
、
宴
も
た
け
な
わ
、
谷
野
桂

子
副
支
部
長
㉜
の
閉
会
の
挨
拶
で
名
残
惜
し
く
も
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
新
元
号
元
年
11
月
16
日
（
土
）
の
開
催
予
定
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
多
く
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
班
長
の
方
々
に
気
楽
に
多
数
ご
参
集
頂
け
れ
ば

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
会
、
班
会
の
開
催
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
も
含
め
、
い

ろ
い
ろ
な
情
報
を
収
集
し
て
も
ら
え
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
班
長
の
交
代
な
ど
で
あ
ま
り
周
知
さ
れ

て
い
な
い
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
の
で
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
あ
ら
た
め
て
ブ

ロ
ッ
ク
会
、
班
会
に
対
す
る
開
催
助
成
と
し
て
の
補
助
金
支
給
に
つ
い
て
お
伝
え

さ
せ
て
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。
平
成
17
年
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
さ
れ
た
場
合
に
、

各
々
に
年
1
回
、
開
催
助
成
の
補
助
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

10
名
以
上
20
名
未
満
参
加
の
開
催
に
は
3
万
円
、
20
名
以
上
の
開
催
に
は
5
万
円

が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

出
席
者　

杉
浦
哲
朗
関
西
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
長
㊹　
　
　
　
　

四
方
伸
明
加
多
乃
会
副
会
長
㊻　

杉
岡
武
彦
大
阪
支
部
支
部
長
㉜　
　

山
谷
陽
一
郎
㉚　

米
田
桂
子
㉛　

谷
野
桂
子
㉜　

妹
尾
次
郎
㊲　
　
　

中
山
堯
之
㊵　

井
口
和
彦
㊶　

立
岩
二
朗
㊶（
枚
方
）　
　
　
　
　
　

川
西
克
幸
㊸（
吹
田
）
木
野　

稔
・
守
上
賢
策
㊺　

引
間
正
彦
㊻　
　

三
谷
武
生
㊽（
市
内
南
部
）
松
山
浩
吉
㊾（
中
河
内
）　
　
　
　
　
　

菅
尾
光
子
㊾（
南
）
浦
川
信
司
（
泉
州
）
吉
本
佳
子
（
泉
大
津
）

井
上　

剛
（
旭
）
前
田
成
美
（
門
真
）
吉
村
美
樹
（
鶴
見
）　

藤
井
弘
史
　

森　

克
己
（
堺
）
玉
井　

徹
（
住
ノ
江
）

三
谷
武
生　

記
（
48
回
生
）

平
成
30
年
同
窓
会
大
阪
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
班
長
会

　

平
成
30
年
11
月
10
日
（
土
）
、
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
に
お
い
て
、
25
名
の
参
加
を

も
っ
て
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
班
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
井
弘
史
理
事

の
司
会
進
行
で
開
会
と
な
り
、
ま
ず
杉
岡
武
彦
大
阪
支
部
支

部
長
㉜
の
挨
拶
で
は
、
支
部
の
現
況
の
報
告
、
つ
い
で
大
学
の
創
立
90
周
年
記
念

式
典
お
よ
び
事
業
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
年
始
の
１
月
20
日
、

同
窓
会
新
年
会
は
大
阪
支
部
の
担
当
に
な
る
の
で

参
加
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
の
話
で
し
た
。

　

次
に
四
方
伸
明
加
多
乃
会
副
会
長
㊻
よ
り
、
同

窓
会
寄
付
で
建
て
直
さ
れ
た
牧
野
講
堂
に
つ
い
て

の
お
話
を
中
心
に
大
学
関
連
の
お
話
を
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
出
席
者
の
自
己
紹
介
お
よ
び
各
ブ

ロ
ッ
ク
、
各
班
の
報
告
な
ど
を
順
次
行
い
、
会
議

を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
部
に
移
り
進
行
を
三
谷
武
生
㊽
に
交
代

し
、
ま
ず
今
年
の
講
師
を
ご
略
歴
も
含
め
ご
紹
介

い
た
し
ま
し
た
。
講
師
は
関
西
医
科
大
学
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
杉
浦
哲
朗
病
院
長
㊹
で
、
高
知
大
学

医
学
部
医
学
部
長
か
ら
20
年
ぶ
り
に
本
学
に
戻
ら

れ
現
職
に
就
か
れ
て
お
り
ま
す
。
30
年
の
支
部
会

報
紙
面
で
も
ご
挨
拶
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
日

の
演
題
は
”日

本
の
医
学
教
育
“
を
テ
ー
マ
に
お

話
し
頂
き
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
医
師
国
家
試
験

を
廃
止
し
て
い
く
方
向
性
も
示
さ
れ
、
今
後
の
医

学
教
育
を
い
か
に
充
実
し
て
い
く
か
と
い
う
大
変

興
味
深
い
内
容
を
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

H30.11.10　帝国ホテル大阪
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翌
日
は
小
型
バ
ス
で
飛
鳥
へ
。
見
る
の
は
大
き
な
石
造
物
2
、
3
ヶ
や
地
面
に

敷
か
れ
た
方
形
の
石
な
ど
。
ガ
イ
ド
さ
ん
い
わ
く
、
実
際
に
は
無
い
も
の
を
想
像

力
で
補
う
と
こ
ろ
に
ロ
マ
ン
が
あ
る
の
で
す
と
。
な
る
ほ
ど
、
う
ま
い
こ
と
言
う

な
ぁ
！　

蘇
我
馬
子
の
邸
宅
が
あ
の
あ
た
り
に
と
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
か
な
た
の

森
の
前
に
、
壮
麗
な
館
が
浮
か
ん
で
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
の
が
不
思
議
で
し
た
。

　

昼
は
「
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
・
ド
・
ぷ
れ
ざ
ん
す
桜
井
」
で
結
構
な
フ
レ
ン
チ
の
コ

ー
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
時
間
を
取
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
史

跡
め
ぐ
り
は
端
折
り
に
端
折
っ
て
、
4
時
奈
良
駅
着
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
は
ま
た
10
月
、
天
橋
立
、
谷
野
さ
ん
の
お
世
話
で
す
。
同
級
生
の
皆
様
、

ぜ
ひ
が
ん
ば
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
ね
。

出
席
者　

鷺
岡
、
杉
岡
、
田
口
、
竹
中
、
谷
野
、
辻
本
、
東
、
三
宅
、
宮
代　

明
、

宮
代
汎
子

（
田
口
扶
紀　

記
）

　
　

34　

回　

生

　

平
成
30
年
の
34
回
生
ク
ラ
ス
会
は
、
宮
崎
市
の
シ
ェ
ラ
ト
ン
・
グ
ラ
ン
デ
・
オ

ー
シ
ャ
ン
ホ
テ
ル
で
平
成
30
年
9
月
16
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
隔
年
ご
と
に
、

近
畿
地
方
以
外
で
行
う
と
い
う
規
約
が
あ
っ
て
、
今
年
は
当
地
で
開
催
の
運
び
と

な
っ
た
次
第
で
す
。

　

例
年
こ
の
週
間
は
台
風
襲
来
や
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
好
天
に
め
ぐ
ま
れ
、
秋
日
和
よ
り
む
し
ろ
残
暑

厳
し
い
行
楽
日
和
で
、
懸
念
の
一
難
が
去
っ
て
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
ク
ラ
ス
会
当

日
で
、
前
年
、
大
見
栄
を
切
っ
て
引
き
受
け
た
幹
事
の
面
目
が
た
ち
ま
し
た
。
又

　
　

サ
ン
キ
ュ
ー
会
（
32
回
生
）

　

今
年
の
39
会
は
平
成
30
年
10
月
13
日
、

14
日
、
奈
良
で
開
催
し
ま
し
た
。
私
た

ち
昭
和
39
年
卒
の
卒
業
生
は
40
名
で
し

た
が
、
連
絡
の
取
れ
る
方
が
20
名
余
り

と
な
り
、
今
回
の
参
加
者
は
10
名
で
し

た
。
会
員
10
名
に
東
氏
の
奥
様
と
お
嬢

様
が
加
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、
12
名
が

J
R
奈
良
駅
隣
接
の
ホ
テ
ル
日
航
奈
良

に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

6
時
半
か
ら
会
席
形
式
の
中
華
料
理

を
前
に
、
同
級
生
の
気
安
さ
で
あ
れ
こ

れ
話
が
弾
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
10
名
の
う
ち
、
鷺
岡
、
杉
岡
、
谷
野
、
辻
本
、
東
各
氏
、
及
び
宮
代
ご

夫
妻
は
、
勤
務
時
間
の
多
い
少
な
い
は
あ
れ
、
皆
現
役
で
働
い
て
い
ま
す
。
一
番

年
長
の
鹿
児
島
の
東
氏
に
い
た
っ
て
は
、
自
宅
で
フ
ル
タ
イ
ム
の
他
、
校
医
や
い

く
つ
も
の
施
設
の
嘱
託
医
な
ど
を
こ
な
し
、
お
ま
け
に
趣
味
の
ゴ
ル
フ
と
な
れ
ば
、

遠
路
も
い
と
わ
ず
ご
参
加
と
か
。
ほ
と
ほ
と
感
心
い
た
し
ま
し
た
。

　

話
し
た
り
な
い
分
は
、
二
次
会
用
の
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
で
ワ
イ
ワ
イ
と
。
途
中

か
ら
本
当
に
カ
ラ
オ
ケ
の
時
間
に
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
便
り

H30.10.13　ホテル日航奈良
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の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
が
、
盛
会
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
諸
君
の
協
力
の
お

蔭
と
感
謝
の
念
で
一
杯
で
す
。
こ
の
同
窓
生
の
友
情
が
永
遠
に
続
く
こ
と
を
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。

出
席
者　

明
石
、
伊
室
、
梅
田
、
大
月
、
小
倉
、
木
村
、
粉
川
、
佐
伯
、
原
田
、

丸
尾
、
水
谷
、
村
上
、
安
田
、
山
下
、
同
伴
者
5
名（

原
田
一
道　

記
）

　
　

51　

回　

生

　

51
回
生
同
窓
会
を
，
平
成
の
元
号
最
後
と
な
る
30
年
7
月
7
日
（
土
）
七
夕
の

日
に
大
阪
の
セ
ン
ト
レ
ジ
ス
ホ
テ
ル
で
行
い
ま
し
た
。
我
々
の
同
窓
会
は
4
年
に

1
回
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
年
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
幹
事

は
診
療
科
ご
と
に
持
ち
回
り
で
、
今
回

は
眼
科
で
し
た
。

　

今
年
は
6
月
に
大
阪
北
部
地
震
が
起

き
、
7
月
3
日
か
ら
降
り
出
し
た
大
雨

で
、
西
日
本
に
甚
大
な
被
害
が
出
て
、

7
日
当
日
は
欠
席
者
が
多
数
出
る
の
で

は
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
事
前
の
出

席
者
数
は
59
名
で
し
た
が
、
当
日
の
交

通
機
関
の
運
休
な
ど
で
8
名
（
奥
村
紀

子
さ
ん
、
片
岡
優
子
さ
ん
、
下
条
美
可

さ
ん
、
辻　

正
純
君
、
蓮
井
正
樹
君
、

前
田
俊
章
君
、
前
田
典
子
さ
ん
、
山
上

九
州
に
は
ア
ク
セ
ス
の
悪
い
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
厭
わ
ず

参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
、
感
謝
の
念
で
一
杯
で
す
。
5
名
ほ
ど
は
前
日
の
15
日
よ

り
宮
崎
入
り
し
て
い
た
だ
き
、
中
に
は
到
着
後
直
行
で
ゴ
ル
フ
ラ
ウ
ン
ド
の
御
仁

も
あ
っ
て
、
そ
の
パ
ワ
ー
に
驚
嘆
し
ま
し
た
。
そ
の
夜
は
前
夜
祭
と
称
し
て
、
近

場
で
会
食
を
一
同
で
行
い
ま
し
た
が
、
私
幹
事
の
家
族
も
陪
席
し
、
諸
氏
の
ご
高

説
を
拝
聴
し
、
ま
た
実
り
あ
る
会
だ
っ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

又
ク
ラ
ス
会
当
日
の
昼
間
は
、
宮
崎
で
は
名
門
と
称
さ
れ
る
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
ラ
ウ
ン
ド
し
ま
し
た
が
、
同
伴
メ
ン
バ
ー
の
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

は
某
君
の
91
で
、
決
し
て
難
易
度
は
低
く
な
い
コ
ー
ス
で
し
た
が
、
そ
の
一
球
入

魂
の
精
神
に
脱
帽
し
ま
し
た
。

　

夜
は
7
時
よ
り
、
ホ
テ
ル
内
の
「
藍
海
」
に
て
、
同
窓
会
員
14
名
、
そ
の
同
伴

者
5
名
、
総
勢
19
名
に
て
、
一
番
の
遠
来
者
の
乾
杯
の
発
声
後
、
中
華
料
理
に
舌

鼓
を
う
ち
ま
し
た
。
そ
の
席
上
で
、
め
い
め
い
近
況
報
告
を
行
い
ま
し
た
が
、
皆

ま
だ
現
役
で
の
活
躍
中
で
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。
山
下
君
は
母
校
の
発
展
ぶ
り
と

未
来
構
想
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
く
れ

て
、
拍
手
喝
采
し
、
そ
の
情
熱
に
感
服

し
ま
し
た
。
二
次
会
も
同
ホ
テ
ル
の
カ

ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
で
行
い
、
現
代
の
Ｊ

ポ
ッ
プ
か
ら
、
1
9
6
0
年
代
の
演
歌

ま
で
、
美
声
あ
り
、
嗄
声
あ
り
諸
氏
の

一
面
を
垣
間
見
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
日
も
、
オ
プ
シ
ョ
ン
の
観
光
組
、

散
策
組
、
直
帰
組
と
そ
れ
ぞ
れ
に
分
か

れ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
来
年
の
神
戸
で

の
再
会
を
期
し
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
南
九
州
の
宮
崎
と
い
う
地
方

で
、
当
地
は
初
め
て
の
訪
問
の
同
級
生

H30.9.16　シェラトン・グランデ・オーシャンホテル

H30.7.7　セントレジスホテル
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せ
し
て
、
一
次
会
は
終
了
で
す
。
二
次
会
は
1
階
の
ル
・
ド
ー
ル
へ
。
皆
さ
ん
話

し
足
り
な
い
の
か
お
酒
も
話
も
進
み
ま
す
。
瞬
く
間
に
予
定
の
時
間
も
過
ぎ
て
お

開
き
と
な
り
4
年
後
の
再
会
を
楽
し
み
に
、
今
回
の
同
窓
会
は
終
わ
り
ま
し
た
。

出
席
者　

德
永
力
雄
名
誉
教
授
、
足
立
、
岩
田
、
爲
政
、
浦
上
、
浦
川
、
大
嶋
、

太
田
、
岡
本
、
緒
方　

肇
、
緒
方
奈
保
子
、
神
谷
敬
雄
、
木
佐
貫
、　

木
下
、
久
野
、
久
保
、
黒
川
、
鴻
野
、
近
藤
、
榊
、
佐
藤
、
小
路
、　

鈴
木
、
隅
本
、
高
井
勝
史
、
髙
井
惣
一
郎
、
髙
田
彰
彦
、
髙
田
充
子
、

高
平
、
髙
屋
、
田
上
、
田
中
、
谷
澤
、
津
川
、
寺
口
、
出
口
、
中
尾
、

中
村
真
紀
子
、
中
村
昌
弘
、
二
宮
、
長
谷
川
、
羽
田
、
濵
口
、
保
津
、

松
前
、
水
上
、
水
野
、
光
吉
、
南
川
、
村
上
、
吉
田
寛
子

（
水
上
寧
彦　

記
）

　
　

54　
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平
成
30
年
11
月
11
日
正
午
か
ら
ウ
エ

ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
大
阪
、
日
本
料
理

「
は
な
の
」
で
2
回
目
の
54
回
生
女
子

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
女
子
会
は
消
化
器
肝
臓
内
科
で

同
期
の
博
子
と
同
門
会
に
参
加
す
る
際

に
待
ち
合
わ
せ
て
い
た
時
に
、
彼
女
が

言
っ
た
「
女
子
み
ん
な
で
一
度
集
ま
り

た
い
ね
」
と
い
う
一
言
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
卒
後
32
年
経
ち
ま
す
が
、
全
員

和
壽
君
）
が
欠
席
で
し
た
。
不
幸
中
の
幸
い
で
、
被
災
さ
れ
た
方
は
誰
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

定
刻
の
6
時
か
ら
高
井
君
の
司
会
で
同
窓
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
最
初
に
こ
の

4
年
間
に
物
故
会
員
と
な
っ
た
立
川　

薫
さ
ん
、
中
山
尚
典
君
、
柳
父
睦
政
君
の

ご
冥
福
を
祈
り
、
全
員
で
黙
祷
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
今
も
昔
と
変
わ

ら
な
い
ク
ラ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
德
永
力
雄
先
生
に
乾
杯
の
挨
拶
を
し
て
い
た
だ

き
、
宴
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
が
還
暦
を
迎
え
、
年
齢
的
に
は
初
老
に
入
る
の
で
す
が
、
話
し
出
す

と
学
生
時
代
に
戻
っ
て
会
話
が
弾
み
ま
す
。
話
題
は
日
々
の
診
療
の
こ
と
、
子
供

の
こ
と
、
趣
味
の
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
で
す
。
診
療
に
関
し
て
は
、
最
近
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ク
チ
コ
ミ
を
見
て
受
診
し
て
く
る
患
者
さ
ん
が
増
え
て
い
る
よ

う
で
、
P
R
も
看
板
よ
り
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ
せ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
子
供
の
患
者
さ
ん
は
検
査
さ
せ
て
く
れ
な
い
こ
と
に
つ
い

て
、
検
査
が
で
き
た
ら
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
お
も
ち
ゃ
を
出
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
、

次
か
ら
検
査
し
や
す
く
な
る
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

食
事
は
フ
レ
ン
チ
の
フ
ル
コ
ー
ス
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
飲
み
放
題
。
美
味
し
い

料
理
で
お
酒
も
進
み
ま
す
。
皆
さ
ん
の
酔
い
が
回
る
前
に
、
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸

部
外
科
の
岩
井　

大
君
と
整
形
外
科
の
齋
藤
貴
徳
君
が
本
学
の
教
授
に
就
任
し
た

こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
二
人
と
も
多
忙
な
た
め
、
今
回
は
残
念
な
が
ら
欠
席
で

し
た
。

　

開
業
し
て
大
学
か
ら
離
れ
た
方
も
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
関
西
医
大
枚
方
と

滝
井
の
現
況
を
髙
屋
君
と
小
路
君
が
報
告
し
ま
し
た
。
滝
井
は
昔
と
は
別
次
元
の

風
景
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
あ
と
、
浦
上
君
が
天
満
橋
健
診
セ
ン
タ
ー
の
現

況
を
、
健
診
の
P
R
を
交
え
な
が
ら
報
告
を
し
ま
し
た
。
医
者
と
い
え
ど
も
還
暦

を
過
ぎ
る
と
い
ろ
い
ろ
が
病
気
が
出
て
き
ま
す
。
早
期
診
断
・
早
期
治
療
が
大
事

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

宴
会
も
終
盤
に
な
り
、
次
回
の
幹
事
は
産
婦
人
科
が
担
当
す
る
こ
と
を
お
知
ら

H30.11.11　ウェスティンホテル大阪
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の
女
子
会
は
初
め
て
で
す
。
早
速
、
京
都
で
耳
鼻
科
を
開
業
し
て
い
る
眞
理
ち
ゃ

ん
に
話
を
し
て
み
る
と
、
「
そ
れ
は
是
非
に
」
と
話
が
進
み
、
神
戸
で
眼
科
開
業

の
亮
子
ち
ゃ
ん
、
塚
口
で
小
児
科
開
業
の
千
尋
ち
ゃ
ん
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
親
し
い

同
期
生
に
連
絡
を
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
平
成
29
年
11
月
10
日
、
時
間
が
合
い
、

来
ら
れ
る
人
10
人
で
集
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
私
あ
か
べ
ー
、
眞

理
ち
ゃ
ん
、
亮
子
ち
ゃ
ん
、
し
ー
ち
ゃ
ん
、
博
子
、
あ
ー
ち
ゃ
ん
、
千
尋
ち
ゃ
ん
、

ク
ロ
ミ
、
由
美
ち
ゃ
ん
、
ひ
ー
さ
ん
の
10
人
で
し
た
。

　

気
の
置
け
な
い
同
級
生
の
面
々
と
、
本
音
ト
ー
ク
で
盛
り
上
が
り
、
大
爆
笑
の

連
続
で
楽
し
い
時
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
1
年
後
の
再
会
を
約
束
し
お
開
き

と
し
ま
し
た
。
今
年
は
当
初
、
女
子
28
人
中
17
人
が
参
加
予
定
で
し
た
が
、
仕
事
、

体
調
等
で
残
念
な
が
ら
4
人
参
加
出
来
ず
、
私
あ
か
べ
ー
、
眞
理
ち
ゃ
ん
、
亮
子

ち
ゃ
ん
、
し
ー
ち
ゃ
ん
、
博
子
、
あ
ー
ち
ゃ
ん
、
千
尋
ち
ゃ
ん
、
ク
ロ
ミ
、
ひ
ー

さ
ん
、
も
っ
ち
、
由
紀
ち
ゃ
ん
、
せ
っ
ち
ゃ
ん
、
ト
ミ
ー
の
13
人
で
の
女
子
会
と

な
り
ま
し
た
。
昨
年
参
加
出
来
な
か
っ
た
4
人
が
プ
ラ
ス
と
な
り
、
今
年
は
少
し

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
、
楽
し
い
時
間
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
、
残
れ
る

人
で
近
く
の
カ
フ
ェ
で
お
茶
を
し
て
、
ま
た
来
年
も
元
気
で
会
う
こ
と
を
誓
い
別

れ
ま
し
た
。

　

同
年
代
の
女
医
ど
う
し
で
診
療
や
開
業
、
ま
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
こ
と
な
ど
を

打
ち
解
け
て
話
が
で
き
る
機
会
と
い
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
が
、
幸
い

こ
の
よ
う
な
集
い
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
今
後
も
大
事
に
続
け
て
い
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

出
席
者　

明
石
、
赤
松
亮
子（
小
川
）、
伊
藤
眞
理（
井
村
）、
糸
氏（
冨
澤
）、　
　

上
川（
黒
川
）、
神
部
慈
子（
斉
藤
）、
河
野（
市
吉
）、
小
西（
松
島
）、　

宗
田（
稲
田
）、
山
本
千
尋（
山
城
）、
吉
岡（
大
津
）、
鷲
尾
、　
　
　
　

渡
邊
尚
代（
中
村
）

（
明
石
夕
香　

記
）

第
7
回
『
オ
ー
ル
関
西
医
大
ゴ
ル
フ
会
』
の
ご
案
内

オ
ー
ル
関
西
医
大
ゴ
ル
フ
会
実
行
委
員
会

　昨
年
に
引
き
続
き
関
西
医
科
大
学
を
挙
げ
て
の
ゴ
ル
フ
会
が
左
記
要
綱
の

も
と
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で
参
加
頂
い
た
皆
様
に
は
ご
案
内
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
が
、
初
め
て
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
関
西
医
大
に
関
わ
ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
方
々
な
ら
、
ど
な
た

で
も
参
加
し
て
頂
け
ま
す
。
同
門
会
、
ク
ラ
ス
会
、
医
局
、

病
院
間
等
で
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

第
7
回
『
オ
ー
ル
関
西
医
大
ゴ
ル
フ
会
』

　
　
日
　
時
：
2
0
1
9
年
10
月
22
日
（
祝
・
即
位
礼
正
殿
の
儀
）

　
　
場
　
所
：
田
辺
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
（
京
田
辺
市
）

　
　
参
加
資
格
：
関
西
医
大
同
窓
会
会
員

　
　
　
　
　
　
　
附
属
病
院
・
学
部
、
関
連
病
院
等
、
関
西
医
大
に

　
　
　
　
　
　
　
関
わ
ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
医
師
・
職
員
す
べ
て

〈
ご
案
内
〉
既
参
加
（
登
録
済
み
）
者
に
は
8
月
末
ま
で
に
、
往
復
葉
書

に
て
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。
未
参
加
で
参
加
を
ご
希
望
の

方
は
、
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
競
技
の
詳
細
は

後
日
、
参
加
を
標
榜
さ
れ
た
方
の
み
ご
連
絡
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
ご
不
明
な
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
事
務
局
迄
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
：
関
西
医
大
同
窓
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
0
7
2
ー
8
0
4
ー
2
1
7
1

＊
20
組
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
が
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
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平
成
30
年
9
月
定
例
理
事
会

日　

時　

平
成
30
年
9
月
1
日
（
土
）
午
後
3
時
5
分

場　

所　

枚
方
学
舎
13
階　

同
窓
会
・
加
多
乃
会
会
議
室

出
席
者　

秋
田
会
長　

水
野　

南　

宮
﨑
各
副
会
長　

大
原　

杉
岡　

西
嶋　
　

立
岩　

鶴
田　

北
尻　

四
方　

鈴
鹿　

廣
原　

請
田　

大
内
各
理
事　

谷
野　

田
中
両
監
事　

17
名　

委
任
状
９
通

　

会
議
開
催
前
に
大
学
祭
援
助
金
１
０
０
万
円
を
実
行
委
員
長　

小
林
崇
記
君
、

　

渉
外
部
長　

友
安
勲
充
君
に
贈
呈
。	

	
	

	
	

	

報　

告

1.　

庶
務　

物
故
者　

5
名

2.　

会
計　

Ｈ
30
・
6
、
7
月
度
一
般
会
計

3.　

渉
外　

支
部
会
開
催　

6
件

4.　

第
28
回
大
学
理
事
と
同
窓
会
・
加
多
乃
会
理
事
と
の
懇
談
会

5.　

学
校
法
人
関
西
医
科
大
学
理
事
会

6.　

西
日
本
豪
雨
お
見
舞
い
状
送
付
（
同
窓
会
・
加
多
乃
会
連
名
）

Ｈ
30
・
7
・
11
付　

広
島
・
岡
山
・
山
口
・
愛
媛
・
高
知
・
大
阪
支
部
ブ
ロ

ッ
ク
長　

計
3
2
8
名

7.　

お
と
づ
れ
編
集
委
員
会

議　

事

1.　

新
入
会
員
歓
迎
行
事
準
備
の
件　

2.　

第
28
回
全
国
私
立
医
科
大
学
同
窓
会
連
絡
会
「
西
部
会
」
の
件

3.　

第
29
回
全
国
私
立
医
科
大
学
同
窓
会
連
絡
会
「
全
国
会
」
の
件

4.　

平
成
31
年
新
年
会
の
件

5.　

そ
の
他　

11
月
定
例
理
事
会
開
催
予
定
日
の
件

理
事
会
報
告
（
平
成
30
年
7
月
～
12
月
）　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

平
成
30
年
7
月
持
ち
回
り
理
事
会

　

平
成
30
年
7
月
10
日　

会
長
・
副
会
長
・
理
事
･
監
事　

26
名
に
資
料
発
送

報　

告

1.　

庶
務　

物
故
者　

8
名

2.　

会
計　

⑴
Ｈ
30
・
5
月
度
一
般
会
計

⑵
平
成
30
年
度
第
1
回
同
窓
会
費
納
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

⑶
会
議
室　

使
用
1
件　

備
品
使
用
1
件

3.　

関
西
医
科
大
学
創
立
90
周
年
記
念
式
典

日　

時
：
平
成
30
年
7
月
1
日
（
日
）

場　

所
：
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
大
阪

議　

事

1.　

大
学
理
事
と
同
窓
会
・
加
多
乃
会
理
事
と
の
懇
談
会

2.　

新
卒
業
生
の
終
身
会
費
徴
集
に
つ
い
て

3.　

第
28
回
全
国
私
立
医
科
大
学
同
窓
会
連
絡
会
「
西
部
会
」
の
件

4.　

第
29
回
全
国
私
立
医
科
大
学
同
窓
会
連
絡
会
「
全
国
会
」
の
件

5.　

そ
の
他　

⑴
大
阪
北
部
地
震
（
Ｈ
30
・
6
・
18
）
お
見
舞
い
状
送
付
の
件

⑵
Ｈ
30
・
11
月
理
事
会
開
催
日
の
件

⑶
満
州
国
留
学
生　

傳で
ん

秀し
ゅ
う華か

氏
に
、
大
学
よ
り
在
籍
証
明
書
発
行

⑷
職
員
賞
与
・
昇
給
の
件

会
務
報
告
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⑴
三
井
住
友
ト
ラ
ス
ト
不
動
産
株
式
会
社
（
業
務
提
携
契
約
）
よ
り　
　
　

紹
介
手
数
料

⑵
平
成
30
年
11
月
理
事
会
は
「
持
ち
回
り
理
事
会
」
と
す
る

平
成
30
年
11
月
持
ち
回
り
理
事
会
　

　

平
成
30
年
11
月
6
日　

会
長
・
副
会
長
・
理
事
･
監
事　

26
名
に
資
料
発
送

報　

告

1.　

庶
務　

物
故
者　

10
名

2.　

会
計　

Ｈ
30
・
9
月
度
一
般
会
計

3.　

渉
外　

支
部
会
開
催  

1
件

議　

事

1.　

平
成
31
年　

新
年
会
準
備
の
件

2.　

同
窓
会
費
納
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
件　

3.　

役
員
選
挙　

理
事
・
監
事
選
挙

2
0
1
9
・
2
0
2
0
年
度　

選
挙
管
理
委
員
5
名

畑
埜
武
彦
氏
㊱　

是
枝
ち
づ
氏
㊺　

塚
口
裕
康
氏
　

吉
田
勝
紀
氏
　
　

覚
道
奈
津
子
氏

4.　

そ
の
他　

平
成
31
年
1
月
理
事
会
開
催
予
定
日
の
件

平
成
30
年
12
月
定
例
理
事
会

日　

時　

平
成
30
年
12
月
1
日
（
土
）
午
後
2
時
30
分

場　

所　

枚
方
学
舎
13
階　

同
窓
会
・
加
多
乃
会
会
議
室

出
席
者　

秋
田
会
長　

水
野　

南
両
副
会
長　

大
原　

杉
岡　

柄
川　

妹
尾　
　

西
嶋　

立
岩　

四
方　

鈴
鹿　

廣
原　

請
田　

大
内　

杉
山
各
理
事　

谷
野　

田
中
両
監
事
（
17
名
）　

委
任
状
9
通

報　

告

1.　

庶
務　

物
故
者　

6
名

平
成
30
年
10
月
定
例
理
事
会

日　

時　

平
成
30
年
10
月
6
日
（
土
）
午
後
2
時
35
分

場　

所　

枚
方
学
舎
13
階　

同
窓
会
・
加
多
乃
会
会
議
室

出
席
者　

秋
田
会
長　

水
野　

南
両
副
会
長　

大
原　

杉
岡　

妹
尾　

西
嶋　
　

立
岩　

鶴
田　

北
尻　

四
方　

木
村　

廣
原　

大
内
各
理
事　
　
　
　

谷
野　

田
中
両
監
事
16
名　

委
任
状
10
通　
　
　
　
　
　

  

報　

告

1.　

庶
務　

物
故
者　

6
名

2.　

会
計　

Ｈ
30
・
8
月
度
一
般
会
計

3.　

渉
外　

支
部
会
開
催　

1
件	

4.　

第
28
回
全
国
私
立
医
科
大
学
同
窓
会
連
絡
会
「
西
部
会
」　

5.　

「
お
と
づ
れ
」
1
4
9
号

6.　

創
立
90
周
年
記
念
事
業
企
画
作
業
部
会
（
実
行
委
員
会
）

7.　

学
校
法
人
関
西
医
科
大
学
理
事
会

8.　

台
風
21
号
・
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
お
見
舞
い
状
送
付　
　
　
　
　
　
　

（
同
窓
会
・
加
多
乃
会
連
名
）
Ｈ
30
・
9
・
11
発
送

⑴
台
風
21
号　
　
　
　
　
　

4
、
2
4
5
名

⑵
北
海
道
胆
振
東
部
地
震　

12
名

議　

事

1.　

平
成
31
年　

新
年
会
準
備
の
件

2.　

役
員
選
挙
の
件

3.　

関
西
医
科
大
学
「
櫻
根
啓
子
賞
」
の
件

4.　

「
お
と
づ
れ
」
1
5
0
号
の
件　

5.　

同
窓
会
費
納
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
準
備
の
件

6.　

全
国
規
模
学
術
総
会
主
催
へ
の
援
助
の
件

7.　

そ
の
他
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2.　

会
計　

⑴
Ｈ
30
・
9
、
10
月
度
一
般
会
計

⑵
国
試
対
策
協
議
会
よ
り
平
成
30
年
度
協
力
金
依
頼

⑶
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
（A

dvanced Life Support in O
bsterics

）　
　

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
コ
ー
ス
支
援
金
依
頼

⑷
平
成
30
年
度
第
2
回
同
窓
会
費
納
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

⑸
会
議
室
使
用　

2
件　
　

備
品
使
用　

2
件

3.　

渉
外　

⑴
支
部
会
開
催　

2
件

4.　

新
入
会
員
（
87
回
生
）
の
件

5.　

第
29
回
全
国
私
立
医
科
大
学
同
窓
会
連
絡
会
「
全
国
会
」
の
件

6.　

第
6
回　

オ
ー
ル
関
西
医
大
ゴ
ル
フ
会

7.　

学
校
法
人
関
西
医
科
大
学
理
事
会
・
評
議
員
会

議　

事

1.　

平
成
31
年　

新
年
会
準
備
の
件

2.　

新
入
会
員
（
87
回
生
）
終
身
会
費
依
頼
の
件

3.　

平
成
31
年
度　

各
賞
審
査
員
の
件

4.　

関
西
医
科
大
学
「
櫻
根
啓
子
賞
」
の
件

5.　

学
会
開
催
支
援
金
交
付
規
程
の
件

6.　

「
お
と
づ
れ
」
1
5
0
号
の
件

7.　

「
大
原
一
枝
先
生
を
偲
ぶ
会
」
の
件

8.　

そ
の
他　

⑴
平
成
31
年
1
月
理
事
会
開
催
予
定
日
の
件

⑵
職
員
賞
与
の
件

同窓会会員総合補償制度のご案内
医療業務に従事されている皆様の危険を総合的に補償します

勤務医師賠償責任保険 所得補償保険

※中途加入受付中！　資料のご請求はフリーダイヤルで
※生保による相続対策や資産形成のご相談は随時受付中

引受保険会社：東京海上日動火災保険株式会社：東京海上日動あんしん生命保険株式会社
担当代理店：
大阪府堺市北区新金岡町2-4-1-102

お問い合わせ、ご相談は
フリーダイヤル 0120－003－532

株式会社ホケンプラザOSAKA
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友
田
幸
一　

学　
　

長
：
教
学
、
大
学
管
理

　

澤
田　

敏　

常
務
理
事
：
理
事
長
補
佐
、
附
属
病
院
長

　

神
崎
秀
陽　

常
務
理
事
：
総
務
、
人
事
、
香
里
病
院
長

　

杉
浦
哲
朗　

理　
　

事
：
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
長
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
満
橋
綜
合
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

今
村
洋
二　

理　
　

事
：
く
ず
は
病
院
長

　

木
下
利
彦　

理　
　

事
：
建
設
、
管
財

　

松
田
公
志　

理　
　

事
：
広
報
、
用
度

　

金
子
一
成　

理　
　

事
：
危
機
管
理
（
医
療
安
全
を
含
む
）
、
安
全
衛
生
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ャ
リ
ア
形
成

　

木
梨
達
雄　

理　
　

事
：
情
報
、
知
財

　

岡
崎
和
一　

理　
　

事
：
看
護
・
薬
剤
、
医
療

　
山
中
伸
弥
客
員
教
授
講
義

日　

時
：
平
成
30
年
6
月
26
日
（
火
）
午
後
3
時
40
分

場　

所
：
枚
方
学
舎
医
学
部
棟
加
多
乃
講
堂

参
加
者
：
医
学
部
1
学
年
学
生
1
2
7
名
、
看
護
学
部
1
学
年
学
生
1
0
0
名
、

　
　
　
　

友
田
幸
一
学
長
他
教
職
員
約
35
名

テ
ー
マ
：
「
i
P
S
細
胞
研
究
の
現
状
と
医
療
応
用
に
向
け
た
取
り
組
み
」

平
成
31
年
度
初
期
臨
床
研
修
医
採
用
試
験
実
施

実
施
日
：
平
成
30
年
7
月
27
日
（
金
）
、
8
月
3
日
（
金
）
筆
記
・
面
接
試
験

受
験
者
数
：
1
4
2
名
（
男
子
75
名
、
女
子
67
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
学
出
身
者
84
名
、
他
大
学
出
身
者
58
名
）

　

学
報
な
ら
び
に
広
報
よ
り

名
誉
教
授
訃
報

　

大
原
一
枝
名
誉
教
授　
　
　
　
　
　

Ｈ
30
・
11
・
12
逝
去　

1
0
5
歳

教
授
就
任　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｈ
30
・
8
・
1
付

　

外
科
学
講
座
（
肝
臓
外
科
担
当
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
堀
昌
樹
診
療
教
授

　

外
科
学
講
座
（
胆
膵
外
科
担
当
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

里
井
壯
平
診
療
教
授

　

外
科
学
講
座
（
乳
腺
外
科（
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）担
当
）
山
本
大
悟
診
療
教
授

Ｈ
30
・
9
・
1
付

　

整
形
外
科
学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
井
恵
美
子
理
事
長
特
命
教
授

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科（
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）担
当　

菅　

俊
光
診
療
教
授

名
誉
教
授
称
号
授
与　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｈ
30
・
4
・
1
付

　

第
1
0
4
号　

伊
藤
誠
二　

前
医
化
学
講
座
教
授

　

第
1
0
5
号　

松
田
博
子　

前
生
理
学
第
一
講
座
教
授

　

第
1
0
6
号　

薗
田
精
昭　

前
衛
生
学
講
座
教
授

Ｈ
30
・
9
・
1
付

　

第
1
0
7
号　

藤
井　

茂　

前
化
学
講
座
教
授

理
事
の
業
務
担
当
決
定

　

本
学
法
人
役
員
改
選
に
伴
い
、
学
内
常
勤
理
事
の
業
務
担
当
が
決
定
。

　

山
下
敏
夫　

理
事
長
：
経
営
、
財
務

学
内
ニ
ュ
ー
ス



−　　−44

2
0
1
8
年
度
医
学
部
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

〈
第
1
回
〉

日　

時
：
平
成
30
年
8
月
4
日
（
土
）
9
時
30
分

場　

所
：
枚
方
学
舎
医
学
部
棟

参
加
者
：
高
校
生
他
4
5
0
名

〈
第
2
回
〉

日　

時
：
平
成
30
年
8
月
19
日
（
日
）
10
時
30
分

場　

所
：
枚
方
学
舎
医
学
部
棟

参
加
者
：
高
校
生
他
2
7
0
名

学
長
賞
授
与
式

日　

時
：
平
成
30
年
8
月
30
日
（
月
）
正
午

場　

所
：
枚
方
学
舎
医
学
部
棟
4
階
中
会
議
室

受
賞
者
：
天
野
晶
望
（
医
学
部
4
学
年
、
水
泳
部
、
第
70
回
西
医
体
水
泳
女
子

1
0
0
ｍ
背
泳
ぎ
優
勝
）

競
技
ス
キ
ー
部
女
子
チ
ー
ム
（
八
田
日
菜
子
・
大
澤
加
奈
子
［
医
学

部
4
学
年
］
、
鈴
木
唯
加
［
医
学
部
3
学
年
］
、
平
林　

碧
［
医
学

部
2
学
年
］
西
医
体
冬
季
大
会
女
子
総
合
2
位
）

濵
田　

諒
（
医
学
部
5
学
年
、
写
真
部
、
ひ
ら
か
た
魅
力
発
信
コ
ン

テ
ス
ト
2
0
1
7
・
2
位
入
選
）

バ
ー
モ
ン
ト
大
学
関
係
者
来
学
・
学
長
面
会

　

本
学
の
国
際
交
流
協
定
締
結
機
関
で
あ
る
バ
ー
モ
ン
ト
大
学
（
ア
メ
リ
カ
）
か

ら
、
木
田
正
俊
教
授
、Cheung W

ong

准
教
授
ら
関
係
者
5
名
が
来
学
し
、
友

田
幸
一
学
長
を
表
敬
訪
問
。

日　

時
：
平
成
30
年
9
月
10
日
（
月
）
午
後
2
時
30
分

場　

所
：
枚
方
学
舎
医
学
部
棟
13
階
会
議
室

平
成
31
年
度
専
攻
医
（
後
期
研
修
医
）
研
修
説
明
会
（
第
1
回
）

　

専
攻
医
（
後
期
研
修
医
）
獲
得
に
向
け
、
第
1
回
研
修
説
明
会
を
開
催
。

日　

時
：
平
成
30
年
6
月
2
日
（
土
）
午
後
3
時

場　

所
：
枚
方
学
舎
医
学
部
棟
3
階
「
学
生
食
堂
」

平
成
31
年
度
専
攻
医
（
後
期
研
修
医
）
研
修
説
明
会
（
第
2
回
）

日　

時
：
平
成
30
年
9
月
1
日
（
土
）
午
後
3
時

場　

所
：
枚
方
学
舎
医
学
部
棟
3
階
「
学
生
食
堂
」

レ
ジ
ナ
ビ
フ
ェ
ア
2
0
1
8
大
阪　

〜
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜
出
展

　

専
攻
医（
後
期
研
修
医
）獲
得
に
向
け
、
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
会
に
出
展
。

日　

時
：
平
成
30
年
6
月
3
日
（
日
）
正
午
〜

場　

所
：
ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル
「
コ
ン
グ
レ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」

医
学
生
向
け
臨
床
研
修
病
院
説
明
会

「
レ
ジ
ナ
ビ
フ
ェ
ア
2
0
1
8
大
阪
（
初
期
研
修
）
」
出
展

日　

時
：
平
成
30
年
7
月
1
日
（
日
）
午
前
10
時

場　

所
：
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
1
・
2
号
館

平
成
31
年
度
採
用
初
期
臨
床
研
修
医
マ
ッ
チ
ン
グ
結
果
公
表

　

平
成
30
年
10
月
18
日
（
木
）
に
医
師
臨
床
研
修
マ
ッ
チ
ン
グ
協
議
会
か
ら

2
0
1
8
年
度
の
結
果
が
公
表
さ
れ
、
本
学
の
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
計
52
名
の
フ
ル

マ
ッ
チ
と
な
っ
た
。

　

附
属
病
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
41
名
（
定
員
41
名
）

　

附
属
病
院
小
児
科
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
2
名
（
定
員
2
名
）

　

附
属
病
院
産
婦
人
科
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
2
名
（
定
員
2
名
）

　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
7
名
（
定
員
7
名
）
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訪
問
地
：
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
（
マ
レ
ー
シ
ア
）
、
ハ
ノ
イ
、
ホ
ー
チ
ミ
ン　

（
ベ
ト
ナ
ム
）
、
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
イ
（
ラ
オ
ス
）
、
バ
ン
コ
ク　
　

（
タ
イ
）

内　

容
：
新
た
な
留
学
生
の
受
け
入
れ
や
国
外
臨
床
実
習
先
の
模
索
及
び
現
協

定
先
の
表
敬
訪
問

第
37
回
関
西
医
大
白
菊
会
総
会
開
催

　

白
菊
会
会
員
他
、
友
田
幸
一
学
長
、
野
村
昌
作
副
学
長
・
医
学
部
教
務
部
長
は

じ
め
、
解
剖
学
・
病
理
学
・
法
医
学
領
域
の
各
講
座
関
係
教
員
が
出
席
し
て
開
催

さ
れ
た
。

日　

時
：
平
成
30
年
6
月
16
日
（
土
）
午
後
1
時

場　

所
：
枚
方
学
舎
医
学
部
棟
加
多
乃
講
堂

参
加
者
：
白
菊
会
会
員
1
7
4
名　
　
　
　
　
　
　

実
験
動
物
慰
霊
祭

日　

時
：
平
成
30
年
10
月
23
日
（
火
）
午
後
1
時

場　

所
：
枚
方
学
舎
医
学
部
棟
加
多
乃
講
堂

参
列
者
：
友
田
幸
一
学
長
、
実
験
動
物
飼
育
共
同
施
設
平
野
伸
二
施
設
長
、　

教
職
員
学
生
他
88
名

平
成
30
年
度
慈
仁
会
全
国
懇
談
会

日　

時
：
平
成
30
年
10
月
21
日
（
日
）
午
前
11
時

場　

所
：
枚
方
学
舎
加
多
乃
講
堂
他

参
加
者
：
教
職
員
、
保
護
者
他
3
4
0
名

本
学
の
教
育
に
関
す
る
学
生
と
の
懇
談
会
（
教
学
懇
談
会
）

日　

時
：
平
成
30
年
10
月
22
日
（
月
）
午
後
6
時

場　

所
：
枚
方
学
舎
医
学
部
棟
4
階
中
会
議
室

附
属
病
院
が
大
阪
府
難
病
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
指
定

　

大
阪
府
に
お
い
て
公
募
さ
れ
た
「
大
阪
府
難
病
診
療
連
携
拠
点
病
院
」
に
、
平

成
30
年
11
月
1
日
付
で
附
属
病
院
が
指
定
さ
れ
た
。

〈
大
阪
府
難
病
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
主
な
役
割
〉

⑴
難
病
の
診
断
を
正
し
く
行
う
医
療
の
提
供

⑵
遺
伝
学
的
検
査
及
び
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
施
、
ま
た
は
適
宜
、
他
院

へ
の
紹
介
等

⑶
府
民
に
対
す
る
情
報
提
供

関
西
医
科
大
学
霜
月
祭
2
0
1
8

　

日　

時
：
平
成
30
年
11
月
3
日
（
土
）
、
4
日
（
日
）
両
日
午
前
10
時

場　

所
：
枚
方
学
舎
医
学
部
棟
中
庭
、
1
階
及
び
2
階
各
所

テ
ー
マ
：
「

∞

〜
医
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
ー
〜
」

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
介
護
福
祉
部
門
事
業
計
画

　

2
0
1
9
年
1
月
に
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
、
「
関
医
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
・
滝
井
」
及
び
「
関
医
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
・
滝
井
（
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
）
」
を
開
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

学
長
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
、
西
山
教
授
東
南
ア
ジ
ア
歴
訪
、
表
敬
訪
問

　

日　

時
：
平
成
30
年
10
月
24
日
（
水
）
〜
11
月
1
日
（
木
）

訪
問
者
：
友
田
幸
一
学
長
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
鈴
鹿
有
子
セ
ン
タ
ー
長
、　

西
山
利
正
教
授
（
衛
生
・
公
衆
衛
生
学
講
座
）
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「
お
し
っ
こ
の
回
数
が
多
く
て
（
頻
尿
）
困
っ
た
ら
〜
治
療
に
つ
い

て
〜
」

　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
腎
泌
尿
器
外
科　

駒
井
資
弘　

講
師

「
せ
ぼ
ね
の
病
気
〜
こ
ん
な
症
状
に
注
意
〜
」

　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
整
形
外
科　

安
藤
宗
治　

教
授

香
里
病
院
市
民
公
開
講
座

日　

時
：
平
成
30
年
10
月
6
日
（
土
）
午
後
2
時
30
分

場　

所
：
ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル
（
寝
屋
川
市
立
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）

参
加
者
：
寝
屋
川
市
民
他
約
1
3
0
名

テ
ー
マ
：
口
腔
ケ
ア
で
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う

内　

容
：
「
知
っ
て
お
き
た
い
！
が
ん
の
治
療
と
口
腔
ケ
ア
」

　

香
里
病
院
外
科　

吉
田　

良　

部
長

「
周
術
期
に
お
け
る
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
」

　

よ
し
と
み
歯
科　

吉
富
啓
一　

院
長

関
西
医
科
大
学
整
形
外
科
市
民
公
開
講
座

　

日　

時
：
平
成
30
年
10
月
21
日
（
日
）
午
前
11
時

場　

所
：
附
属
病
院
13
階
講
堂

参
加
者
：
枚
方
市
民
他
45
名

内　

容
：
第
一
部　

講
演

『
ど
う
し
て
上
肢
（
片
、
肘
、
手
）
が
痛
く
な
る
の
？
痛
み
や
し
び

れ
の
原
因
を
理
解
し
よ
う
』

　

整
形
外
科
学
講
座　

浜　

佳
孝　

講
師

『
五
十
肩
と
ば
ね
指
の
お
家
で
で
き
る
運
動
療
法
』

　

南
川
整
形
外
科　

大
平
健
二　

作
業
療
法
士

第
二
部　

実
技
コ
ー
ナ
ー

附
属
病
院
市
民
公
開
講
座

日　

時
：
平
成
30
年
9
月
15
日
（
土
）
午
後
2
時

場　

所
：
附
属
病
院
13
階
講
堂

テ
ー
マ
：
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
！
心
不
全
の
こ
と　

〜
原
因
、
予
防
、
治
療

法
に
つ
い
て
〜

参
加
者
：
市
民
ら
1
0
3
名

内　

容
：
「
『
心
不
全
』
っ
て
な
〜
に
？　

心
不
全
の
原
因
と
個
別
管
理
」

　

附
属
病
院
循
環
器
内
科　

諏
訪
惠
信　

助
教

「
手
術
で
治
る
心
不
全
」

　

附
属
病
院
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

川
副
浩
平　

セ
ン
タ
ー
長

「
心
不
全
外
来
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？
」

　

附
属
病
院
看
護
部　

大
北
亜
樹　

慢
性
心
不
全
看
護
認
定
看
護
師

「
薬
の
飲
み
忘
れ
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？　

〜
心
不
全
治
療
薬
と

上
手
に
付
き
合
う
コ
ツ
〜
」

　

附
属
病
院
薬
剤
部　

田
中
雅
幸　

薬
物
療
法
指
導
薬
剤
師

「
心
不
全
と
食
事　

〜
セ
ル
フ
ケ
ア
と
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
〜
」

　

附
属
病
院
栄
養
管
理
部　

吉
内
佐
和
子　

主
任

第
21
回
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
市
民
健
康
講
座

日　

時
：
平
成
30
年
10
月
6
日
（
土
）
午
後
2
時

場　

所
：
守
口
市
文
化
セ
ン
タ
ー
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル

参
加
者
：
守
口
市
民
他
約
1
2
0
名

テ
ー
マ
：
こ
ん
な
症
状
困
っ
て
ま
せ
ん
か
？　

〜
手
の
ふ
る
え
、
頻
尿
、
背
中

の
痛
み
〜

内　

容
：
「
老
化
と
間
違
え
な
い
〜
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
よ
る
運
動
障
害
〜
」

　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
神
経
内
科　

近
藤
誉
之　

教
授
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が
ん
緩
和
医
療
支
持
療
法
セ
ミ
ナ
ー

日　

時
：
平
成
30
年
11
月
9
日
（
金
）
午
後
6
時

場　

所
：
枚
方
学
舎
医
学
部
棟
1
階
第
1
講
義
室

参
加
者
：
緩
和
医
療
に
興
味
を
持
つ
専
門
医
・
研
修
医
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・

大
学
院
生
他
約
60
名

主　

催
：
関
西
医
科
大
学
附
属
病
院
が
ん
セ
ン
タ
ー
・
大
学
連
携
個
別
化
が
ん

医
療
実
践
者
養
成
プ
ラ
ン

内　

容
：
「
骨
腫
瘍
キ
ャ
ン
サ
ー
ボ
ー
ド
の
目
指
す
も
の
」

　

放
射
線
科
学
講
座　

中
村
聡
明　

准
教
授
（
附
属
病
院
が
ん
セ
ン

タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
）

「
転
移
性
骨
腫
瘍
に
対
す
る
外
科
治
療
」

　

整
形
外
科
学
講
座　

朴　

正
旭　

助
教

「
転
移
性
骨
腫
瘍
に
対
す
る
放
射
線
治
療
」

　

放
射
線
科
学
講
座　

角
田
貴
代
美　

助
教

ひ
ら
か
た
市
民
大
学

日　

時
：
平
成
30
年
11
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時

場　

所
：
枚
方
学
舎
医
学
部
棟
1
階
オ
ー
プ
ン
ラ
ウ
ン
ジ

参
加
者
：
枚
方
市
民
他
55
名

内　

容
：
「
医
療
と
介
護
の
連
携
を
目
指
し
て
〜
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
療
養

生
活
を
多
く
の
職
種
が
連
携
し
て
支
援
し
ま
す
〜
」

　

髙
山
康
夫　

理
事
長
特
命
教
授
・
介
護
福
祉
担
当

「
新
し
い
リ
ハ
ビ
リ
機
器
紹
介
」

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
講
座　

長
谷
公
隆　

教
授

学　位　授　与　
　博士（医学）の学位が次のとおり授与された。

松井　芙美（73回生）平成30年9月25日

「Induction of PIR-A/B+ DCs in the in vitro inflammatory condition and their immunoregulatory 
function」

西村久美子（75回生）平成30年9月25日

「Type 3 iodothyronine deiodinase is expressed in human induced pluripotent stem cell derived 
cardiomyocytes」

尾本政太郎（60回生）平成30年9月25日

「Anti-atherosclerotic effects of sitagliptin in patients with type 2 diabetes mellitus」

杉　　素彦（60回生）平成30年9月25日

「The narrow vesicourethral angle measured on postoperative cystography can predict urinary 
incontinence after robot-assisted laparoscopic radical prostatectomy 」
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研究助成各賞のご案内
研究助成「加多乃賞」
　この研究助成は、同窓会が後進の研究者に対してさしのべる援助の一つとして、同窓会創立50周年を
記念して創設されたものです。
   賞金 ６件以内 各50万円

「塩崎安子（しおざき やすこ）賞」
　本賞は本学19回生の塩崎安子氏が医学・看護学の教育・研究に従事している個人または団体を対象と
してその業績に役立てたいと寄贈された基金による賞です。
   賞金 ２件以内 各50万円

「和田喜代子（わだ きよこ）賞」
　本賞は本学14回生の和田喜代子氏が医学・医療・福祉振興のために役立てたいと寄贈された基金によ
る賞です。
 和田喜代子賞  賞金 １件 100万円
 和田喜代子優秀業績賞 賞金 １件 100万円
 和田喜代子奨励賞 賞金 ２件以内 各100万円

「丹家雛子（たんけ ひなこ）賞」
　本賞は本学10回生の丹家雛子氏が医学・医療・福祉振興のために役立たせたいと寄贈された基金によ
る賞です。
 丹家雛子賞  賞金 ２件以内 各100万円
 丹家雛子医療奨励賞 賞金 ２件以内 各50万円
 丹家雛子交付奨学金（5学年を対象） 賞金 ２件以内 各50万円

「佐々木千枝子（ささき ちえこ）賞」
　本賞は本学1回生の佐々木千枝子氏が学術振興に役立てたいとご寄付くださった基金による賞です。
   賞金 １件 100万円

「北西壽子（きたにし としこ）賞」
　本賞は本学15回生の北西壽子氏が学術研究振興のため、寄贈された基金による賞です。
   賞金 ２件以内 各100万円

「櫻根啓子（さくらね ひろこ）賞」
　本賞は本学16回生の櫻根啓子氏が関西医科大学に寄贈された寄付金の一部を同窓会が委託され、関西
医科大学の医学研究振興のため、優れた研究および重要な教育・研修を助成することを目的とする賞です。
 優秀研究論文  賞金 １件 100万円
 　　　＊科学研究費補助金を申請したものに限る
 国外学会発表 大学院生 賞金 ３件以内 各25万円

「森本園子（もりもと そのこ）賞」
　本賞は、本学12回生の森本園子氏が学術振興のため、または医療をもって社会に貢献している個人ま
たは団体に役立てたいとご寄付くださった基金による賞です。
  森本賞 賞金 １件 100万円
  医療功労賞 賞金 １件 100万円

「藤原登美子（ふじわら とみこ）賞」
　本賞は本学7回生の藤原登美子氏が学術振興のため、海外留学または海外出張に役立てたいと寄贈さ
れた基金による賞です。
 海外留学助成  賞金 ２件以内 各50万円
 海外出張助成  賞金 ４件以内 各25万円
 国外臨床実習 医学部学生 賞金 原則として10件 各15万円
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「
冬　

の　

旅
」　
　
　
　
　

谷　

野　

桂　

子
（
32
回
生　

大
阪
）

一

人

旅

車

窓

か

な

た

の

冬

霞

短

日

や

箕

面

遠

し

と

思

ふ

と

き

顔

見

世

や

新

人

も

居

て

京

の

暮

「
神
戸
っ
子
」　
　
　
　
　

柄　

川　

武　

子
（
34
回
生　

兵
庫
）

遠と
お

花は
な

火び

平

成

の

世

を

惜

し

み

つ

つ

海

山

の

秋

待

ち

か

ね

し

神

戸

っ

子

冬と
う

麗れ
い

や

檻

百

態

の

フ

ラ

ミ

ン

ゴ

「　

秋　

桜　

」　
　
　
　
　

篠　

田　

裕　

司
（
37
回
生　

大
阪
）

茅

葺

き

に

三

世

代

住

み

秋

桜

ス
ー
パ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
爽
や
か
に
次
の
場
へ

口

切

り

や

挽

き

臼

重

し

香

り

立

つ

「
夏　

の　

朝
」　
　
　
　
　

調　
　
　

早　

苗
（
41
回
生　

京
都
）

町

家

よ

り

白

檀

の

香

夏

の

朝

在
り
し
日
の
犬
の
首
輪
や
梅
雨
に
入
る

片

陰

を

探

し

歩

む

は

旅

の

人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
第
37
回
）

「　

新　

米　

」　
　
　
　
　

谷　

口　

公　

子
（
18
回
生　

鳥
取
）

炊

き

上

る

新

米

の

そ

の

光

り

か

な

あ

の

暑

さ

嘘

の

様

な

り

秋

じ

め

り

閉

店

の

茶

店

や

紅

葉

散

り

急

ぐ

「
師　

の　

君
」　
　
　
　
　

南　
　
　

路　

子
（
27
回
生　

大
阪
）

師

の

君

の

柩

に

置

き

し

冬

の

花

山

茶

花

や

水

打

つ

夜

の

石

畳

マ
ン
ト
の
背
す
っ
く
と
直
き
老
女
ゆ
く

「
平
成
時
代
」　
　
　
　
　

青　

木　

紀　

女
（
28
回
生　

愛
知
）

穏
や
か
な
時
代
を
過
ご
し
平
和
か
な

善

菌

で

悪

玉

減

ら

し

健

康

に

平
成
や
終
わ
り
に
近
づ
く
寂
し
さ
よ

「　

台　

風　

」　
　
　
　
　

岡　

本　

純　

胡
（
28
回
生　

兵
庫
）

野
分
去
り
空
路
か
く
ま
で
澄
み
渡
り

台

風

の

行

方

気

に

し

つ

夜

明

待

つ

台

風

の

目

の

中

に

ゐ

て

診

療

す

俳

壇
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「
俳
句
は
詩
」

　

俳
句
は
読
む
も
作
る
も
両
方
心
の
豊
か
さ
を
増
し
ま
す
。
例
え
ば
、
災
害

日
本
列
島
と
も
言
え
る
2
0
1
8
年
の
自
然
の
猛
威
。
し
か
し
、
草
木
に
花

を
咲
か
せ
る
優
し
さ
を
も
持
ち
合
わ
せ
る
の
も
自
然
な
の
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
自
然
に
目
を
背
け
る
こ
と
な
く
、
適
格
な
言
葉
を
並
べ
、
季

題
と
文
字
数
17
文
字
の
中
に
詠
み
込
む
努
力
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。

　

励
ま
し
の
俳
句
も
良
し
、
喜
怒
哀
楽
を
俳
句
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
一
生

一
句
世
に
残
る
俳
句
を
目
指
し
て
下
さ
い
。

柄
川
武
子　

記

「　

復　

活　

」　
　
　
　
　

鶴　

田　

一　

郎
（
44
回
生　

兵
庫
）

夏

休

み

分

身

欲

し

き

誘

ひ

あ

り

寝

返

の

腰

の

痛

み

し

余

寒

か

な

復

活

の

兆

し

冬

至

の

太

陽

に

投
句
用
紙　
お
題 

「　
　
　
　
　

」  　

氏
名　
　
　
　
　
　
　
　
　

回
生
（
俳
号　
　
　
　
　
　
　
　

）

　
　
　
　

締　

切　

6
月
15
日
・
12
月
15
日　

厳
守　
　

ご
投
句
を
お
待
ち
し
ま
す

投
句
先　

〒
5
7
3

−

1
0
1
0　

大
阪
府
枚
方
市
新
町
2

−

5

−

1　

関
西
医
科
大
学
13
F

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
西
医
科
大
学
同
窓
会
「
お
と
づ
れ
」
係　

俳
壇
担
当　

柄
川
武
子
宛
（
34
回
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

F
A
X　

0
7
2

−

8
0
4

−

2
1
7
7
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廣
岡　

文
子
（
18
回
生
）	

平
成
30
年
7
月
29
日	

逝
去

秋
元　

末
枝
（
19
回
生
）	

平
成
27
年
6
月
1
日	

逝
去

田
近　

京
子
（
19
回
生
）	

平
成
30
年
10
月
4
日	

逝
去

松
田　

繁
子
（
19
回
生
）	

平
成
30
年
11
月
13
日	

逝
去

野
崎　

光
子
（
20
回
生
）	

平
成
30
年
9
月
19
日	

逝
去

小
谷　

雅
子
（
21
回
生
）	

平
成
30
年
9
月
11
日	

逝
去

中
西
ち
ゑ
子
（
22
回
生
）	

平
成
30
年
7
月
15
日	

逝
去

松
浦　

礼
子
（
22
回
生
）	

平
成
30
年
1
月
17
日	

逝
去

大
島
冨
美
子
（
23
回
生
）	

平
成
30
年
12
月
1
日	

逝
去

垣
田　
　

光
（
23
回
生
）	

平
成
29
年
11
月
26
日	

逝
去

丸
井　

亮
子
（
23
回
生
）	

平
成
31
年
1
月
11
日	

逝
去

川
島
美
智
子
（
26
回
生
）	

平
成
30
年
11
月
18
日	

逝
去

山
田　

武
夫
（
27
回
生
）	

平
成
30
年
7
月
18
日	

逝
去

藤
本　

房
子
（
30
回
生
）	

平
成
30
年
7
月
28
日	

逝
去

馬
場　

貞
夫
（
33
回
生
）	

平
成
31
年
1
月
18
日	

逝
去

蘆
田　

正
毅
（
34
回
生
）	

平
成
30
年
10
月
9
日	

逝
去

澤
村　

隆
也
（
36
回
生
）	

平
成
30
年
3
月	

逝
去

寺
西　

征
夫
（
40
回
生
）	

平
成
30
年
9
月
7
日	

逝
去

今
村　

一
陽
（
43
回
生
）	

平
成
30
年
7
月
15
日	

逝
去

相
良　

宝
作
（
44
回
生
）	

平
成
30
年
7
月
4
日	

逝
去

大
西　

修
作
（
49
回
生
）	

平
成
30
年
12
月
20
日	

逝
去

田
原　

英
樹
（
55
回
生
）	

平
成
30
年
12
月
2
日	

逝
去

中
井　

宏
治
（
62
回
生
）	

平
成
30
年
7
月
6
日	

逝
去

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す　

（
敬
称
略
）　

大
原　

一
枝
（
4
回
生
）	

平
成
30
年
11
月
12
日	

逝
去

松
尾　

博
子
（
7
回
生
）	

平
成
30
年
8
月
8
日	

逝
去

山
本
喜
美
子
（
9
回
生
）	

平
成
31
年
1
月
17
日	

逝
去

宇
都
宮
澄
江
（
10
回
生
）	

平
成
25
年
6
月
30
日	

逝
去

中
江　

良
子
（
10
回
生
）	

平
成
30
年
11
月
16
日	

逝
去

芦
原　

房
子
（
11
回
生
）	
平
成
30
年
6
月
22
日	

逝
去

車　

冨
士
子
（
12
回
生
）	
平
成
30
年
10
月
6
日	

逝
去

西
岡
佐
紀
子
（
13
回
生
）	
平
成
30
年
10
月
19
日	

逝
去

長
谷
川
洋
子
（
13
回
生
）	

平
成
26
年
12
月
7
日	

逝
去

竹
岡
富
美
子
（
14
回
生
）	

平
成
30
年
10
月
17
日	

逝
去

井
上　

康
子
（
15
回
生
）	

平
成
30
年
12
月
5
日	

逝
去

新
海　

美
幸
（
16
回
生
）	

平
成
30
年
1
月
21
日	
逝
去

玉
本　

信
子
（
16
回
生
）	

平
成
30
年
12
月
21
日	
逝
去

畑　
　

節
子
（
16
回
生
）	

平
成
31
年
1
月
22
日	

逝
去

櫻
本　

富
恵
（
17
回
生
）	

平
成
30
年
9
月
9
日	

逝
去

西
村
寿
美
子
（
17
回
生
）	

平
成
30
年
7
月
18
日	

逝
去

吉
松　

昌
子
（
17
回
生
）	

平
成
30
年
12
月
11
日	

逝
去

稲
山　

愛
子
（
18
回
生
）	

平
成
30
年
6
月
17
日	

逝
去

椎
名　

嘉
子
（
18
回
生
）	

平
成
29
年
9
月
19
日	

逝
去

清
木　

和
子
（
18
回
生
）	

平
成
30
年
10
月
4
日	

逝
去

中
川
満
喜
子
（
18
回
生
）	

平
成
30
年
12
月
8
日	

逝
去

平
岡　

艶
子
（
18
回
生
）	

平
成
30
年
7
月
3
日	

逝
去

訃
報
並
び
に
偲
び
草



−　　−52

関
西
医
科
大
学
　
名
誉
教
授

関
西
医
科
大
学
同
窓
会
　
名
誉
会
長

大
原
一
枝
先
生
御
遺
影

　
　

ご　

略　

歴

大
正
3
年
3
月
3
日　

兵
庫
県
姫
路
市
で
出
生

昭
和
11
年
3
月
26
日　

大
阪
女
子
高
等
医
学
専
門
学
校
卒
業

昭
和
11
年　
　
　
　
　

同
校
皮
膚
科
泌
尿
器
科
教
室
へ
入
局

昭
和
17
年
5
月
25
日　

京
都
帝
国
大
学
医
学
部
附
属
病
院
医
員
、
皮
膚
病
学
黴
毒

学
教
室
へ
入
局

昭
和
17
年
11
月
24
日　

大
阪
女
子
高
等
医
学
専
門
学
校
講
師

昭
和
19
年
6
月
1
日　

同
校
助
教
授

昭
和
20
年
3
月　
　
　

医
学
博
士
（
京
都
帝
国
大
学
）

昭
和
33
年
9
月
17
日　

関
西
医
科
大
学
教
授

昭
和
37
年　
　
　
　
　

日
本
医
学
会
総
会
分
科
会
日
本
医
真
菌
学
会
会
頭

昭
和
37
年	

日
本
皮
膚
科
学
会
「
皆
見
賞
」
受
賞

昭
和
46
年
7
月
31
日　

関
西
医
科
大
学
退
職

昭
和
46
年　
　
　
　
　

大
阪
御
堂
筋
に
皮
膚
科
医
院
開
業

昭
和
46
年
8
月
10
日　

関
西
医
科
大
学
名
誉
教
授

昭
和
46
年
11
月
13
日　

「
大
原
賞
」
基
金
設
置

昭
和
50
年　
　
　
　
　

関
西
医
科
大
学
同
窓
会
会
長

平
成
元
年　
　
　
　
　

関
西
医
科
大
学
同
窓
会
名
誉
会
長

平
成
12
年　
　
　
　
　

「
吉
岡
弥
生
賞
」
受
賞

平
成
14
年　
　
　
　
　

「
国
際
先
駆
者
賞
」
受
賞

平
成
14
年
6
月　
　
　

「
日
本
女
性
科
学
者
の
会
功
労
賞
」
受
賞

平
成
30
年
11
月
12
日　

逝
去　

享
年
1
0
5
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
戒
名　

薬
王
院
萬
松
一
枝
大
姉
）
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昭和6年　満17歳

昭和31年　ペン女子医大学長と共に

昭和31年　エルランゲン大学にて

昭和34年昭和37年　卒業生と

昭和38年　製薬会社取材 昭和37年　関西医大にて

昭和33年　新聞記事

昭和34年

昭和36年

昭和53年　東芝ビル4F診療所で

昭和11年　牧野寄宿舎前（左端）昭和12年　京大皮膚科時代
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昭和49年　財団法人加多乃会発会式

平成14年　「国際先駆者賞」受賞お祝いの会 平成元年平成11年　「集塵抄」発行祝賀会 昭和53年

平成15年　日本ハンセン病学会

平成30年7月　関西医科大学創立90周年祝賀会

平成26年　故福嶋信子教授50回忌の墓参平成28年　102歳お誕生会

平成元年　同窓会会長退任記念会
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ら
も
そ
の
偉
大
さ
が
窺
え
ま
す
。
さ
ら
に
皮
膚
科
学
を
超
越
し
て
、
日
本
女
医
会

に
よ
る
吉
岡
弥
生
賞
や
日
本
女
性
科
学
者
の
会
功
労
賞
も
受
賞
さ
れ
、
日
本
の
女

医
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
先
生
の
本
学
校
法
人
へ
の
ご
貢
献
も
他
に
例
を
見
な
い
大
き
な
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
評
議
員
を
昭
和
34
年
か
ら
平
成
20
年
ま
で
実
に
49
年
間
、
本
学
の

歴
史
の
半
分
以
上
に
亘
り
お
務
め
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
そ
の
内
の
昭
和
45
年
か
ら

平
成
2
年
ま
で
の
20
年
間
を
理
事
と
し
て
本
学
の
運
営
・
経
営
に
も
寄
与
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
理
事
長
と
し
て
改
め
て
感
謝
の
念
を
深
く
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
昭
和
50
年
か
ら
平
成
元
年
ま
で
同
窓
会
会
長
を
さ
れ
た
こ
と
は
皆
様

ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。

　

私
事
と
な
り
ま
す
が
、
私
の
父
は
本
学
の
初
代
の
耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座
教
授
で

あ
り
、
大
原
先
生
は
父
の
講
義
を
受
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

父
は
耳
鼻
科
医
で
あ
り
な
が
ら
真
菌
症
が
主
要
研
究
テ
ー
マ
の
1
つ
で
あ
り
、
こ

れ
が
大
原
先
生
の
ご
専
門
と
重
な
り
、
ず
っ
と
親
交
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の

た
め
私
は
、
若
い
頃
か
ら
大
原
先
生
に
は
特
別
な
ご
指
導
と
ご
交
誼
を
い
た
だ
き
、

先
生
に
対
し
大
変
尊
敬
と
親
し
み
を
感
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
お
会
い
す
る
た
び

に
先
生
は
私
の
手
を
取
り
、
必
ず
一
言
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

時
の
先
生
の
柔
ら
か
い
手
の
感
触
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
さ
に
巨
星
落
つ
の
感
じ
で
す
。
先
生
の
本
学
へ
の
長
年
の
ご
貢
献
に
心
か
ら

感
謝
し
、
先
生
が
安
ら
か
に
眠
ら
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
原
一
枝
先
生
を
偲
ぶ

関
西
医
科
大
学　

理
事
長　

山　

下　

敏　

夫
（
34
回
生
）

　

関
西
医
科
大
学
名
誉
教
授 

故
大
原
一
枝
先
生
を
偲
び
、
謹
ん
で
哀
悼
の
言
葉
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
原
先
生
は
関
西
医
科
大
学
に
と
り
特
別
な
方
で
あ
り
、
誇
り
で
あ
り
、
歴
史

そ
の
も
の
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
原
先
生
は
昭
和
11
年
3
月
に
大
阪
女
子
高
等
医
学
専
門
学
校
を
卒
業
さ
れ
た

本
学
の
第
4
回
生
で
す
。
百
歳
を
越
え
ら
れ
て
か
ら
も
亡
く
な
ら
れ
る
直
前
ま
で

毎
年
の
入
学
式
、
卒
業
式
に
は
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
、
ま
た
昨
年
7
月
の
本
学

90
周
年
記
念
行
事
に
も
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
一
同
大
変
感
激
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
母
校
に
か
け
る
先
生
の
熱
い
思
い
に
は
常
々
頭
が
下
が
る
思

い
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

先
生
は
ご
卒
業
後
、
京
都
帝
国
大
学
皮
膚
病
学
黴
毒
学
教
室
に
入
局
さ
れ
、
研

究
と
臨
床
の
両
面
を
研
鑽
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
17
年
に
本
学
に
講
師
と
し
て
帰
校

さ
れ
、
昭
和
20
年
に
京
都
大
学
か
ら
医
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
大
学
は
大
阪
女
子
医
科
大
学
、
関
西
医
科
大
学
と
校
名
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、

本
学
に
ず
っ
と
在
籍
さ
れ
、
助
教
授
を
経
て
昭
和
33
年
に
皮
膚
泌
尿
器
科
学
講
座

の
3
代
目
の
主
任
教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
2
年
後
に
泌
尿
器
科
学
講
座

が
独
立
し
、
皮
膚
科
学
講
座
主
任
教
授
と
し
て
昭
和
46
年
ま
で
お
務
め
さ
れ
ま
し

た
。
先
生
は
本
学
の
出
身
者
で
講
座
主
任
教
授
に
な
ら
れ
た
初
め
て
の
方
で
、
当

時
同
窓
生
は
栄
誉
な
こ
と
と
大
変
喜
ば
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

大
原
先
生
の
皮
膚
科
学
に
お
け
る
ご
業
績
は
顕
著
で
あ
り
、
日
本
皮
膚
科
学
会

皆
見
賞
、
世
界
の
皮
膚
科
分
野
で
特
に
国
際
的
な
貢
献
を
さ
れ
た
女
医
に
5
年
に

一
度
贈
ら
れ
る
と
い
う
名
誉
な
国
際
先
駆
者
賞
な
ど
を
受
賞
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
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か
ら
、
皮
膚
科
分
野
で
国
際
的
に
貢
献
さ
れ
た
女
医
に
贈
ら
れ
る
栄
誉
あ
る
賞

「
国
際
先
駆
者
賞
」
第
1
回
目
の
受
賞
者
と
な
ら
れ
、
そ
の
銀
製
の
賞
杯
は
大
学

の
歴
史
資
料
館
に
陳
列
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

一
方
、
先
生
は
同
窓
会
に
も
多
大
な
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
創
立
25

年
を
経
た
昭
和
33
年
頃
か
ら
、
大
原
先
生
が
本
学
初
の
母
校
正
教
授
に
就
任
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
て
、
学
校
法
人
役
員
の
お
一
人
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
昭

和
36
年
に
一
回
生
の
川
那
部
喜
美
子
先
生
が
初
代
同
窓
会
会
長
に
就
任
さ
れ
、
昭

和
49
年
に
は
財
団
法
人
「
加
多
乃
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
昭
和
50
年
に
役
員
改

選
、
続
い
て
4
回
生
の
大
原
一
枝
先
生
が
第
2
代
同
窓
会
会
長
に
就
任
さ
れ
、
昭

和
51
年
に
は
同
窓
会
館
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、
同
窓
会
費
の
終
身
会
費

制
の
導
入
や
支
部
長
会
議
、
昭
和
58
年
に
は
、
同
窓
会
創
立
50
周
年
記
念
事
業
を

機
に
後
進
へ
の
研
究
助
成
、
会
員
遺
児
の
教
育
助
成
の
他
、
「
関
西
医
科
大
学
同

窓
会
五
十
年
史
」
の
発
刊
で
、
こ
れ
は
関
西
医
科
大
学
の
歴
史
上
永
遠
に
残
る
金

字
塔
と
な
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
偉
業
と
し
て
「
大
原
賞
」
の
制
定
を
語
ら
ず
し
て
終
わ
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
昭
和
46
年
に
関
西
医
科
大
学
教
授
を
ご
退
任
の
際
に
同
窓
会
に
多
額
の

基
金
を
委
託
さ
れ
、
翌
昭
和
47
年
か
ら
毎
年
卒
業
時
に
最
優
秀
卒
業
生
に
贈
呈
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
第
1
回
受
賞
者
弓
削
マ
リ
子
さ
ん
（
40
回
生
）
に
始
ま
り
、
今

年
の
中
井
智
也
君
（
87
回
生
）
ま
で
48
年
間
続
い
て
い
ま
す
。
第
32
回
ま
で
の
受

賞
者
の
感
謝
の
言
葉
集
が
「
枝
の
雪
―
大
原
一
枝
先
生
に
感
謝
を
こ
め
て
」
と
し

て
平
成
24
年
に
同
窓
会
か
ら
発

刊
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
先
生
は
、
同
窓

会
・
大
学
の
歴
史
と
と
も
に
歩

ん
で
こ
ら
れ
、
ま
さ
に
建
学
の

精
神
「
慈
仁
心
鏡
」
を
自
ら
実

践
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
方
と
思
い

　

大
原
一
枝
先
生
を
偲
ぶ

関
西
医
科
大
学　

学
長　

友　

田　

幸　

一
（
45
回
生
）

　

1
0
5
歳
で
の
天
寿
を
全
う
さ
れ
た
大
原
一
枝
先
生
を
偲
び
、
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
捧
げ
、
お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

先
生
は
、
昭
和
11
年
に
大
阪
女
子
高
等
医
学
専
門
学
校
の
4
回
生
と
し
て
ご
卒

業
さ
れ
、
同
校
皮
膚
泌
尿
器
科
教
室
に
入
局
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
京
都
帝
国

大
学
皮
膚
病
学
黴
毒
学
教
室
へ
入
局
さ
れ
、
6
年
後
の
昭
和
17
年
に
大
阪
女
子
高

等
医
学
専
門
学
校
講
師
、
昭
和
19
年
に
同
校
助
教
授
、
昭
和
33
年
に
前
任
の
速
水

伸
三
教
授
の
後
任
と
し
て
関
西
医
科
大
学
皮
膚
泌
尿
器
科
教
室
第
3
代
教
授
に
就

任
。
昭
和
34
年
か
ら
泌
尿
器
科
教
室
が
分
離
独
立
す
る
こ
と
で
、
昭
和
35
年
に
現

皮
膚
科
学
講
座
教
授
と
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

先
生
は
、
た
ま
た
ま
稀
有
な
カ
ン
ジ
ダ
性
肉
芽
種
や
ム
コ
ー
ル
症
に
遭
遇
さ
れ

た
こ
と
を
契
機
に
、
非
病
原
性
真
菌
の
気
ま
ぐ
れ
感
染
、
さ
ら
に
は
空
中
真
菌
の

研
究
へ
と
真
菌
学
的
な
分
野
を
開
か
れ
、
ム
コ
ー
ル
症
の
研
究
で
昭
和
37
年
に
日

本
皮
膚
科
学
会
「
皆
見
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
研
究
内
容
の
質
の
高

さ
に
加
え
、
当
時
の
研
究
設
備
の
貧
弱
な
環
境
下
で
の
努
力
の
成
果
を
讃
え
た
も

の
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
昭
和
38
年
に
は
日
本
医
学
会
総
会　

分
科
会

日
本
医
学
真
菌
学
会
の
会
頭
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
当
時
49
歳
の
お
歳
で
、
臨
床
・

研
究
・
学
会
活
動
に
全
力
を
注
が
れ
て
い
た
時
代
で
し
た
。
先
生
は
十
三
年
間
の

教
授
職
を
全
う
さ
れ
昭
和
46
年
に
退
職
、
皮
膚
科
医
院
を
開
業
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
開
業
後
も
地
域
医
療
、
女
性
医
師
の
会
な
ど
で
も
活
躍
さ
れ
、
平
成
13
年
に

当
時
87
歳
の
お
歳
で
日
本
女
医
会
の
吉
岡
弥
生
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
医
学
に

貢
献
さ
れ
た
受
賞
者
は
、
本
学
で
は
野
呂
先
生
、
鮫
島
先
生
、
薮
内
先
生
に
次
い

で
4
人
目
に
な
り
ま
す
。
そ
の
翌
年
、
平
成
14
年
に
は
米
国
女
性
皮
膚
科
医
協
会
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医
と
し
て
、
指
導
者
と
し
て
、
そ
し
て
女
医
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
か
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
は
女
性
皮
膚
科
医
が
増
え
、
女
性
の
皮
膚
科
学
会
理

事
・
大
学
教
授
・
病
院
部
長
も
珍
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
女
性

な
ら
で
は
の
苦
労
を
さ
れ
て
要
職
に
つ
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
第
二
代
皮
膚

科
教
授
山
本
俊
平
先
生
の
「
く
さ
（
皮
膚
病
）
医
者
に
な
ら
ぬ
か
」
と
の
勧
誘
で

皮
膚
科
に
入
局
さ
れ
、
京
都
大
学
皮
膚
科
で
ほ
ぼ
無
給
の
中
で
研
究
・
臨
床
活
動

に
邁
進
さ
れ
た
7
年
間
。
後
に
本
学
講
師
と
し
て
戻
っ
て
こ
ら
れ
、
数
少
な
い
医

局
員
と
と
も
に
教
授
職
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
て
、
数
多
く
の
す
ば
ら
し
い
業
績
を
残

さ
れ
た
大
原
先
生
の
ご
苦
労
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
経
験
さ
れ

た
一
人
の
ム
コ
ー
ル
症
の
患
者
さ
ん
で
真
菌
学
の
一
連
の
研
究
を
さ
れ
て
、
日
本

皮
膚
科
学
会
で
最
も
権
威
の
あ
る
皆
見
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
人
の

患
者
さ
ん
で
苦
労
さ
れ
て
行
わ
れ
た
ア
レ
ル
ギ
ー
生
体
検
査
が
、
そ
の
後
、
社
会

的
に
注
目
さ
れ
た
顔
面
黒
皮
症
と
化
粧
品
と
の
関
連
性
の
解
決
に
貢
献
さ
れ
た
こ

と
は
、
我
々
臨
床
医
に
と
っ
て
多
く
の
患
者
さ
ん
に
還
元
で
き
る
よ
う
な
悦
ば
し

い
業
績
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
国
内
で
の
女
性
指
導
医
と
し
て
の
ご
活
躍
が
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受
賞
と
い
う
形
で
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
女
性
皮
膚
科
医
に
と

っ
て
励
み
に
な
る
と
と
も
に
、
高
い
目
標
に
な
る
も
の
と
し
て
尊
敬
の
念
に
耐
え

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
女
性
皮
膚
科
医
に
、
先
生
の
志
、
思
い
が
受
け
継
が
れ
て

い
く
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

本
学
卒
業
の
先
生
方
の
中
で
も
と
り
わ
け
大
切
な
先
生
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
私
ど
も
皮
膚
科
学
講
座
の
宝
で
あ
り
、
誇
ら
し
い
存
在
で
あ
り
ま
す
。

先
生
の
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
道
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
皮
膚
科
学
講
座
の
礎

を
築
い
て
い
た
だ
い
た
先
生
に
哀
悼
の
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
す
。
先
生
の
偉
大
な
功
績
を
讃
え
、
畏
敬
の
念
を
も
っ
て
先
生
の
胸
像
な
ら
び

に
レ
リ
ー
フ
像
を
造
形
し
、
新
牧
野
講
堂
に
掲
額
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
私
ど
も
は
先
生
の
ご
遺
志
を
継
承
し
、
関
西
医
科
大
学
の
更
な
る
発
展

の
た
め
に
日
々
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
先

生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
原
一
枝
先
生
を
偲
ん
で

関
西
医
科
大
学　

皮
膚
科
学
講
座
教
授　

岡　

本　

祐　

之

　

大
原
一
枝
先
生
の
ご
逝
去
に
対
し
て
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

大
原
先
生
は
昭
和
33
年
に
第
三
代
皮
膚
科
学
講
座
教
授
に
就
任
さ
れ
、
私
が
高
校

を
卒
業
し
た
昭
和
46
年
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
と
の
関
わ
り
は
、
先
生
が
当
時
の
大
阪
女
子
高
等
医
学
専
門
学
校
を
卒
業

後
に
入
局
さ
れ
た
京
都
大
学
皮
膚
科
の
同
門
会
で
ご
挨
拶
す
る
こ
と
や
、
私
ど
も

皮
膚
科
同
門
会
の
芳
交
会
や
大
学
行
事
で
お
会
い
し
た
際
に
お
話
し
す
る
こ
と
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
た
び
に
先
生
の
や
さ
し
い
お
人
柄
に
触
れ
て
き

ま
し
た
。
今
で
も
先
生
の
上
品
な
笑
顔
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
芳
交
会
に
は

2
0
0
3
年
度
の
卒
寿
の
お
祝
い
の
会
に
ご
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
翌
年
の
芳
交

会
30
周
年
記
念
の
会
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
ご
出
席
さ
れ

ず
寂
し
い
思
い
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

先
生
が
皮
膚
科
医
に
な
ら
れ
、
教
授
職
を
務
め
、
ご
活
躍
さ
れ
て
い
た
頃
の
こ

と
は
直
接
に
は
存
じ
あ
げ
ま
せ
ん
が
、
87
歳
の
時
に
書
か
れ
た
先
生
の
名
著
で
あ

り
ま
す
自
叙
伝
を
拝
読
い
た
し
ま
す
と
、
い
か
に
苦
し
い
環
境
の
中
で
、
皮
膚
科
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建
築
し
母
校
に
贈
呈
（
総
工
費
2
8
1
万
円
）
。
昭
和
33
年
、
母
校
の
運
命
を
か

け
た
附
属
病
院
の
本
館
の
建
築
資
金
導
入
の
た
め
、
募
金
行
脚
な
ど
の
活
動
で
1

億
2
千
万
円
の
協
力
預
金
を
達
成
し
、
学
校
当
局
に
建
築
の
方
向
に
踏
み
切
っ
て

も
ら
う
原
動
力
を
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
学
位
審
査
権
と
大
学
院
設
置
の

条
件
を
満
た
し
た
だ
け
で
な
く
、
当
時
病
院
を
建
設
し
て
い
な
け
れ
ば
今
日
の
関

西
医
科
大
学
は
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
学
校
法
人
関
西
医
科
大
学
評
議
員
に
49
年
間
、
理
事
に
20
年
間
就
任
さ
れ

て
お
り
、
大
学
発
展
の
た
め
大
き
な
力
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
同
窓
会
な
ら
び
に
加
多
乃
会
に
お
い
て
の
貢
献
は
素
晴
ら
し
く
、
同

窓
生
の
手
で
運
営
で
き
る
新
機
構
に
な
っ
た
昭
和
36
年
に
同
窓
会
副
会
長
、
昭
和

50
年
に
は
同
窓
会
会
長
に
就
任
さ
れ
、
同
窓
会
の
基
礎
を
築
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
支
部
長
会
議
の
新
設
、
終
身
会
費
制
の
導
入
、
そ
し
て
昭
和
58
年
に
は

同
窓
会
創
立
50
周
年
記
念
事
業
・
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
10
月
8
日
、
9
日
と
2

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
素
晴
ら
し
く
大
き
な
反
響
が
あ
り
、
関
西
医
科
大
学

同
窓
会
の
名
を
上
げ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
後
輩
に
対
し
研
究
助
成
事
業
を
開
始
、

「
同
窓
会
五
十
年
史
」
の
刊
行
、
事
務
の
機
械
化
、
関
西
医
科
大
学
60
周
年
記
念

事
業
募
金
の
推
進
、
多
く
の
改
革
や
新
事
業
、
施
策
を
次
々
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
団
法
人
加
多
乃
会
の
設
立
に
対
し
て
も

故
川
那
部
喜
美
子
先
生
と
ご

一
緒
に
活
動
さ
れ
、
同
窓
会
自
身
の
経
済
的
基
盤
を
固
め
る
た
め
に
積
極
的
な
募

金
活
動
で
同
窓
会
特
別
基
金
を
発
足
し
、
加
多
乃
会
館
の
建
設
に
も
頑
張
ら
れ
ま

し
た
。
地
上
4
階
建
の
会
館
が
出
来
、
色
々
な
行
事
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

大
学
事
務
の
移
転
に
伴
い
会
館
も
閉
鎖
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
平
成
28
年
5
月

に
残
念
な
が
ら
売
却
と
な
り
ま
し
た
。
加
多
乃
会
館
で
最
後
の
同
窓
会
・
加
多
乃

会
定
例
理
事
会
（
平
成
28
年
4
月
）
に
車
椅
子
で
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
万

感
胸
に
せ
ま
る
思
い
だ
っ
た
か
と
お
見
受
け
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
私
ど
も
と
幽
明
境
を
異
に
さ
れ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
痛
恨
の
極
み
で
あ

り
、
大
学
に
と
っ
て
も
我
々
同
窓
会
に
と
っ
て
も
生
き
字
引
を
失
い
戸
惑
っ
て
お

　

大
原
一
枝
先
生
を
偲
ぶ

関
西
医
科
大
学
同
窓
会　

会
長　

秋　

田　

光　

彦
（
34
回
生
）

　

大
原
一
枝
関
西
医
科
大
学
名
誉
教
授
の
ご
逝
去
を
悼
み
、
謹
ん
で
哀
悼
の
言
葉

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
原
先
生
は
昭
和
11
年
3
月
26
日
、
大
阪
女
子
高
等
医
学
専
門
学
校
を
卒
業
さ

れ
、
同
年
5
月
25
日
に
京
都
帝
国
大
学
医
学
部
附
属
病
院
皮
膚
病
学
黴
毒
学
教
室

へ
入
局
し
、
研
究
、
臨
床
に
没
頭
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
20
年
、
京
都
大
学
で
医
学

博
士
の
学
位
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
17
年
に
母
校
、
大
阪
女
子
高
等
医
学
専
門
学
校
講
師
、
昭
和
19
年
に
助
教

授
、
昭
和
33
年
に
関
西
医
科
大
学
教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
生
で
初
め
て

の
講
座
主
任
教
授
誕
生
で
す
。
大
変
称
賛
さ
れ
、
同
窓
生
の
は
げ
み
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
昭
和
46
年
に
関
西
医
科
大
学
を
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
皮
膚
科
学
教

室
の
研
究
、
教
育
、
診
療
に
一
生
懸
命
努
力
さ
れ
、
皮
膚
科
学
教
室
を
発
展
さ
せ

ま
し
た
。
日
本
及
び
世
界
か
ら
色
々
な
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
昭
和
37
年
皮
膚
科
学
会
よ
り
「
皆
見
賞
」
、
平

成
12
年
「
吉
岡
弥
生
賞
」
、
平
成
14
年
「
国
際
先
駆
者
賞
」
「
日
本
女
性
科
学
者

の
会
功
労
賞
」
等
を
受
賞
さ
れ
、
内
外
に
そ
の
名
を
轟
か
せ
ま
し
た
。

　

関
西
医
科
大
学
は
、
発
展
、
脱
皮
す
る
ご
と
に
再
三
ピ
ン
チ
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
度
に
愛
校
の
旗
印
を
高
く
掲
げ
同
窓
生
、
川
那
部
喜
美
子
先
生
と
大
原
一
枝

先
生
は
先
頭
を
切
っ
て
応
援
を
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
12
年
、
清
野
会
館
と
大
講
堂

建
設
に
1
万
2
千
円
。
昭
和
15
年
、
滝
井
会
館
建
設
1
万
円
、
昭
和
22
年
に
日
本

医
療
団
か
ら
香
里
病
院
を
買
収
す
る
際
に
、
買
収
費
1
9
5
万
円
の
内
、
実
に

1
7
1
万
円
を
（
医
科
大
学
昇
格
）
、
昭
和
26
年
に
は
新
制
医
科
大
学
の
許
可
の

条
件
で
臨
床
研
究
室
が
必
要
と
な
り
、
2
4
2
万
円
を
同
窓
生
が
浄
財
を
集
め
て
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て
大
原
先
生
の
偉
大
さ
を
知
り
ま
し
た
し
此
度
先
生
に
関
連
し
た
資
料
を
読
ん
だ

り
話
を
聞
い
た
り
し
て
、
そ
の
思
い
は
一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

「
天
は
二
物
を
与
え
ず
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
先
生
の
頭
脳
、
容
姿
、
人
柄
、

お
育
ち
に
な
っ
た
環
境
、
何
を
と
っ
て
も
全
て
揃
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
非
の
う
ち

ど
こ
ろ
の
な
い
才
媛
で
す
。
先
生
の
学
生
時
代
、
卒
業
後
京
都
大
学
で
の
研
究
、

関
西
医
科
大
学
教
授
時
代
、
開
業
そ
し
て
引
退
ま
で
の
半
生
を
、
折
々
の
誌
に
投

稿
さ
れ
た
文
章
を
ま
と
め
ら
れ
、
平
成
10
年
に
上
梓
さ
れ
ま
し
た
「
集
塵
抄
」
を

拝
読
し
、
先
生
の
覇
気
と
勇
気
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
後
先
生
が
満
87
歳
の
誕

生
日
の
こ
ろ
、
「
皮
膚
病
診
療
」
6
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
『
あ
れ
こ
れ
追
い
か
け

結
局
散
漫
の
わ
が
学
問
人
生
』
に
、
先
生
が
現
役
の
こ
ろ
か
ら
引
退
後
ま
で
を
先

生
ら
し
く
執
筆
さ
れ
、
終
わ
り
に

　
　

雨
降
り
ぬ　

天
気
に
な
り
ぬ　

そ
れ
だ
け
の

　
　

わ
が
明
け
暮
れ
の
独
り
言
か
も　
　
　
　

清
水
比
庵　

作

で
し
め
く
く
ら
れ
た
心
境
に
、
い
か
に
も
洒
脱
な
先
生
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

医
学
研
究
者
と
し
て
の
業
績
は
立
派
で
各
方
面
か
ら
の
受
賞
も
多
く
、
皮
膚
科

領
域
の
皆
見
賞
、
世
界
の
皮
膚
科
分
野
で
特
に
国
際
的
な
貢
献
を
さ
れ
た
女
医
に

5
年
に
一
度
贈
ら
れ
る
第
１
回
国
際
先
駆
者
賞
（
米
国
女
性
皮
膚
科
医
協
会
）
、

そ
の
他
吉
岡
弥
生
賞
、
日
本
女
性
科
学
者
の
会
功
労
賞
等
を
数
々
と
受
賞
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

次
に
同
窓
会
と
の
関
与
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
西
医
科
大
学
同
窓
会
会
長
と
し

て
14
年
間
（
昭
和
50
年
〜
平
成
元
年
）
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
同
窓
会
創

立
50
周
年
記
念
の
式
典
を
会
長
と
し
て
同
窓
会
半
世
紀
の
節
目
を
見
事
に
締
め
括

ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
大
学
退
任
時
に
後
輩
の
た
め
に
基
金
を
作
り
毎
年
卒
業
式
時
に
最
優
秀

卒
業
生
に
「
大
原
賞
」
を
贈
呈
さ
れ
同
窓
生
と
し
て
後
輩
の
為
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
現
役
引
退
後
1
0
4
歳
に
な
っ
た
晩
年
ま
で
同
門
の
有
志
が
集
ま
っ

て
誕
生
会
（
誕
生
日
は
3
月
3
日
）
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
若
い

り
ま
す
。
先
生
、
長
い
間
色
々
と
ご
指
導
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
生
が
育

て
ら
れ
た
同
窓
会
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
、
ご
意
志
を
継
い
で
努
力
し
て
ゆ

く
所
存
で
す
。

　

巨
星
お
ち
て
尚
、
お
志
は
あ
か
あ
か
と
輝
き
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

先
生
が
安
ら
か
に
眠
ら
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
原
一
枝
先
生
を
偲
ん
で

一
般
財
団
法
人
加
多
乃
会　

会
長　

水　

野　

孝　

子
（
29
回
生
）

　

関
西
医
科
大
学
卒
業
生
は
現
在
8
2
5
5
人
（
1
～
86
回
）
、
内
女
性
は

4
1
8
4
名
で
す
。

　

大
原
一
枝
先
生
は
こ
の
卒
業
生
の
中
で
屈
指
に
入
る
優
秀
な
先
生
で
、
女
性
卒

業
生
の
中
で
も
先
生
に
継
ぐ
方
は
数
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
先
生

は
関
西
医
科
大
学
創
立
後
、
初
め
て
の
女
性
教
授
と
し
て
ご
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
原
先
生
は
4
回
生
、
私
は
29
回
生
で
、
先
生
に
は
大
学
で
の
講
義
や
ポ
リ
ク

リ
等
で
教
わ
っ
た
記
憶
は
な
く
、
教
授
ご
就
任
後
も
接
す
る
機
会
は
少
な
く
、
私

が
同
窓
会
理
事
と
し
て
就
任
以
来
、
先
生
に
お
近
付
き
に
な
れ
ま
し
た
。
私
の
恩

師
鮫
島
美
子
先
生
（
関
西
医
科
大
学
名
誉
教
授
）
と
、
大
原
先
生
の
同
級
生
で
無

二
の
ご
友
人
の

故
福
嶋
信
子
先
生
（
関
西
医
科
大
学
元
教
授
）
と
は
三
羽
烏
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
福
嶋
先
生
が
若
く
し
て
逝
去
さ
れ
、
以
降
先
生
は
鮫
島

先
生
に
は
ご
姉
妹
の
よ
う
に
鮫
島
さ
ん
、
鮫
島
さ
ん
と
声
を
か
け
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
私
が
若
い
頃
は
、
大
原
先
生
の
こ
と
は
鮫
島
先
生
や

故
塩
崎
安
子
先
生
を
通

じ
て
し
か
存
じ
上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
窓
会
に
係
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
改
め
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心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

緒　

方　

文　

江
（
16
回
生
）

　

大
原
先
生
の
ご
逝
去
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

先
生
の
笑
顔
と
、
優
し
く
し
て
頂
い
た
お
心
遣
い
を
想
い
出
し
、
悲
し
さ
と
淋

し
さ
が
胸
一
杯
に
広
が
り
ま
す
。

　

『
世
界
最
初
の
女
性
医
師
』
の
翻
訳
の
著
書
、
ま
た
『
集
塵
抄
』
、
度
々
頂
い

た
お
手
紙
等
を
読
み
な
が
ら
、
唯
々
多
く
の
示
唆
を
心
に
繰
り
返
し
呟
き
な
が
ら
、

合
掌
し
て
い
ま
す
。
国
際
女
医
会
で
も
ご
活
躍
頂
き
ま
し
た
。

　

美
し
く
、
か
ぐ
わ
し
く
、
聡
明
な
先
生
。
あ
ま
り
に
も
立
派
な
先
生
で
し
た
。

　

で
も
皆
様
方
の
ご
厚
情
を
得
て
、
1
0
5
歳
の
年
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。
今
は
可
愛
が
っ
て
お
ら
れ
た
「
ス
ー
ジ
ー
」
と
い
う
犬
の
頭
を
撫
で
な
が

ら
、
ほ
ほ
笑
ん
で
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

私
も
先
生
の
教
え
、
生
き
方
を
心
に
留
め
て
、
残
り
の
人
生
を
過
ご
そ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
関
西
医
大
の
大
き
な
存
在
だ
っ
た
先
生
、
こ
れ
か
ら
も
関
西
医
大

の
上
に
思
い
を
寄
せ
て
、
天
国
か
ら
見
守
っ
て
お
ら
れ
ま
す
で
し
ょ
う
。

　

九
州
の
隅
か
ら
ご
冥
福
を
祈
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

時
は
後
輩
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
、
老
い
て
は
皆
に
慕
わ
れ
続
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
女
医
と
し
て
、
特
筆
す
べ
き
は
昭
和
31
年
9
月
（
毎
日
新
聞
、
朝
日
新
聞

に
も
掲
載
）
に
開
か
れ
た
国
際
女
医
会
理
事
会
に
、
日
本
か
ら
戦
後
は
じ
め
て
日

本
代
表
と
し
て
出
席
さ
れ
、
70
日
間
一
人
で
ド
イ

ツ
、
ア
メ
リ
カ
等
を
廻
り
女
医
医
学
状
況
の
情
報

を
収
集
す
る
傍
ら
、
有
名
な
皮
膚
科
教
室
を
ま
わ

り
主
任
教
授
ほ
か
色
々
な
方
々
と
会
わ
れ
、
ご
自

身
の
研
究
領
域
で
あ
る
皮
膚
科
の
情
報
交
換
な
ど

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
そ
の
後
、
関
西
医
科
大
学
図
書
館
長
の

頃
に
も
お
一
人
で
世
界
一
周
の
見
学
旅
を
さ
れ
、

多
方
面
に
わ
た
っ
て
見
聞
を
広
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

男
女
格
差
の
厳
し
い
時
代
に
、
常
人
で
は
歩
め
な

い
人
生
を
先
生
の
天
性
と
能
力
で
生
涯
を
送
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
最
期
は
ご
親
戚
の
西
村
公
夫
様
、

大
原　

孝
先
生
、
同
窓
会
事
務
の
花
井
榮
子
様
に

優
し
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
て
、
本
当
に
お
幸
せ

で
し
た
。
先
生
の
美
し
い
永
遠
の
微
笑
み
は
皆
の

心
に
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
菩
提
寺
で
あ
る
京
都
・
一
休
寺
で
ご
両

親
と
三
人
で
楽
し
く
語
ら
れ
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

先
生
が
お
書
き
に
な
り
同
窓
会
館
に
掲
額
し
て
い
ま
す
直
筆
の
書

　
　

さ
び
し
さ
の　

き
わ
み
に
た
え
て　

あ
め
つ
ち
に

　
　

よ
す
る
い
の
ち
を　

つ
く
づ
く
と
お
も
ふ　
　
　

伊
藤
左
千
夫 

作
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香
里
病
院
へ
駆
け
つ
け
た
が
、
先
生
は
既
に
死
に
化
粧
を
し
て
頂
い
て
お
ら
れ
た
。

肉
体
の
苦
痛
か
ら
解
き
放
た
れ
た
先
生
は
、
静
か
で
美
し
か
っ
た
。

　

遺
影
に
よ
い
お
写
真
が
あ
る
の
で
す
が
、
と
花
井
さ
ん
が
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。

お
誕
生
日
に
事
務
の
方
た
ち
が
歳
の
数
の
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
を
花
束
に
し
て
贈
ら
れ

て
い
た
が
、
そ
の
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
前
に
静
か
に
微
笑
ん
で
お
ら
れ
る
、
美
し
く

え
も
言
わ
れ
ぬ
品
の
あ
る
写
真
で
、
一
度
で
決
ま
っ
た
。

　

教
授
ご
退
任
後
、
御
堂
筋
に
面
し
た
東
芝
ビ
ル
で
数
年
ご
開
業
の
後
、
ご
自
宅

の
長
屋
門
の
あ
る
光
善
寺
の
家
に
住
ま
わ
れ
、
い
つ
も
母
校
の
こ
と
を
見
守
り
続

け
て
お
ら
れ
た
。

　

年
に
一
度
、
数
人
の
門
下
生
が
大
原
先
生
を
囲
む
会
で
ご
馳
走
を
楽
し
ん
だ
の

が
1
9
9
9
年
ま
で
。
義
弟
の
永
井
さ
ん
と
同
居
し
て
お
ら
れ
た
先
生
80
代
後
半

は
枚
方
同
志
で
あ
っ
た
の
で
よ
く
伺
っ
た
。

　

長
屋
門
を
潜
る
と
、
無
類
の
犬
好
き
の
先
生
の
愛
犬
ミ
ニ
ダ
ッ
ク
ス
フ
ン
ト
の

ス
ー
ジ
ー
が
飛
ん
で
く
る
。
続
い
て
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
ナ
ミ
さ
ん
が
に
こ
に
こ

現
れ
、
絵
や
書
の
お
好
き
な
先
生
の
応
接
間
や
リ
ビ
ン
グ
で
お
菓
子
や
お
食
事
を

頂
戴
し
な
が
ら
、
よ
も
や
ま
話
を
す
る
楽
し
い
一
刻
を
も
っ
た
。
先
生
の
お
膝
や

足
下
に
ス
ー
ジ
ー
が
常
に
ま
と
い
つ
く
。

　

私
の
友
人
、
倉
内
暎
雄
医
師
が
用
意
万
端
調
え
て
四
輪
駆
動
の
車
に
先
生
と
私

を
乗
せ
、
有
名
な
し
だ
れ
桜
、
藤
、
寺
等
を
案
内
し
て
く
だ
さ
り
、
義
弟
の
永
井

さ
ん
の
ご
希
望
で
出
来
た
て
の
明
石
海
峡
大
橋
を
渡
っ
た
こ
と
も
懐
か
し
い
。

　

お
手
伝
い
の
ナ
ミ
さ
ん
が
家
庭
の
都
合
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
帰
っ
た
と
き
は
、
思
案

の
末
、
ス
ー
ジ
ー
共
々
加
多
乃
会
館
の
隣
の
「
ナ
ー
ビ
ス
平
代
」
、
次
い
で
ス
ー

ジ
ー
の
た
め
に
お
部
屋
の
改
装
を
し
て
ご
自
宅
へ
帰
ら
れ
た
が
、
老
衰
に
勝
て
ず

ス
ー
ジ
ー
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
終
の
住
宅
と
な
っ
た
「
サ
ン
セ
ー
ル

香
里
園
」
に
入
居
さ
れ
た
。

　

自
分
の
都
合
で
サ
ン
セ
ー
ル
へ
余
り
伺
え
な
く
な
っ
た
私
は
、
い
つ
も
先
生
の

こ
と
を
心
に
か
け
て
い
た
が
、
花
井
さ
ん
が
心
も
手
も
行
き
届
い
た
面
倒
見
を
し

　

お
悔
や
み
の
言
葉

内　

藤　

博　

江
（
22
回
生
）

　

関
西
医
科
大
学
名
誉
教
授　

大
原
一
枝
先
生
の
突
然
の
ご
逝
去
の
報
に
、
私
た

ち
同
窓
生
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
深
い
悲
し
み
に
打
ち
の
め
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

1
0
5
歳
と
い
う
天
寿
を
全
う
さ
れ
た
と
は
言
え
、
も
っ
と
も
っ
と
長
生
き
し

て
頂
き
た
か
っ
た
の
に
、
誠
に
無
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

大
原
一
枝
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
母
校
関
西
医
科
大
学
及
び
同
窓
会
に
対

し
て
強
い
愛
情
を
持
っ
て
、
多
大
な
る
貢
献
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
に
対
し
て
、
私
た
ち
は
深
い
感
謝
を
捧
げ
て
お
り
ま
す
。
中
で
も
、
同
窓
会
誌

「
お
と
づ
れ
」
の
編
集
・
発
行
に
長
年
に
わ
た
り
実
に
絶
大
な
る
ご
尽
力
を
頂
き

ま
し
た
こ
と
を
、
私
た
ち
は
い
つ
ま
で
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

大
原
一
枝
先
生
の
、
ご
生
前
の
業
績
を
た
た
え
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
あ
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

　

晩
年
の
師
を
偲
ん
で

南　
　
　

路　

子
（
27
回
生
）

　

1
0
0
歳
を
過
ぎ
て
、
体
調
を
崩
さ
れ
て
も
す
ぐ
立
ち
直
っ
て
い
ら
し
た
先
生

が
、
「
い
よ
い
よ
ご
臨
終
で
す
」
と
同
窓
会
事
務
の
花
井
さ
ん
か
ら
連
絡
頂
い
て
、
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診
察
衣
姿
で
来
ら
れ
、
「
孝
さ
ん
、
頑
張
っ
て
ね
」
と
パ
ー
カ
ー
の
万
年
筆
・
ボ

ー
ル
ペ
ン
・
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
の
3
点
セ
ッ
ト
を
下
さ
っ
た
。
そ
の
後
、
間
も

な
く
大
学
を
退
職
さ
れ
、
此
の
3
点
セ
ッ
ト
は
今
も
使
用
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。

　

先
生
が
大
学
退
職
後
に
開
業
さ
れ
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
尋
ね
た
時
に
は
、
本
町
駅

地
下
街
で
の
食
事
や
、
同
窓
会
例
会
後
、
京
阪
電
車
で
一
緒
に
帰
る
際
に
は
、
戦

前
戦
中
戦
後
の
本
学
病
院
の
諸
々
の
お
話
を
お
聞
き
し
た
。
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
「
先
生
が
医
師
に
な
り
た
て
の
頃
の
門
真
付
近
は
湿
地
帯
で
、
病
院
か
ら

患
者
宅
へ
往
診
す
る
時
は
、
駅
付
近
か
ら
迎
え
の
手
漕
ぎ
の
船
で
目
的
地
ま
で
行

く
必
要
が
あ
っ
た
事
」
、
戦
争
中
「
空
襲
警
報
の
際
に
内
科
の
鮫
島
美
子
現
名
誉

教
授
⑬
が
滝
井
病
院
の
屋
上
で
防
空
頭
巾
姿
で
状
況
報
告
を
さ
れ
た
事
」
、
戦
後

は
「
疥
癬
が
流
行
し
、
病
院
廊
下
に
桶
を
設
置
し
て
硫
黄
を
入
れ
た
風
呂
で
治
療

し
た
事
」
、
「
病
院
か
ら
医
師
職
員
用
に
配
給
さ
れ
た
米
を
研
ぐ
と
、
米
が
水
面

に
浮
い
て
く
る
不
良
米
が
用
い
ら
れ
た
事
が
問
題
と
な
っ
た
時
、
先
生
が
職
員
代

表
と
し
て
時
の
病
院
長
内
科
学
教
授　

前
田
東
作
先
生
に
現
状
を
訴
え
、
改
善
を

求
め
ら
れ
た
事
」
、
「
戦
後
学
校
病
院
経
営
が
難
し
く
、
充
分
な
給
与
が
得
ら
れ

ず
教
職
医
師
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
併
業
が
認
め
ら
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
事
」
、
「
同
窓

会
会
長
を
学
長
が
兼
任
さ
れ
て
い
た
の
を
、
卒
業
生
の
強
い
思
い
が
学
校
法
人
か

ら
同
窓
会
を
独
立
さ
せ
同
窓
卒
業
生
が
会
長
と
な
っ
た
事
」
、
「
同
窓
会
を
社
団

法
人
化
す
る
際
、
文
部
省
迄
出
向
い
て
交
渉
し
た
が
、
法
制
度
改
正
で
社
団
法
人

移
行
が
行
き
詰
っ
た
。
こ
の
時
の
理
事
長　

荻
生
規
矩
夫
先
生
が
財
団
法
人
へ
の

移
行
案
を
ご
示
唆
下
さ
り
、
財
団
法
人　

加
多
乃
会
が
設
立
出
来
た
事
」
な
ど
千

夜
一
夜
の
話
を
感
じ
さ
せ
る
。
荻
生
規
矩
夫
先
生
ご
逝
去
の
際
に
は
、
先
生
と
東

京
の
ご
自
宅
へ
弔
問
に
同
行
さ
せ
て
頂
い
た
。
そ
の
時
の
新
幹
線
車
中
で
先
生
が

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
閉
じ
る
と
話
さ
れ
、
間
も
無
く
静
か
な
生
活
に
移
ら
れ
た
。

　

先
生
の
お
父
上　

大
原
武
夫
氏
は
戦
前
毎
日
新
聞
社
で
欧
米
主
要
都
市
の
海
外

特
派
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
た
が
、
退
職
後
は
リ
ー
ダ
ー
ス
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

の
翻
訳
や
エ
ッ
セ
イ
や
哲
学
書
の
翻
訳
も
さ
れ
て
い
た
。
お
父
上
が
新
た
な
翻
訳

て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

　

関
西
医
大
一
筋
に
生
き
て
こ
ら
れ
た
先
生
、
ご
墓
所
で
あ
る
一
休
寺
の
自
然
の

中
で
ゆ
っ
く
り
お
休
み
く
だ
さ
い
。

　

大
原
一
枝
先
生
を
偲
ん
で大　

原　
　
　

孝
（
32
回
生
）

　

本
学
の
元
皮
膚
科
学
講
座
教
授　

大
原
一
枝
名
誉
教
授
④
は
、
平
成
30
年
11
月

12
日
、
関
西
医
大
香
里
病
院
で
呼
吸
不
全
に
よ
り
逝
去
さ
れ
た
。
従
兄
弟
の
一
人

と
し
て
思
い
出
を
綴
り
、
先
生
へ
の
哀
悼
の
言
葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

先
生
は
本
学
卒
業
後
、
皮
膚
科
泌
尿
器
科
教
室
へ
入
局
さ
れ
、
京
都
大
学
皮
膚

病
学
黴
毒
学
教
室
で
真
菌
の
研
究
の
ご
指
導
を
受
け
て
お
ら
れ
た
。
私
が
関
西
医

科
大
学
専
門
部
へ
入
学
後
の
昭
和
35
年
夏
、
皮
膚
科
学
教
室
医
員
と
数
名
の
学
生

と
が
先
生
の
研
究
発
表
の
た
め
の
実
験
を
手
伝
う
事
と
な
っ
た
。
夏
休
み
中
実
験

室
と
な
っ
た
滝
井
旧
館
本
館
１
階
の
部
屋
で
、
実
験
用
の
20
～
30
匹
い
た
と
思
う

ラ
ッ
ト
飼
育
を
行
っ
た
。
最
初
に
受
け
た
注
意
は
「Rattenn V

iruskrankheit

（
ラ
ッ
ト
感
染
症
）
の
予
防
に
つ
い
て
」
で
あ
っ
た
。
毎
朝
飼
育
ラ
ッ
ト
の
体
重

測
定
、
餌
と
飲
料
水
補
給
・
飼
育
ゲ
ー
ジ
清
掃
等
を
行
っ
た
。
皮
膚
科
学
教
室
千

葉
圭
子
先
生
⑲
に
よ
る
ラ
ッ
ト
へ
の
真
菌
投
与
の
見
学
と
、
夏
休
み
終
り
頃
に
屠

殺
解
剖
迄
見
学
さ
せ
て
頂
い
た
。
此
の
時
の
研
究
成
果
が
皮
膚
科
学
会
の
学
会
賞

受
賞
と
な
っ
た
。
後
に
「
ム
コ
ー
ル
及
び
ム
コ
ー
ル
症
の
研
究
」
大
原
一
枝
、
千

葉
圭
子
の
論
文
の
別
刷
を
頂
い
た
。

　

昭
和
46
年
7
月
の
あ
る
日
、
私
が
泌
尿
器
科
外
来
診
察
終
了
時
に
突
然
先
生
が
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協
会
か
ら
授
与
さ
れ
た
「
第
一
回
国
際
先
駆
者
賞
」
の
受
賞
と
、
米
国
で
の
授
与

式
に
お
伴
を
し
た
こ
と
を
書
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
2
月
24
日
に
米
国
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
に
お
い
てA

A
D

（A
m

erican 
A

cadem
y of D

erm
atology

）
傘
下
のW

D
S

（W
om

en's D
erm

atologic 
Society

）
か
ら
、
そ
の
総
会
の
席
で
「
第
一
回　

国
際
先
駆
者
賞
」
が
先
生
に

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
理
由
は
⑴
皮
膚
科
学
に
お
け
る
女
性
の
地
位
を
高
め
た
、

⑵
女
性
の
た
め
の
よ
き
指
導
者
と
し
て
の
任
を
は
た
し
た
、
⑶
皮
膚
病
学
又
は
医

学
の
分
野
で
刮
目
す
べ
き
業
績
を
あ
げ
た
、
⑷
女
性
問
題
又
は
皮
膚
科
学
に
た
ず

さ
わ
る
女
性
に
と
っ
て
先
達
と
し
て
後
進
へ
の
道
を
拓
い
た
、
の
4
条
項
を
満
た

す
女
性
皮
膚
科
医
に
今
後
5
年
に
一
度
授
与
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

米
国
で
の
受
賞
式
へ
の
出
席
は
、
当
時
88
歳
（
高
齢
？
）
で
の
苦
手
の
航
空
機

で
の
長
旅
の
た
め
、
先
生
の
お
心
は
迷
い
に
迷
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
田
上
八
朗
東

北
大
学
皮
膚
科
教
授
、
発
地
雅
夫
信
州
大
学
病
理
学
教
授
、
小
川
秀
興
順
天
堂
大

学
皮
膚
科
教
授
・
学
長
兼
任
な
ど
の
諸
教
授
の
「
女
性
医
師
の
み
な
ら
ず
日
本
の

皮
膚
科
医
全
体
の
栄
誉
で
あ
る
」
と
の
祝
辞
と
激
励
の
お
言
葉
、
特
に
煩
雑
な
書

類
作
成
の
労
を
お
取
り
下
さ
っ
た
田
上
教
授
の
お
励
ま
し
と
、
柄
川
武
子
氏
㉞
と

西
嶋
の
お
伴
の
申
し
出
が
あ
り
、
渡
米
の
決
行
を
決
意
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

出
発
の
2
月
22
日
は
日
本
で
は
一
番
寒
い
時
期
で
し
た
が
、
経
由
地
の
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
で
は
太
陽
が
照
り
つ
け
、
着
衣
を
ノ
ー
ス
リ
ー
ブ
一
枚
に
変
え
た
こ
と
、

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
の
空
港
に
は
黒
塗
り
の
リ
ム
ジ
ン
が
迎
え
に
来
て
く
れ
て
い

た
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
は
2
0
0
1
年
の
9
・
11
テ
ロ
の
後
で
も
あ
り
、
空
港
で
の

security check

が
こ
と
の
ほ
か
厳
し
く
、
大
原
先
生
は
帽
子
を
取
ら
れ
て
驚
い

て
お
ら
れ
た
こ
と
、
会
場
と
な
っ
た
ヒ
ル
ト
ン
・
ホ
テ
ル
で
到
着
翌
朝
の
バ
イ
キ

ン
グ
形
式
の
朝
食
時
、
ド
イ
ツM

ünchen

大
学Plew

ig

教
授
と
ご
一
緒
に
な
り

ご
挨
拶
し
た
折
、
傍
に
居
ら
れ
た
大
原
先
生
を
ご
覧
に
な
っ
て
「Is she your 

m
ather?

」
と
お
尋
ね
に
な
っ
た
の
で
、
「O

h no, she is our em
eritus 

Professor. She cam
e here, because tom

orrow
 she w

ill be given the 

中
に
病
魔
に
よ
り
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
為
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
閉
じ
ら
れ
た
先
生
は
、

お
父
上
の
志
を
受
け
て
残
る
部
分
を
翻
訳
し
、
完
成
さ
せ
て
発
刊
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
嘗
て
一
般
財
団
法
人
加
多
乃
会
の
「
高
齢
者
福
祉
の
た
め
の
研
究
会
」
の
施

設
見
学
会
参
加
で
納
得
さ
れ
て
い
た
施
設
で
あ
る
「
介
護
付
き
高
齢
者
施
設
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
・
サ
ン
セ
ー
ル
香
里
園
」
に
入
居
さ
れ
た
。

　

今
年
1
0
4
歳
に
な
ら
れ
た
お
誕
生
日
祝
い
を
、
先
生
は
少
女
の
よ
う
に
喜
ん

で
お
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
先
生
が
お
世
話
に
な
ら
れ
ま
し
た
関
西
医
科
大
学
の
皆

様
、
学
会
の
皆
様
に
感
謝
し
つ
つ
、
満
足
な
生
涯
を
終
え
ら
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。

先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

関
西
医
科
大
学
名
誉
教
授

　
　
　

大
原
一
枝
先
生
を
偲
ん
で

西　

嶋　

攝　

子
（
39
回
生
）

　

皆
さ
ま
す
で
に
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
大
原
一
枝
先
生
が
平
成
30
年
11
月
12
日
の

午
後
に
満
1
0
5
歳
の
天
寿
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。
追
悼
号
に
不
肖
の
弟
子
で
あ

る
私
に
も
一
筆
書
く
よ
う
に
と
、
同
窓
会
「
お
と
づ
れ
」
の
編
集
委
員
会
か
ら
指

名
さ
れ
た
時
に
は
正
直
と
て
も
戸
惑
い
ま
し
た
。
私
た
ち
（
39
回
生
）
が
先
生
の

講
義
を
受
け
た
最
後
の
学
年
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
約
半
世
紀
も
以
前
か
ら
仰
ぎ

見
る
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
先
生
の
「
偲
び
草
」
を
書
く
な
ど
、
こ
れ
ま
で
想
像

す
る
こ
と
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

前
置
き
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
、
私
に
（
だ
け
）
書
く
こ
と
が
出
来
る
こ
と

は
？
と
考
え
、
先
生
の
数
あ
る
ご
業
績
の
中
の
一
つ
で
あ
る
米
国
女
性
皮
膚
科
医
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大
原
一
枝
先
生
を
偲
ん
で

 

三　

木　

耕
一
郎
（
45
回
生
）

　

大
原
一
枝
先
生
に
は
お
二
人
の
お
父
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
お
一
人
は

大
原
先
生
が
敬
わ
れ
て
い
て
、
多
く
の
方
が
ご
存
じ
の
大
原
武
夫
さ
ん
で
す
。
そ

し
て
も
う
一
人
が
中
尾
義
則
さ
ん
で
す
。

　

こ
の
方
は
大
原
先
生
の
実
の
父
で
す
が
、
大
原
先
生
曰
く
「
放
蕩
者
で
家
の
売

れ
る
も
の
を
売
り
払
っ
て
し
ま
っ
た
」
人
で
す
。
そ
し
て
、
私
の
祖
母
の
出
自
が

中
尾
家
で
し
た
の
で
、
私
自
身
は
祖
母
に
連
れ
ら
れ
て
、
子
供
の
頃
か
ら
中
尾
家

に
よ
く
出
入
り
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
関
係
で
、
私
が
関
西
医
科
大
学
に

入
学
し
た
と
き
か
ら
、
親
に
言
わ
れ
る
ま
ま
、
節
目
節
目
で
ご
挨
拶
と
近
況
報
告

を
兼
ね
て
大
原
先
生
を
お
伺
い
し
て
い
ま
し
た
。
関
西
医
大
の
教
授
室
、
本
町
の

診
療
所
、
ご
自
宅
と
あ
ち
こ
ち
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。
近
づ
き
難
い
立
派
な
先
生

で
し
た
の
で
、
私
は
何
時
も
こ
わ
ご
わ
で
し
た
が
、
先
生
は
少
し
お
話
を
し
た
後
、

食
事
に
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
、
大
原
先
生
は
「
少
し

怖
い
け
れ
ど
も
頼
り
に
な
る
優
し
い
方
」
で
し
た
。

　

約
15
年
前
、
た
ま
た
ま
ご
自
宅
を
訪
問
し
た
折
、
身
内
の
方
が
皆
さ
ん
亡
く
な

ら
れ
て
し
ま
い
、
大
原
先
生
が
お
手
伝
い
さ
ん
と
愛
犬
ス
ー
ジ
ー
ち
ゃ
ん
と
で
生

活
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
ま
だ
足
も
し
っ
か
り
さ
れ
て

お
り
、
ご
自
分
で
何
処
に
で
も
自
由
に
行
く
こ
と
が
で
き
、
お
友
達
の
方
々
も
大

原
先
生
の
元
を
訪
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
90
歳
を
過
ぎ
ら
れ
た
頃
か
ら
徐
々
に
足

が
弱
く
な
ら
れ
、
外
出
も
一
人
で
は
遠
出
は
難
し
く
な
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
気

晴
ら
し
に
な
る
か
も
と
、
そ
の
頃
か
ら
大
原
先
生
を
訪
問
す
る
頻
度
が
増
え
ま
し

た
。
ま
た
、
少
し
で
も
刺
激
に
な
れ
ば
と
考
え
、
私
の
家
族
と
一
緒
に
大
原
先
生

を
外
出
に
誘
う
こ
と
も
増
え
ま
し
た
。

A
w

ard by W
om

en's D
erm

atologic Socety

」
と
お
答
え
し
た
と
こ
ろ
、

Plew
ig

教
授
は
「O

h m
y big m

istake!

」
と
恐
縮
さ
れ
て
、
丁
寧
に
ご
祝
辞
を

伝
え
ら
れ
た
こ
と
、
な
ど
沢
山
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

同
時
に
開
催
さ
れ
て
い
たA

m
eirican A

cadem
y of D

erm
atology

は
米
国

最
大
の
皮
膚
科
学
会
で
あ
り
、
私
も
こ
の
時
が
最
初
の
参
加
で
し
た
。
欧
米
か
ら

多
数
の
皮
膚
科
医
が
集
ま
る
の
で
す
が
、
皮
膚
科
医
で
な
く
て
も
楽
し
め
ま
す

よ
！
と
以
前
か
ら
聞
い
て
い
た
と
お
り
、
皮
膚
科
医
で
な
い
柄
川
氏
も
結
構
楽
し

ん
で
お
ら
れ
た
ご
様
子
に
私
も
安
堵
致
し
ま
し
た
。

　

大
原
先
生
、
有
意
義
で
楽
し
い
思
い
出
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
役
職
は
当
時
の
も
の
で
す
。

参
考
文
献
：
大
原
一
枝
：
お
と
づ
れ　

第
1
1
7
号
、
Ｐ
25
〜
27

　

こ
の
時
授
与
さ
れ
た
賞
杯
は
銀
杯
の
ボ
ウ
ル
で
、
表
面
に
は
以
下
の
刻
印
が
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
同
窓
会
事
務
室
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
Women's Dermatologic Society
　2002 International Pioneer Award For
　　Distinguished Women in Dermatology
　Kazue Ohara , M.D.PhD.
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の
本
学
出
身
の
講
座
主
任
教
授
が
退
任
さ
れ
て
し
ま
っ
て
…
」
と
の
話
が
あ
っ
た
。

そ
れ
が
皮
膚
科
の
大
原
一
枝
名
誉
教
授
の
事
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

〈
機
転
〉
直
接
お
目
に
掛
か
っ
た
の
は
、
先
生
が
同
窓
会
会
長
の
時
、
当
時
の
制

度
で
任
命
評
議
員
内
で
行
わ
れ
た
理
事
の
互
選
選
挙
に
際
し
「
開
票
係
は
四
方
さ

ん
と
M
さ
ん
」
と
大
原
会
長
が
大
声
で
投
票
前
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
私
達
は
最
若

年
評
議
員
で
知
名
度
も
低
く
、
大
半
の
評
議
員
が
女
子
医
専
の
先
生
方
の
中
で
理

事
に
選
ば
れ
る
は
ず
も
な
か
っ
た
の
だ
が
、
先
生
の
一
声
で
有
権
者
の
選
択
肢
に

刷
り
込
ま
れ
、
理
事
を
務
め
る
事
に
な
っ
て
、
同
じ
く
当
選
し
た
M
先
生
と
顔
を

見
合
わ
せ
た
。

〈
祝
賀
〉
昭
和
58
年
、
同
窓
会
創
立
50
周
年
の
祝
賀
会
が
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

と
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。
１
回
生
は
じ
め
女
子
医
専
の
先
生
方
も
ま
だ
ま

だ
お
元
気
で
、
祝
賀
会
で
の
久
々
の
再
会
を
楽
し
み
に
さ
れ
る
中
、
関
西
医
大
以

後
の
役
員
と
の
間
で
企
画
の
食
い
違
い
も
有
り
、
締
め
括
り
の
宴
で
の
出
し
物
が

直
前
ま
で
プ
ロ
の
出
演
者
が
未
定
で
盛
り
上
が
り
に
懸
念
が
有
っ
た
と
こ
ろ
、
加

多
乃
会
館
で
夜
遅
く
、
こ
ち
ら
が
出
し
た
ア
イ
デ
ア
が
バ
イ
オ
リ
ン
の
辻　

久
子
、

先
生
の
縁
者
で
も
あ
っ
た
フ
ォ
ー
ク
の
高
石
と
も
や
、
我
々
の
年
齢
か
ら
言
っ
て

逆
で
は
な
い
か
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
れ
た
。
宴
も
終
わ
り
、

こ
の
時
主
会
場
正
面
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
2
×
4
ｍ
も
あ
ろ
う
か
と
い
う
同
窓
会

50
周
年
と
い
う
パ
ネ
ル
が
、
片
付
け
で
打
ち
捨
て
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
見

て
忍
び
な
く
、
加
多
乃
会
館
へ
運
ば
せ
会
館
売
却
ま
で
3
階
ホ
ー
ル
で
の
エ
ン
ブ

レ
ム
と
さ
れ
た
の
が
先
生
で
あ
り
ま
し
た
。

〈
被
差
別
〉
「
四
方
さ
ん
私
達
差
別
を
受
け
た
の
。
女
子
医
専
の
頃
は
、
同
じ
助

手
で
も
男
性
の
助
手
と
給
料
が
違
う
か
っ
た
の
よ
」

「
戦
後
滝
井
の
傍
で
、
鮫
島
さ
ん
と
一
緒
に
居
た
時
、
銭
湯
に
行
く
と
（
痩
せ
て

し
ま
っ
て
）
石
鹸
が
両
足
の
太
腿
の
間
か
ら
す
る
り
と
滑
り
落
ち
る
の
」

〈
艶
〉
80
歳
を
超
え
た
松
下
幸
之
助
に
会
っ
た
女
性
が
「
男
と
し
て
の
色
気
を
感

じ
た
」
と
語
っ
た
と
い
う
の
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
が
、
一
枝
先
生
に
お
か
れ
て

　

香
里
園
の
高
齢
者
施
設
に
入
所
後
も
、
で
き
る
だ
け
頻
繁
に
お
伺
い
し
よ
う
と

思
い
つ
つ
も
、
2
〜
3
ヵ
月
間
隔
が
空
い
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
行
く
と
、
私
を
見
つ
け
る
と
手
を
振
っ
て
く
だ
さ
り
、
歓
迎
し
て
頂
け
ま
し

た
。
少
し
お
話
を
し
た
後
は
車
椅
子
で
施
設
内
や
、
時
に
は
施
設
の
周
り
を
散
歩

し
、
1
階
の
休
憩
所
で
お
茶
と
お
や
つ
を
頂
く
の
が
定
番
で
し
た
。
1
0
5
歳
で

も
お
元
気
さ
は
変
わ
ら
ず
、
1
2
0
歳
な
ん
て
軽
い
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、

2
0
1
8
年
7
月
に
足
を
骨
折
さ
れ
た
と
の
連
絡
を
頂
き
ま
し
た
。
当
初
、
大
原

先
生
の
こ
と
だ
か
ら
き
っ
と
回
復
さ
れ
る
と
疑
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
手

術
後
は
い
つ
お
見
舞
い
に
伺
っ
て
も
た
ま
に
目
を
開
け
て
く
だ
さ
る
だ
け
で
、
ほ

と
ん
ど
眠
っ
て
ば
か
り
で
し
た
。
自
分
に
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
思
い
つ

つ
も
、
何
も
思
い
つ
か
な
い
ま
ま
時
間
が
過
ぎ
、
11
月
に
ご
逝
去
の
ご
連
絡
を
頂

き
ま
し
た
。

　

大
原
先
生
は
、
私
に
と
っ
て
怖
い
存
在
で
し
た
が
、
同
時
に
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
優

し
い
存
在
で
し
た
。
先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

わ
れ
ら
が
誇
り
大
原
一
枝
先
生

四　

方　

伸　

明
（
46
回
生
）

　

大
原
一
枝
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
。

　

一
枝
先
生
と
私
の
接
点
は
、
長
い
長
い
一
枝
先
生
の
脈
絡
の
限
ら
れ
た
断
片
で

あ
り
、
前
後
の
歴
史
か
ら
辻
褄
の
合
わ
な
い
記
憶
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
記
録
に

残
す
意
味
で
も
綴
っ
て
お
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

昭
和
47
年
、
関
西
医
大
入
学
時
、
ク
ラ
ス
担
任
の
榎
坂
教
授
か
ら
「
た
だ
一
人
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拝
見
し
、
こ
う
あ
り
た
い
も
の
と
皆
で
感
嘆
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
7
月
1
日
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
関
西
医

科
大
学
創
立
90
周
年
式
典
に
も
ご
出
席
さ
れ
、
そ
の
お
元
気
な
お
声
と
ご
健
啖
ぶ

り
に
ご
臨
席
さ
れ
た
誰
も
が
益
々
の
ご
長
寿
を
確
信
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

誠
に
残
念
な
が
ら
、
す
ぐ
あ
と
の
平
成
30
年
7
月
9
日
に
右
大
腿
骨
を
骨
折
さ

れ
、
関
西
医
科
大
学
附
属
病
院
整
形
外
科
に
て
緊
急
手
術
を
お
受
け
に
な
り
、
平

成
30
年
7
月
20
日
か
ら
は
当
院
整
形
外
科
に
転
院
さ
れ
ご
療
養
を
続
け
ら
れ
ま
し

た
。
ご
療
養
中
病
院
食
は
お
口
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
平
成
30
年
8
月

24
日
ご
退
院
後
に
は
、
馴
染
み
の
お
店
か
ら
届
け
ら
れ
た
好
物
の
鰻
を
3
日
間
連

続
で
召
し
上
が
ら
れ
た
と
伺
い
、
ご
回
復
ぶ
り
に
安
堵
し
た
も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
骨
折
術
後
の
体
力
の
低
下
は
否
め
ず
感
染
症
を
併
発
さ
れ
、
平

成
30
年
10
月
25
日
よ
り
当
院
内
科
に
ご
入
院
さ
れ
ま
し
た
。
治
療
に
よ
り
種
々
の

所
見
は
比
較
的
安
定
さ
れ
て
は
い
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
日
中
も
お
眠
り
に
な
っ

て
い
る
時
間
が
多
く
な
り
、
お
食
事
も
な
か
な
か
進
ま
な
い
よ
う
に
な
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
。
平
成
30
年
11
月
11
日
に
は
、
お
見
舞
い
に
来
て
い
た
だ
い
た
同
窓
会

事
務
花
井
榮
子
様
か
ら
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
お
人
形
を
大
変
お
喜
び
に
な
り
ま

し
た
が
、
何
時
に
な
く
長
く
そ
の
手
を
お
離
し
に
な
ら
れ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。
平
成
30
年
11
月
12
日
の
午
後
、
急
に
ご
容
態
が
お
変
わ
り
に
な

り
、
直
ち
に
当
方
な
ら
び
に
多
数
の
医
師
に
よ
り
救
命
処
置
を
施
し
ま
し
た
が
叶

わ
ず
、
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
ご
親
族
の
西
村
公
夫
様
、
大
原　

孝
名
誉
教
授

㉜
、
花
井
様
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
平
成
30
年
11
月
12
日
午
後
5
時
18
分
、

1
0
4
歳
8
ヶ
月
の
天
寿
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
安
ら
か
で
綺
麗
な
お
顔
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　

私
は
、
直
接
ご
薫
陶
を
賜
る
機
会
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
窓
会
・
加

多
乃
会
の
理
事
と
し
て
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
て
以
来
、

折
に
つ
け
本
学
を
深
く
愛
す
る
先
生
の
お
心
に
触
れ
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
先
生

は
、
し
ぐ
さ
や
語
り
に
暖
か
な
品
の
み
な
ら
ず
女
と
し
て
の
姿
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

〈
才
媛
〉
何
処
か
の
パ
ス
ツ
ー
ル
記
念
館
で
、Pasteur

の
ス
ペ
ル
の
間
違
い
を

指
摘
さ
れ
、opportunistic infection

を
日
和
見
感
染
と
初
め
て
適
訳
さ
れ
る
な

ど
、
驚
き
誇
り
に
も
思
う
ば
か
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

　

ご
入
院
の
経
過

廣　

原　

淳　

子
（
48
回
生
）

　

大
原
一
枝
名
誉
教
授
の
ご
逝
去
を
悼
み
、
謹
ん
で
ご
入
院
の
経
過
に
つ
き
ご
報

告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

平
成
22
年
7
月
に
関
西
医
科
大
学
香
里
病
院
が
新
た
に
開
院
し
、
同
時
に
私
も

関
西
医
科
大
学
附
属
病
院
よ
り
異
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
原
一
枝
先
生
は
、
永
年
に
亘
り
高
血
圧
な
ど
に
つ
き
浜
田
医
院
濱
田
博
章
先

生
㊳
の
も
と
で
ご
加
療
を
お
受
け
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
枚
方
市
光
善
寺

の
お
住
ま
い
か
ら
香
里
病
院
近
く
の
施
設
に
居
を
移
さ
れ
た
関
係
も
あ
り
、
体
調

を
お
崩
し
に
な
り
ま
す
と
当
院
に
ご
連
絡
を
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
23

年
11
月
、
平
成
24
年
1
月
、
平
成
27
年
6
月
、
平
成
29
年
8
月
と
内
科
に
ご
入
院

さ
れ
ま
し
た
が
、
山
下
敏
夫
理
事
長
か
ら
「
大
原
一
枝
先
生
は
本
学
の
宝
で
す
か

ら
、
心
し
て
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
お
言
葉
を
賜
り
、
私
は
じ
め
各
科
の
先
生

方
・
看
護
部
一
同
気
を
引
き
締
め
、
そ
の
都
度
心
を
尽
く
し
て
参
っ
た
つ
も
り
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
間
の
ご
入
院
中
も
す
で
に
白
寿
は
超
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

お
部
屋
で
新
聞
や
ご
本
を
お
読
み
に
な
り
、
新
し
い
知
識
を
求
め
ら
れ
る
お
姿
を
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せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
感
激
と
喜
び
は
、
古
希
を
過
ぎ
た
今
も
活
動
の
原
動
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、
先
生
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
志
に
心
か
ら
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
期
待
に
十
分
応
え
る
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
こ

と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
23
年
8
月
に
43
回
生
の
増
田
理
恵
氏
か
ら
、
大
原
先
生
が
白
寿
を
お
迎
え

に
な
る
と
の
吉
報
を
い
た
だ
き
、
ず
っ
と
ご
長
寿
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
も
の
と
思
い

込
ん
で
お
り
ま
し
た
の
で
、
本
当
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
後
輩
と
母
校

想
い
の
大
原
先
生
で
す
の
で
、
天
国
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
続
け
て
く
だ
さ
る
こ
と

と
信
じ
て
い
ま
す
。
私
達
は
、
少
し
で
も
ご
恩
に
報
い
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

日
々
「
く
す
し
の
道
」
に
励
む
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。
大
原
先
生
、
ど

う
か
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　

大
原
一
枝
先
生
を
偲
ん
で

 

塚　

口　

裕　

康
（
56
回
生
）

　

大
原
先
生
、
謹
ん
で
ご
逝
去
を
悼
み
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
を
本
当
に
温
か
く
見

守
り
、
ご
指
導
頂
け
た
こ
と
に
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
、
大
原
先
生
は
50
歳
以
上
離
れ
た
大
先
輩
で
、
直
接
授
業
を
受
け

た
り
、
診
療
上
の
や
り
と
り
す
る
機
会
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
私

が
本
学
卒
業
生
と
し
て
医
師
に
成
長
し
て
い
く
そ
れ
ぞ
れ
の
節
目
で
、
私
た
ち
後

輩
を
暖
か
く
励
ま
し
、
ご
指
導
を
頂
い
た
ご
恩
は
、
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
が
最
初
に
大
原
先
生
に
お
会
い
し
た
の
は
、
卒
業
時
の
大
原
賞
受
賞
式
で
し

た
。
滝
井
学
舎
の
2
階
大
講
義
室
で
さ
ず
か
っ
た
記
念
品
盾
・
腕
時
計
は
、
い
ま

の
最
晩
年
に
ひ
と
と
き
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
お
傍
に
居
る
こ
と
が
出
来
ま
し
て

大
変
光
栄
な
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
至
ら
ぬ
事
も
多
々
あ
っ
た
か
と
は
存
じ

ま
す
が
、
安
ら
か
な
ご
最
期
を
看
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
本

学
同
窓
会
、
関
連
各
科
の
諸
先
生
方
な
ら
び
に
温
か
い
看
護
に
あ
た
っ
て
下
さ
っ

た
看
護
部
の
皆
様
方
、
親
身
に
し
て
い
た
だ
い
た
同
窓
会
事
務
職
員
の
皆
様
、
本

学
内
外
の
方
々
の
有
形
無
形
の
お
力
添
え
の
賜
物
と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
原
一
枝
先
生
を
偲
び
謹
ん
で
ご
冥
福
を
衷
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
原
一
枝
先
生
を
偲
ん
で弓　

削　

マ
リ
子
（
40
回
生
）

　

関
西
医
科
大
学
同
窓
会
・
加
多
乃
会
か
ら
平
成
30
年
12
月
3
日
付
の
封
書
が
届

き
ま
し
た
。
大
原
一
枝
名
誉
教
授
が
去
る
11
月
12
日
に
1
0
5
歳
で
ご
逝
去
さ
れ
、

「
お
と
づ
れ
」
1
5
0
号
が
追
悼
号
と
な
る
予
定
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

思
い
も
か
け
な
い
ご
訃
報
に
、
ひ
し
ひ
し
と
寂
し
さ
が
募
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
先
生
か
ら
賜
り
ま
し
た
長

年
に
わ
た
る
ご
厚
情
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
原
先
生
は
私
達
に
と
っ
て
偉
大
な
大
先
輩
で
あ
り
、
医
師
の
卵
に
皮
膚
科
学

を
初
め
て
伝
授
く
だ
さ
っ
た
恩
師
で
も
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
46
年
の
ご
退
職
の
際

に
基
金
を
同
窓
会
に
委
託
さ
れ
、
「
大
原
賞
」
を
設
立
し
て
後
輩
を
激
励
く
だ
さ

る
と
と
も
に
、
昭
和
50
年
か
ら
平
成
元
年
ま
で
同
窓
会
会
長
と
し
て
母
校
の
発
展

に
多
大
の
ご
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
後
、
私
は
母
校
か
ら
す
っ
か
り
離
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
昭
和
47
年
度
卒
業
生
と
し
て
第
1
回
大
原
賞
の
栄
誉
に
浴
さ
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「
大
原
賞
」
受
賞
者
一
覧
（
第
1
回
〜
48
回
）

弓
削
マ
リ
子
㊵　

大
久
保　

進
㊶　

畑
埜
典
子
㊷　

増
田
理
恵
㊸　
　

播
岡
徳
也
㊹　
　

關　

壽
人
㊺　

石
部　

司
㊻　
　

板
垣　

隆
㊼　
　

梅
本
真
三
夫
㊽

村
瀬
登
志
彦
㊾　

宮
谷
み
ち
子
㊿　

出
口
順
子
　

髙
橋
寛
二
　
　

沖
垣
光
彦
　
　

山
本
千
尋
　

宮
脇
郁
子
　
　

塚
口
裕
康
　
　

辻　

博
子
　

近
藤
照
敏
　
　

山
田
明
里
　
　

伊
藤
量
基
　

京
本
良
一
　
　

宮
坂
陽
子
　
　

内
山
葉
子
　

石
田
哲
士
　
　

先
花
仁
志
　
　

皆
川
幸
子
　

高
畠
美
央
　
　

平
田
一
朗
　
　

小
池
直
子
　

中
西
律
子
　
　

梅
垣
岳
志
　
　

山
本
奈
恵
　

江
坂
和
大
　

鈴
木　

歩
　

香
西
雅
介
　

徳
永
幸
史
　
　

薮
内
智
朗
　

中
村
朋
子
　

岩
田　

恵
　

前
田
敦
史
　

奈
佐
悠
太
郎
　

岩
田
朋
子
　

南　

翔
太
　

南　

博
也
　

坂
本
悠
篤
　

西
尾　

海
　
　

中
井
智
也

　

「
大
原
賞
」
と
文
集
「
枝
の
雪
」
に
つ
い
て

増　

田　

理　

恵
（
43
回
生
）

　

大
原
一
枝
先
生
は
、
後
輩
で
あ
る
本
学
の
学
生
を
い
つ
も
暖
か
い
目
で
見
守
っ

て
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
本
学
皮
膚
科
教
授
を
ご
退
任
の
際
、
毎
年
度
の
学
業

最
優
秀
卒
業
者
に
対
し
、
記
念
品
を
贈
る
た
め
の
基
金
を
同
窓
会
に
委
託
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
47
年
の
40
回
生
卒
業
時
か
ら
毎
年
、
賞
状
、
盾
、
記
念
品
の
時
計
が

で
も
大
切
に
保
管
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
私
は
本
学
で
臨
床
研
修
し
、
学
位
を

取
得
し
た
後
、
平
成
6
年
か
ら
20
年
ま
で
の
15
年
間
を
、
米
国
留
学
（
ボ
ス
ト

ン
）
、
国
内
留
学
（
徳
島
大
学
）
の
学
外
で
過
ご
し
、
こ
の
間
は
お
会
い
す
る
機

会
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

2
回
目
の
大
原
先
生
と
の
再
会
は
平
成
23
年
師
走
で
し
た
。
光
善
寺
の
ご
自
宅

に
お
招
き
下
さ
っ
た
の
で
す
。
駅
か
ら
歩
い
て
2
〜
3
分
の
素
敵
な
一
戸
建
て
の

お
宅
で
、
私
と
妻
を
暖
か
く
出
迎
え
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
部
屋
の
中
は
た
く
さ

ん
の
美
術
品
や
絵
画
、
写
真
で
美
し
く
飾
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
大
原
先
生
は
、

窓
辺
か
ら
明
る
い
日
差
し
が
射
し
込
む
落
ち
着
い
た
応
接
室
で
、
茶
と
お
菓
子
を

ご
ち
そ
う
し
て
く
だ
さ
り
、
本
学
が
女
子
医
専
か
ら
出
発
し
て
、
様
々
な
苦
難
を

克
服
し
現
在
の
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
経
緯
を
、
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
、

と
き
に
力
強
く
お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。
大
原
先
生
の
温
厚
な
お
顔
が
、
お
言
葉

と
と
も
に
、
今
、
私
の
胸
に
よ
み
が
え
っ
て
お
り
ま
す
。

　

3
回
目
は
、
平
成
24
年
2
月
に
開
催
さ
れ
た
大
原
先
生
の
白
寿
の
お
祝
い
の
会

で
再
会
の
光
栄
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
は
車
椅
子
の
ご
出
席
で
し
た
が
、

に
こ
や
か
で
お
元
気
に
お
話
し
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
現
役
を
引
退
さ
れ
て
も
な
お

1
0
0
名
以
上
の
同
門
が
集
ま
り
、
盛
大
な
会
と
な
っ
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
大

原
先
生
の
お
人
柄
、
ご
人
望
の
厚
さ
ゆ
え
と
、
皆
で
一
層
の
ご
健
康
を
お
祈
り
致

し
ま
し
た
。	

　

こ
の
よ
う
に
大
原
先
生
は
、
先
輩
方
の
不
断
の
努
力
に
よ
り
培
わ
れ
た
、
慈
し

み
、
め
ぐ
み
、
そ
し
て
愛
を
心
の
規
範
と
す
る
本
学
の
建
学
精
神
を
、
熱
く
語
り

継
ぎ
、
身
を
も
っ
て
お
教
え
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
半
世
紀

と
い
う
世
代
を
超
え
る
同
門
交
流
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
、
花
井
様
を
始
め
同
窓

会
の
職
員
の
皆
様
に
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
原
先
生
、
在
り
し
日
の
お
姿
を
偲
び
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
大
原
先
生
の
訃
報
は
い
ま
だ
に
信
じ
ら
れ
ず
悲
し
み
に
た
え
ま
せ
ん
が
、

先
生
の
ご
恩
を
糧
と
し
、
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
「
大
切
な

心
」
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
次
世
代
へ
と
語
り
継
い
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
賞
者
に
と
り
ま
し
て

大
変
な
名
誉
で
あ
り
、
そ
の
後
の
勉
学
の
大
い

な
る
励
み
と
な
っ
た
事
と
存
じ
ま
す
。

　

平
成
24
年
は
、
大
原
先
生
が
白
寿
を
お
迎
え

に
な
る
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
、
そ
れ
ま
で

の
受
賞
者
か
ら
大
原
先
生
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

と
近
況
の
ご
報
告
を
お
手
紙
の
形
で
お
伝
え
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
そ
れ
ら
の
お
手
紙
と

大
原
先
生
の
お
言
葉
を
掲
載
し
た
文
集
「
枝
の

雪
」
を
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。
「
枝
の
雪
」
は

中
国
の
故
事
に
由
来
す
る
言
葉
で
、
「
学
問
に

い
そ
し
む
こ
と
」
と
広
辞
苑
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
一
生
勉
強
で
す
よ
」
と
大
原
先
生
が
無

言
の
う
ち
に
語
ら
れ
て
い
る
気
が
い
た
し
ま
す
。

偲
　
び
　
草

　
　
　

　

吉
松
（
安
藤
）
昌
子
さ
ん
の
こ
と

前　

田　

慶　

子
（
17
回
生
）

　

「
母　

吉
松
昌
子
は
12
月
11
日
に
急
逝
い
た
し
ま
し
た
」
と
の
ハ
ガ
キ
を
山
と

た
ま
っ
た
郵
便
物
の
中
か
ら
見
つ
け
た
の
は
暮
れ
も
押
し
つ
ま
っ
た
日
、
何
回
読

み
返
し
て
も
間
違
い
な
く
悲
し
い
知
ら
せ
。

　

エ
エ
ッ
と
し
か
、
そ
し
て
つ
づ
く
？
？
？

　

丁
度
そ
の
時
期
、
主
人
が
腰
椎
骨
折
に
て
入
院
し
た
の
が
12
月
3
日
、
散
々
大

騒
ぎ
で
退
院
し
た
の
が
12
月
20
日
、
そ
の
間
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

知
ら
な
か
っ
た
。
知
ら
な
か
っ
た
。
最
期
の
お
別
れ
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

　

私
が
関
西
医
大
に
通
学
し
て
い
た
の
は
近
鉄
奈
良
線
の
石
切
駅
、
昌
子
さ
ん
は

一
つ
奈
良
寄
り
の
生
駒
駅
、
本
当
に
通
学
仲
間
。
そ
し
て
、
卒
業
間
近
に
は
ア
ル

バ
イ
ト
と
称
し
て
保
健
所
を
の
ぞ
い
た
り
、
社
研
と
称
し
た
当
時
の
学
生
運
動
の

マ
ネ
事
に
顔
を
出
し
た
り
、
ポ
ス
タ
ー
を
書
い
て
み
た
り
、
楽
し
く
つ
つ
ま
し
い

学
生
時
代
の
思
い
出
も
は
る
か
か
な
た
に
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
時
代
に
は
私
は
大
阪
日
赤
に
お
世
話
に
な
り
、
そ
の
日
赤
の
外
科

部
長
で
あ
っ
た
吉
松
先
生
の
許
嫁
が
何
と
昌
子
さ
ん
、
浅
か
ら
ぬ
因
縁
を
感
じ
た
。

そ
れ
以
来
、
吉
松
ご
夫
妻
と
主
人
を
含
め
て
の
4
人
の
交
流
が
約
60
年
余
り
。

　

夏
の
甲
子
園
浜
で
ヨ
ッ
ト
を
楽
し
ん
だ
の
は
昭
和
27
年
頃
の
夏
。
又
、
上
高
地

の
大
正
池
の
ほ
と
り
で
バ
ッ
タ
リ
ご
夫
妻
と
め
ぐ
り
会
い
、
お
互
い
に
写
真
の
と

り
っ
こ
を
し
た
の
は
昭
和
40
年
代
か
。
日
赤
副
院
長
を
ご
主
人
が
退
職
さ
れ
て
か

ら
は
、
ご
主
人
の
入
院
に
つ
い
て
来
ら
れ
、
よ
く
日
赤
病
院
で
お
目
に
か
か
る
機

お手紙に目を通される先生
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イ
ブ
中
に
訪
ね
て
い
た
の
で
は
と
悔
や
ま
れ
ま
す
。

　

思
え
ば
君
は
、
学
生
時
代
か
ら
ス
マ
ー
ト
で
し
た
。
少
し
ク
ー
ル
で
、
そ
れ
で

い
て
時
に
や
さ
し
か
っ
た
。
ク
ラ
ブ
で
は
、
僕
が
軟
式
テ
ニ
ス
で
君
は
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
と
別
で
し
た
が
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
大
嶋
君
の
小
技
に
対
し
、
君
の
長
身
か

ら
の
力
強
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
に
惹
か
れ
た
も
の
で
し
た
。
私
生
活
で
も
、
ク
ラ
ス
の

ア
イ
ド
ル
の
一
人
で
あ
っ
た
愛
称
「
ダ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
こ
と
現
夫
人
の
容
子
さ
ん

と
結
婚
さ
れ
夫
婦
で
開
業
、
跡
取
り
に
も
恵
ま
れ
、
一
種
の
理
想
で
し
た
。
で
も

好
事
魔
多
し
か
、
夫
婦
で
の
北
海
道
旅
行
中
に
病
気
さ
れ
、
以
後
大
変
で
し
た
ね
。

　

2
年
前
か
ら
、
春
日
の
実
家
よ
り
賀
状
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
心
配
し
て

い
ま
し
た
。
色
々
と
し
ん
ど
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
今
は
ゆ
っ
く
り
お
眠
り
く
だ

さ
い
。

　

あ
る
物
語
で
は
、
天
国
へ
の
虹
の
袂
に
は
き
れ
い
な
広
場
が
あ
り
、
こ
の
世
に

思
い
を
残
し
た
り
、
気
に
な
っ
た
り
す
る
人
は
、
そ
こ
で
日
々
暮
ら
す
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
は
痛
み
も
苦
し
み
も
な
い
ら
し
い
。
穏
や
か
な
日
々
を
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
。
君
と
同
じ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
横
谷
君
含
め
、
こ
の
2
年
で
僕
は
2
人
の
親

友
を
失
い
ま
し
た
。
今
、
又
君
と
別
れ
ま
す
。
い
つ
の
日
か
、
彼
の
地
で
再
会
し

た
ら
、
一
緒
に
虹
の
橋
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　

君
と
出
会
っ
て
よ
り
半
世
紀
余
、
永
ら
く
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
疲
れ

様
、
お
や
す
み
な
さ
い
。

会
が
あ
っ
た
。
私
の
主
人
が
脳
内
出
血
で
倒
れ
た
と
き
に
は
、
い
ち
早
く
見
舞
い

に
来
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
、
昌
子
さ
ん
の
心
の
優
し
さ
を
感
じ
る
思
い
出
の
一

場
面
で
あ
る
。

　

こ
こ
5
年
く
ら
い
前
か
ら
年
に
1
回
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
ク
ラ
ス
会

を
開
い
て
い
る
が
、
何
時
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、
そ
の
度
に
交
わ
す
言
葉
は
「
思

い
が
け
な
く
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
長
生
き
を
し
た
わ
ネ
。
寿
命
が
あ
れ
ば
来
年
も
ま

た
お
目
に
か
か
り
ま
し
ょ
う
」
そ
し
て
再
会
を
約
し
て
別
れ
、
昨
年
4
月
も
そ
う

し
て
別
れ
た
。
そ
の
後
、
所
用
で
私
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
数
回
お
目
に
か
か
っ
て
は

い
た
も
の
の
、
今
年
の
年
賀
状
を
投
函
直
前
に
こ
の
よ
う
な
ご
連
絡
を
受
け
取
る

と
は
、
残
念
無
念
こ
の
上
な
い
。
昌
子
さ
ん
ほ
ど
美
貌
と
英
才
と
を
兼
ね
備
え
た

人
を
、
私
の
友
達
と
し
て
持
つ
こ
と
が
自
慢
だ
っ
た
の
に
。
私
が
唯
一
貴
方
を
超

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
寿
命
の
み
だ
っ
た
。
唯
々
く
や
し
く
悲
し
く
、
そ
し
て

淋
し
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

　

蘆
田
正
毅
君
へ
の
思
い

佐　

伯　

勝　

洋
（
34
回
生
）

　

10
月
15
日
、
僕
は
丹
波
黒
豆
を
求
め
て
、
兵
庫
の
丹
波
市
春
日
を
ド
ラ
イ
ブ
し

て
い
ま
し
た
。
春
日
は
徳
川
三
代
将
軍
家
光
の
乳
母
、
春
日
局
の
出
生
地
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
も
僕
に
と
っ
て
は
、
君
の
故
郷
と
覚
え
て
い
た
の
で
、
ど

う
し
て
い
る
の
か
な
と
思
い
な
が
ら
走
っ
て
い
た
も
の
で
し
た
。

　

君
の
訃
報
を
知
っ
た
の
は
、
そ
の
3
日
後
で
し
た
。
9
月
の
宮
崎
で
の
同
窓
会

を
ド
タ
キ
ャ
ン
さ
れ
た
こ
と
に
も
う
少
し
何
故
か
と
突
っ
込
ん
で
い
た
ら
、
ド
ラ
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ご
遺
族
様
よ
り

　
故
車
　
冨
士
子
氏
（
12
回
生
）
ご
遺
族
　
深
川
淑
子
氏
よ
り

　

先
日
は
母　

車　

冨
士
子
の
他
界
に
あ
た
り
、
御
供
を
お
送
り
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
に
渡
り
色
々
と
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
事
、

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
故
玉
本
　
信
子
氏
（
16
回
生
）
ご
遺
族
　
波
戸
佳
子
氏
よ
り

　

亡
母　

玉
本
信
子
死
去
に
際
し
ま
し
て
は
、
ご
丁
重
な
る
ご
弔
慰
と
ご
厚
志
を

賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
無
事
49
日
の
法
要
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
致
し
ま
す
と
共
に
、
貴
校
の
な
お
一
層
の
ご
発
展
を
母

と
共
に
お
祈
り
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
故
吉
松
　
昌
子
氏
（
17
回
生
）
ご
遺
族
　
加
賀
典
雄
氏
（
39
回
生
）
よ
り

　

過
日
、
義
母　

吉
松
昌
子　

の
葬
儀
に
際
し
、
同
窓
会
・
加
多
乃
会
か
ら
ご
丁

重
な
ご
厚
志
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

90
歳
を
超
え
、
食
欲
、
活
動
力
、
社
交
性
に
も
衰
え
を
見
せ
な
か
っ
た
母
が
、

11
月
26
日
の
朝
、
軍
医
で
あ
っ
た
父
親
の
戦
死
後
の
母
子
家
庭
で
、
清
貧
を
共
に

し
た
最
愛
の
妹
が
A
R
S
D
で
緊
急
入
院
し
た
と
の
報
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
見

舞
い
の
準
備
の
際
に
、
気
が
動
転
し
て
い
た
の
か
家
具
の
角
で
胸
を
強
打
し
、
胸

痛
が
軽
快
し
な
い
た
め
見
舞
い
先
の
病
院
を
受
診
し
、
急
性
大
動
脈
解
離
の
診
断

を
受
け
、
緊
急
入
院
と
な
り
ま
し
た
。

　

緊
急
手
術
の
必
要
性
を
説
か
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
病
状
の
規
模
と
高

齢
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
外
科
的
療
法
を
固
辞
し
ま
し
た
。
し
か
も
日
頃
か
ら

リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
を
記
し
、
日
々
更
新
し
な
が
ら
携
帯
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

そ
の
意
志
の
強
さ
を
尊
重
し
、
家
族
の
皆
が
母
親
の
意
見
に
同
意
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

ほ
ぼ
1
週
間
の
集
中
治
療
室
で
の
治
療
後
、
一
般
病
棟
に
移
り
、
見
舞
い
の

方
々
の
前
で
歩
行
器
を
使
い
な
が
ら
も
病
院
廊
下
を
歩
き
、
年
末
に
は
家
に
戻
る

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

病
魔
は
一
般
病
棟
に
移
っ
た
2
日
目（
12
月
11
日
）に
突
如
と
し
て
襲
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
軽
度
の
胸
痛
を
訴
え
、
本
人
も
そ
の
異
常
さ
に
気
づ
い
て
か
、
オ
ピ
オ

イ
ド
の
投
与
を
要
求
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
主
治
医
は
便
秘
を
誘
発
し
腹
圧
の
か

か
る
こ
と
を
恐
れ
、
様
子
を
見
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
旦
眠
り
に
入
り
ま
し
た

が
、
約
2
時
間
後
の
午
後
10
時
半
頃
に
、
耐
え
難
い
胸
痛
に
襲
わ
れ
、
女
房
（
長

女
）
に
看
取
ら
れ
な
が
ら
黄
泉
の
国
に
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

短
期
間
の
患
い
で
あ
っ
た
た
め
、
ふ
く
よ
か
で
、
か
す
か
に
微
笑
み
を
浮
か
べ

た
寝
姿
は
、
生
来
の
潔
さ
と
独
自
の
一
貫
し
た
美
学
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
て
な

り
ま
せ
ん
。
唯
々
、
無
念
さ
が
残
り
ま
す
。

　

娘
が
関
西
医
大
に
合
格
し
、
母
を
囲
ん
で
撮
っ
た
写
真
を
「
関
西
医
大
3
代
」

と
し
て
、
書
斎
に
飾
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
は
17
回
生
ク
ラ

ス
会
に
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
半
年
前
か
ら
、
何
を
着
て
い
こ
う
か
と

楽
し
い
悩
み
を
、
女
房
と
相
談
し
て
い
た
こ
と
が
想
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

故
人
の
遺
志
に
よ
り
家
族
葬
に
し
ま
し
た
た
め
、
ご
厚
情
を
賜
り
ま
し
た
皆
様

に
は
大
変
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
ご
容
赦
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　

皆
様
方
に
は
何
か
と
お
世
話
に
な
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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5
、
執
筆
分
量
は
、
大
体
左
記
の
目
安
で
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
寄
稿
…
…
…
…
…
…
…
…
2
8
0
0
文
字
以
内

ク
ラ
ス
会
・
支
部
だ
よ
り
…
…
2
0
0
0
文
字
以
内

各
賞
受
賞
者
報
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4
0
0
文
字
以
内

加
多
乃
会
講
演
会
等
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
2
0
0
文
字
以
内

加
多
乃
会
勉
強
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
0
0
0
文
字
以
内

偲
び
草
・
総
会
・
新
年
会
・
懇
談
会
等
…
…
1
2
0
0
文
字
以
内

な
お
、
規
定
文
字
数
超
過
分
の
原
稿
に
つ
い
て
は
、
印
刷
代
を
自
己
負
担
と

し
ま
す
。
別
冊
ご
希
望
の
場
合
も
自
己
負
担
と
し
ま
す
。

6
、
原
稿
締
切
日
（
6
月
15
日
・
12
月
15
日
）
は
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

7
、
投
稿
の
採
否
は
編
集
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

8
、
全
巻
を
通
じ
て
の
編
集
的
配
慮
、
た
と
え
ば
活
字
の
選
択
・
配
置
・
さ
し
絵

の
配
置
を
と
も
な
う
紙
面
構
成
（
レ
イ
ア
ウ
ト
）
な
ど
に
つ
い
て
は
、
編
集

部
に
お
い
て
行
い
ま
す
。

な
お
、
学
術
記
事
に
限
り
初
校
の
み
著
者
校
正
と
し
ま
す
。

　
　
投
　
稿
　
規
　
定

1
、
原
則
と
し
て
同
窓
会
の
原
稿
は
縦
書
と
し
、
加
多
乃
会
の
原
稿
は
横
書
と
し

ま
す
。

2
、
文
章
は
出
来
る
だ
け
平
易
に
、
口
語
文
の
新
か
な
づ
か
い
、
常
用
漢
字
を
用

い
て
く
だ
さ
い
。

3
、
敬
称
の
「
兄
」
「
姉
」
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

氏
・
様
・
さ
ん
・
君
等
を
使
用
。
「
先
生
」
は
恩
師
や
大
先
輩
の
時
の
み
と

し
ま
す
。

4
、
数
字
は
算
用
数
字
と
し
ま
す
。

例　

＊　

年　

齢　
　

45
歳
等

　
　

＊　

回　

生　
　

22
回
生
等
（
列
挙
の
場
合
は
㉒
と
し
ま
す
）

　
　

＊　

日　

時　
　

平
成
29
年
9
月
20
日
午
後
3
時
30
分
等

　
　

＊　

金　

額　
　

9
兆
8
千
億
7
6
5
0
万
4
3
2
0
円

　
　

＊　

各
種
単
位　

20
％　

2
0
0
キ
ロ　

20
・
4
ミ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

40
・
0
度　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
2
・
9
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生
）
は
「
優
勝
発
表
で
自
分
の
名
前
が
呼
ば
れ
び
っ
く
り
し
た
」
と
述
べ
ら
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。
ベ
ス
グ
ロ
賞
の
雨
堤
賢
一
氏
（
54
回
生
）
の
喜
び
の
コ
メ
ン
ト
も

あ
り
ま
す
。

　

島
岡
昌
幸
氏
（
38
回
生
）
・
木
下　

洋
氏
（
42
回
生
）
か
ら
は
「
混
声
合
唱
団

コ
ー
ル
ク
ラ
イ
ス
第
37
回
定
期
演
奏
会
」
、
小
牟
田　

清
氏
（
49
回
生
）
ら
か
ら

は
「
甲
子
園
O
B
戦
と
野
球
部
懇
親
会
」
の
報
告
が
あ
り
、
三
谷
武
生
氏
（
48
回

生
）
か
ら
は
、
本
年
1
月
20
日
（
日
）
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
「
平
成

31
年
関
西
医
科
大
学
同
窓
会
新
年
会
」
の
賑
や
か
で
楽
し
い
様
子
が
報
告
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

「
支
部
だ
よ
り
」
で
は
九
州
か
ら
静
岡
ま
で
多
く
の
会
合
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
32
・
34
・
51
・
54
回
生
の
「
ク
ラ
ス
便
り
」
も
あ
り
ま
し
た
。

　

「
会
務
報
告
」
・
「
学
内
ニ
ュ
ー
ス
」
・
「
俳
壇
」
も
、
お
目
通
し
下
さ
い
。

　

「
訃
報
並
び
に
偲
び
草
」
、
残
念
で
す
。
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
号
は
昨
年
11
月
12
日
、
1
0
5
歳
で
大
往
生
さ
れ

た
、
関
西
医
科
大
学
名
誉
教
授
・
関
西
医
科
大
学
同
窓
会
名
誉
会
長　

大
原
一
枝

先
生
の
追
悼
号
で
も
あ
り
ま
す
。
偉
大
な
先
生
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、
先
生
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
K
・
M
）

　
　
　
編
　
集
　
後
　
記
（
同
窓
会
の
ペ
ー
ジ
）

　

今
年
は
天
皇
陛
下
が
4
月
末
退
位
さ
れ
、
5
月
1
日
に
改
元
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
記
念
す
べ
き
年
に
「
お
と
づ
れ
」
も
変
わ
り
ま
す
。
「
お
と
づ
れ
」
は
5
回
生

が
卒
業
し
た
昭
和
12
年
（
1
9
3
7
年
）
9
月
に
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
第
4
号

（
昭
和
14
年
1
月
発
行
）
か
ら
、
A
5
版
に
な
り
80
年
が
経
ち
ま
し
た
。
小
さ
く

て
利
便
性
が
あ
る
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
第
1
5
0
号
よ
り
、
一
機
に

Ａ
4
版
（
Ａ
5
の
倍
）
に
変
え
ま
し
た
。
字
も
大
き
く
し
、
写
真
も
大
き
く
な
る

の
で
、
人
の
顔
な
ど
も
見
や
す
く
な
り
、
懐
か
し
さ
が
増
し
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
第
1
5
0
号
に
、
関
西
医
科
大
学
90
周
年
記
念
事
業
の
集
大
成
と
な

っ
た
大
学
の
記
録
集
も
同
封
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
参
照
賜
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

「
会
長
音
信
」
で
、
秋
田
会
長
は
、
昨
年
の
災
害
に
被
災
さ
れ
た
会
員
に
お
見

舞
い
を
述
べ
ら
れ
、
大
学
・
同
窓
会
の
現
状
を
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
「
お
と
づ
れ
」
第
1
5
0
号
の
発
行
に
あ
た
っ
て
、
山
下
敏
夫
理
事
長
・

友
田
幸
一
学
長
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
内
藤
博
江
氏
（
22
回
生
）
か
ら
は
「
お
と

づ
れ
」
誌
名
由
来
、
編
集
秘
話
の
寄
稿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
就
任
挨
拶
」
で
は
、
甲
田
勝
康
（
57
回
生
）
衛
生
・
公
衆
衛
生
学
研
究
教
授
、

海
堀
昌
樹
（
59
回
生
）
外
科
学
診
療
教
授
、
里
井
壯
平
（
59
回
生
）
外
科
学
診
療

教
授
、
山
本
大
悟
外
科
学
診
療
教
授
、
清
水
拓
也
医
化
学
教
授
、
堀
井
恵
美
子
理

事
長
特
命
教
授
の
前
向
き
な
、
力
強
い
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

「
会
員
寄
稿
」
で
は
、
南　

克
昌
氏
（
38
回
生
）
は
「
私
立
医
科
大
学
あ
れ
こ

れ
」
で
、
28
年
前
よ
り
、
輪
番
制
で
全
国
29
校
の
私
立
大
学
医
学
部
・
医
科
大
学

同
窓
会
の
年
2
回
の
連
絡
会
が
あ
り
、
そ
こ
で
の
い
ろ
い
ろ
な
同
窓
会
組
織
・
活

動
な
ど
情
報
交
換
は
、
同
窓
会
活
動
に
と
っ
て
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
と
述
べ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

「
ニ
ュ
ー
ス
あ
れ
こ
れ
」
で
は
、
世
話
人 

南　

克
昌
氏
（
38
回
生
）
よ
り
、

第
6
回
オ
ー
ル
関
西
医
大
ゴ
ル
フ
会
報
告
を
、
優
勝
者
の
戸
倉
敬
雄
氏
（
49
回
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同窓生の附属病院受診について

＜関西医科大学附属病院受診サービス利用法＞
　本サービスを利用して関西医大附属病院・総合医療センター・香里病院・
天満橋総合クリニックを受診希望の同窓生は、最初に同窓会事務局へご一報
ください。（TEL 072-804-2171）FAX診療申込書をお送りいたします。
　各病院の地域医療連携部と協力し、同窓会会員の受診として対応を行ない
ます。

＜同窓生入院時の室料負担軽減サービスについて＞
　日ごろの同窓生の大学への協力などに鑑み、同窓生が附属病院・総合医療
センター・香里病院に入院された際の一部室料の負担の軽減が大学の配慮で
実施されております。
　なお、このサービスを受けるためには、所定の用紙（受診願）を提出する
必要がありますので、入院時自らが同窓生である旨、病院スタッフにお伝え
下さい。

関西医科大学同窓会事務室
TEL 072-804-2171
FAX 072-804-2177
E-mail　dousouka@hirakata.kmu.ac.jp
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加多乃会だより

会務報告（理事会議事録　平成30年7月～12月）

加多乃会「勉 強 会」

　脊椎外科手術における最近の進歩
　　－高齢化社会を迎えての手術低侵襲化の潮流－

　大動脈瘤・大動脈解離から命を守る

　院内感染はあなたの手から広がる
　　－WHO式擦式アルコールによる手指衛生

講 演 会

　わかりやすい肝炎の最新治療

　早期胃がんについての最近の話題

加多乃会基金報告

編集後記

編集部から
　　乾燥青汁「ピロサン」の頒布
　　「加多乃会基金」にご協力を
　　医療施設の継承広告
　　枚方学舎案内図

1
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四 方 伸 明

齋 藤 貴 徳
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森 　 茂 生

目　　次　　おとづれ　第　　号（加多乃会のページ）150
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一般財団法人加多乃会　副会長　四　方　伸　明（46回生）

加多乃会だより

　平成31年を迎えましたが、5月からは新しい元号の御世が明けます。
　我々が知る昭和から平成への改元のときは、昭和天皇の喪に服する印象が強く新しい御世平成の祝賀と
は行かなかった様に思います。明治天皇から大正天皇、大正天皇から昭和天皇への時もそうであったので
しょうか。その大正から昭和の移り変わりを知っておられた同窓会名誉会長大原一枝先生が、平成30年11
月105歳で天寿を全うされました。加多乃会に対しては、川那部喜美子会長①、岡崎國惠会長⑦、鮫島美
子会長⑬、水野孝子会長㉙と一貫して、同窓生の重鎮として歴代加多乃会の会長を支えて頂きました。
　そもそも同窓生の浄財を基盤とする財団として母校を支える原型は、川那部先生、大原先生が世界で見
聞された海外の有力私立医科大学と卒業生や社会との強く太い関係をモデルとされたものでした。
　関西医科大学枚方キャンパスでは、入学式、卒業式、大学祭はじめ学会学術集会と大きなイベントが加
多乃講堂で催され、自ずから加多乃の名が目や耳に入って来ます。昨年は牧野キャンパスに武道館として
の機能を有する牧野講堂が落成しました。いずれも、同窓生、同窓会、加多乃会の寄付による後輩のため
の顕彰命名された施設です。ご承知の様に加多乃講堂は体育館としても多目的に使用できます。
　さて、筆者が顧問を務めていたクラブでは、1回生男性3名の内2人が4浪、1人が社会人経験のある28歳
です。これをみても、また噂で関西医大は多浪生が入り易いと囁かれているらしく、これは即ち母校は一
切の入試差別の無い証左。しかしながら、彼らには長い受験生生活でなまった体を鍛え直して精神も涵養
し、来るべき医師としての活躍に備えて貰わねばならず、これらの寄贈施設の大いなる活用を望む次第で
す。
　その体育会クラブの成果を競う医学生の体育の祭典といえば西日本医学生体育大会ですが、その総主管
校の役割が40余年振りに関西医大にめぐってきており、今まさにその準備の大役を果たしている後輩のた
め、加多乃会基金を通じての支援を募りました所、現在まで多数の同窓生からご支援を頂いております。
厚くお礼申し上げます。
　本年、本会の行事として2年任期の理事、会長の改選が行われます。本会には以前より、後輩や社会に
役立つ学術への助成にと使用目的が指定された奨学基金を頂き、大いに後輩の研究邁進に寄与しておりま
すが、最近は一般財団として自由度の高い寄金も寄せられ法人として活動し易くなっております。その有
効有益な運用に6月から2年間当たるのが平成の次の御世の新役員です。
　冒頭に記しました昭和から平成への移行とは異なって、今上陛下のご意向での譲位であり、平成からの
改元は明るく開けた気持ちでのバトンタッチとなりましょう。
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一般財団法人加多乃会会務報告	 （平成30年7月～12月）

平成30年7月定例理事会は大雨警報発令のため中止

平成30年9月定例理事会
日　時　平成30年9月1日（土）午後3時50分
場　所　枚方学舎13階　同窓会・加多乃会会議室
出席者　理事11名（理事総数16名）・監事3名

水野会長  大原　鶴田　四方各副会長　秋田　南　西嶋各業務執行理事
杉岡　立岩　大内　宮﨑各理事　谷野　北尻　伊東各監事　（欠席者5名）

報　告
１．庶務　物故者　13名
２．会計　H30年6・7月度会計
３．第28回大学理事と同窓会・加多乃会理事との懇談会
４．学校法人関西医科大学理事会
５．西日本豪雨お見舞い状送付（同窓会・加多乃会連名）　H30.7.11付

広島、岡山、山口、愛媛、高知、大阪支部ブロック長　計328名
議　事
１．募金キャンペーンの件
２．新入会員歓迎行事準備の件　
３．産業医研修会の件
４．その他　⑴　岡村邦子氏（20回生）から美術品寄贈追加

⑵　11月理事会開催予定日の件
⑶　藤森民子氏（13回生）からの寄付の件

平成30年10月定例理事会
日　時　平成30年10月6日（土）午後3時35分
場　所　枚方学舎13階　同窓会・加多乃会会議室
出席者　理事12名（理事総数16名）・監事3名

水野会長  大原　鶴田　四方各副会長　秋田　南　西嶋各業務執行理事
杉岡　立岩　木村　廣原　大内　各理事　谷野　北尻　伊東各監事　（欠席者4名）

報　告
１．庶務　物故者　6名
２．会計　H30年8月度会計
３．事業　⑴　「講演会」平成30年度（第1回・通算305回）実施

⑵　加多乃会「勉強会」平成30年度（第3回・通算204回）開催
４．広報「おとづれ」149号
５．創立90周年記念事業企画作業部会（実行委員会）
６．学校法人関西医科大学理事会
７．台風21号・北海道胆振東部地震お見舞い状送付（同窓会・加多乃会連名）　H30.9.11付
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⑴　台風21号	 4,245名
⑵　北海道胆振東部地震	 12名

議　事
１．平成31年新年会準備の件
２．理事選出の件
３．平成31年度評議員会開催準備の件
４．募金キャンペーンの件
５．関西医科大学「櫻根啓子賞」の件
６．全国規模学術総会主催への援助の件
７．「おとづれ」150号の件
８．平成31年度「勉強会」準備の件
９．その他　平成30年11月理事会は開催なし

平成30年12月定例理事会
日　時　平成30年12月2日（土）午後3時40分
場　所　枚方学舎13階　同窓会・加多乃会会議室
出席者　理事12名（理事総数16名）・監事2名

水野会長  大原　鶴田　四方各副会長　秋田　西嶋両業務執行理事
水野会長  大原　四方両副会長　秋田　南　西嶋各業務執行理事
杉岡　柄川　立岩　木村　廣原　大内　各理事　谷野　伊東両監事　（欠席者5名）　

報　告
１．庶務　物故者　15名
２．会計　⑴　H30.9・10月度一般会計

⑵　国試対策協議会より平成30年度協力金依頼
⑶　ALSO（Advanced Life Support in Obsterics）プロバイダーコース支援金依頼

３．募金キャンペーンの件
４．事業　⑴　加多乃会「勉強会」平成30年度（第4回・通算205回）開催

⑵　「講演会」平成30年度（第2回・通算306回）実施　
５．第29回全国私立医科大学同窓会連絡会全国会
６．学校法人関西医科大学理事会・評議員会
議　事
１．平成31年　新年会準備の件
２．平成31年度　各賞審査員選出の件
３．平成31年度「勉強会」準備の件
４．学会開催支援金交付規程の件
５．「おとづれ」150号の件
６．「大原一枝先生を偲ぶ会」の件
７．故小田豊子氏（10回生）のご長女小田眞理子氏よりの遺贈の件
８．その他　⑴　平成31年1月定例理事会開催予定日の件

⑵　職員賞与の件
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加多乃会 「勉　強　会」

回 開 催 日 演　　　　題 講師（敬称略）

207 2019年
4月18日 小児外科疾患に対する最先端低侵襲外科の挑戦

関西医科大学
外科学講座　小児外科診療教授

土井　崇

208 6月20日 生活習慣病としての難治性気管支喘息

関西医科大学　
内科学第一講座　診療教授

石浦　嘉久

209 9月19日 心房細動に対する最新の治療

関西医科大学　
内科学第二講座　診療教授

髙木　雅彦

210 11月21日 臨床判断に必要な、
人を対象とした研究論文の批判的吟味

関西医科大学
衛生・公衆衛生学講座　研究教授

甲田　勝康　

211 2020年 
2月20日 小児麻酔の小部屋

関西医科大学
麻酔科学講座　小児麻酔担当診療教授

大井　由美子

　平成30年度加多乃会「勉強会」も、皆様のご協力により好評の内に進められています。この機会にお誘い
合わせの上、多数ご来聴くださいますようお待ち申しております。
　毎回配布しておりますテキストをご希望される方は「勉強会」係迄お申し込みください。１講座1,000
円（送料込み）にて郵送させていただきます。

　平成30年度「勉強会」は、下記の実績をご参照ください。平成31年度も多数ご参加くださいますよう期
待しております。

平成31年度加多乃会「勉強会」日時と内容（第3木曜日　午後2時～4時）　
於　同窓会・加多乃会　会議室

回 開催日 演　　題 出席及び
テキスト頒布

202 平成30年4月19日 小児の食物アレルギー 32

203 6月21日 脊椎外科手術における最近の進歩 
－高齢化社会を迎えての手術低侵襲化の潮流－ 28

204 9月20日 大動脈瘤・大動脈解離から命を守る 24

205 11月15日 院内感染はあなたの手から広がる 
－WHO式擦式アルコールによる手指衛生－ 26

206 平成31年2月21日 胆膵疾患内視鏡診断治療の最前線 22
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講演要旨（第203回）（H30.6.21）

　　　脊椎外科手術における最近の進歩
　　　　−高齢化社会を迎えての手術低侵襲化の潮流−

関西医科大学　整形外科学講座　教授　齋　藤　貴　徳（51回生）

　この度は同窓会の勉強会で講演する機会を与えていただき光栄に
思います。私は昭和58年関西医科大学卒の同窓生です。2017年4月
より整形外科の主任教授を拝命しております。現在、一層教室を発
展させるべく、教室員と一丸となって頑張っているところです。今
後の関西医科大学整形外科学講座の躍進にご期待いただければと思
います。特に現在の取り組みの一つとして、我々は病院職員や同窓
会の皆様に信頼し、安心してかかっていただける整形外科を目指し
ております。同窓会の皆様におかれましても気軽に相談していただ
ければと思っておりますので、宜しくお願い申し上げます。
　今回の講演では、近年急速に進歩している脊椎手術の小侵襲化の

話をさせていただきました。当教室は日本でも有数の小侵襲手術を推進している施設として認知されてお
り、毎週のように他大学から手術見学者が来院しております。
　我が国は高齢化社会を迎え、従来では考えられなかった手術適応が生じるようになってきました。従来、
お年寄りの腰曲がり、すなわち後弯変形は、年寄り病として認識され、誰もが抱える老化の過程であり、
これによる歩行障害は高齢者の自然なADL障害として受け入れられてきました。しかし最近では、高齢
者の体力年齢が従来比で10歳ほど下がってきている印象があり、現在の80歳は20年前の70歳程度の体力を
有していると考えられています。このため、お年寄りの腰曲がりである成人脊柱変形を有する高齢者でも、
杖なしでデパートに行くことや、旅行に行くなどの希望があり、変形矯正を希望される患者が増加してき
ています。
　このような背景のもと、成人脊柱変形矯正術が飛躍的に増加してきておりますが、従来の後方からの
PLIFや骨切りを併用した後方のみのアプローチでは、平均でも2000㎖を越えるなど出血量が多く、合
併症を有する高齢者には侵襲度が高すぎる嫌いがありました。しかし近年、XLIF（Extream Lateral 
Interbody Fusion）の導入により、前方から椎間板の解離と10°前方開大が得られるcageの挿入が、L5/S
椎間を除く全腰椎椎間に少量の出血で小侵襲に挿入可能となってまいりました。このXLIFを用いること
により成人脊柱変形矯正の小侵襲化が可能となりましたが、さらなる小侵襲化を目指すためには、後方を
PPS（Percutaneous Pedicle Screw：経皮的椎弓根スクリュー）で施行することが必要でありました。し
かし、PPSを用いるとPonte骨切やcantilever techniqueが使用できず、自ずと前弯形成に限界が生じるこ
とになります。
　このため我々は、2年前から手術法に工夫を加え、PPSを用いても十分な前弯形成が得られる手術法を
開発してきました。今回は、我々が施行してきたXLIFとPPSを用いた成人脊柱変形矯正術における術式
の詳細と、これにより得られた結果を、術前・術後のリハビリテーションを含めて報告いたしました。
　当科ではこれまで、XLIF施行後の腹臥位側面像で計測したLLが、術前のPIと比較し、その差が
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　1）10°以下の場合、後方は両側PPS法を
　2）10°から20°の場合、片側PPS法を
　3）20°以上の場合、両側openで矯正固定を行ってきました。
　しかし、最近の工夫でPPSでもcantilever techniqueが使用可能となり、両側PPSを用いる限界を10°か
ら20°へ、また20°から30°へ変更可能となってきたのです。現在では、30°まで後方をPPSを用いて矯正し
ています。また、成人脊柱変形矯正術対象患者では、術前・術後に歩行解析を実施しており、この歩行動
作解析による新たな手術適応の設定も検討中であります。
　今回は、現在我々が行っている成人脊柱変形矯正術の実際と術後成績、および術前後の動作解析の結果
を解説しましたが、今後もさらなる小侵襲化をめざして、手術手技の工夫や歩行解析による新たな手術目
標の設定などの研究をすすめ、関西医科大学整形外科で手術を受けられる患者様が、より痛みが少なく、
短期間の入院で済み、楽に手術を受けられるよう検討を進めて行きたいと考えています。もし、同窓会の
皆様の中で脊椎（首や腰）のご病気をお持ちで悩んでいる方がおられましたら、是非一度関西医科大学附
属病院整形外科の外来までお越しいただければと思います。今後とも関西医科大学の整形外科を宜しくお
願い申し上げます。

講演要旨（第204回）（H30.9.20）

　　　大動脈瘤・大動脈解離から命を守る

関西医科大学　心臓血管外科学講座　血管外科診療教授　善　甫　宣　哉

１．はじめに
　大動脈瘤・大動脈解離は平成28年日本人の死亡原因の第9位とな
り、飛躍的に増加している疾患です。2015年日本胸部外科学会のア
ニュアルレポートでは胸部大動脈瘤・大動脈解離に対する手術が約
20,000件と、10年前に比べて倍増しています。また、腹部大動脈瘤
の手術件数も約20,000件で、10年前に比べて約5,000件増えています。
　大動脈瘤の病因は、本邦では一般に動脈硬化性疾患といわれてい
ますが、米国では炎症性疾患といわれており、大動脈壁外膜の炎症
性細胞浸潤によりマトリックス・メタロプロテアーゼ（MMP）が
増加し、膠原繊維や弾性繊維、平滑筋細胞の変性・破壊により大動

脈壁が脆弱となり、部分的にこぶのように拡張する病気です。危険因子は遺伝、脂質異常症、喫煙が関与
しています。一方、大動脈解離の病因は内膜外側1/3で弾性繊維が断裂し、大動脈が引き裂かれる病気で
す。危険因子は遺伝、脂質異常症、喫煙、高血圧、睡眠時無呼吸症候群が挙げられます。最近の報告で
は、現在喫煙者は非喫煙者に比べて4倍以上大動脈瘤・大動脈解離で死亡するリスクが高くなるのみなら
ず、受動喫煙者でも2.35倍死亡するリスクが高まると報告されています。
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２．腹部大動脈瘤
　腹部大動脈瘤の症状は破裂するまで無症状です。破裂すると激烈な腹痛・腰痛をきたします。腹部大動
脈瘤を念頭において、腹部拍動性腫瘤の有無を触診することが非常に重要です。エコー検査、CTA検査
で正確な大動脈径を診断します。内科的治療はなく、手術適応は破裂例ではもちろんですが、紡錘形では
径50㎜以上が、嚢状（片方に突出する）では突出部分20㎜以上が手術適応となります。従来手術は開腹人
工血管置換術でしたが、2006年11月より企業製造腹部ステントグラフトが承認、保険適応となり、現在60
〜95％の症例で腹部ステントグラフト治療（EVAR）が行われています。
　EVARは、一側または両側鼠径部の3〜4㎝の皮膚切開で大腿動脈を露出し、径6〜8㎜程度のカテーテル
でバネ付き人工血管を動脈瘤の中枢側正常大動脈より末梢側正常総腸骨動脈まで留置する方法です。本邦
での開腹手術とEVARの手術死亡率はそれぞれ1.0％と0.6％と後者で有意に良好で、4年動脈瘤関連死亡率
も有意に低くなっています。しかし、EVAR特有の術後合併症としてエンドリークが発生する患者さんが
おられます。エンドリークは動脈瘤の中側かつステントグラフトの外側に血流が残存する合併症で、中枢
側、末梢側のシール部分のタイプⅠエンドリークは1〜2％、下腸間膜動脈や腰動脈より瘤内へ逆流する血
流がみられるタイプⅡエンドリークが10％程度みられます。エンドリークがみられる症例のうち遠隔期に
動脈瘤径が拡大し、破裂に至る症例が少数例ありますので、外来で定期的なCTA検査が重要となります。
　最近では破裂性腹部大動脈瘤でもEVARが積極的に行われるようになり、手術死亡率は開腹手術と変わ
らず15〜20％ですが、自宅退院率が高いと報告されています。

３．胸部大動脈瘤
　胸部大動脈瘤の症状は破裂するまで無症状のことが多いですが、好発部位である遠位弓部大動脈瘤では
瘤が大きくなると左反回神経を麻痺させ嗄声が発生することがあります。診断は胸部X線写真で左第1弓
の拡張や左第4弓と重なって下行大動脈瘤がみられることもあります。心エコー検査、CTA検査で診断し
ます。手術適応は破裂例ではもちろんのこと、紡錘形では径60㎜以上、嚢状では突出部分20〜25㎜が手術
適応です。従来手術は開胸下人工血管置換術で人工心肺が必要となり、術後に脳梗塞、脊髄虚血、呼吸不
全の合併症が見られます。最近、手術死亡率が比較的良くなってきましたが、依然3.5％から10％の危険
性があります。2008年1月より企業製造胸部ステントグラフトが承認、保険収載され、現在、50〜60％の
症例で胸部ステントグラフト治療（TEVAR）が行われています。
　TEVARは一側大腿動脈より7〜9㎜程度のカテーテルでバネ付き人工血管を動脈瘤の中枢側正常大動脈
より末梢側大動脈まで留置します。下行大動脈瘤では問題ありませんが、遠位弓部大動脈瘤の場合に一番
問題となるのは中枢側正常大動脈長が20㎜以上ないことです。この場合、上行大動脈または右鎖骨下（腋
窩）動脈より左総頸動脈、左鎖骨下（腋窩）動脈に人工血管でバイパス術（debranch）を行う必要があ
りますが、脳梗塞の発生が問題となります。そこで、10年前より腋窩動脈と左総頸動脈より小径のステン
トグラフトを上行大動脈または弓部大動脈まで挿入留置し、TEVARを行う方法（Chimney法）を開発し、
現在まで50例で一例も脳梗塞の発生が見られておりません。左総頸動脈チムニー法ではエンドリークが発
生せず、遠隔期の動脈瘤縮小がみられ、非常に良好な成績が得られています。

４．B型大動脈解離
　大動脈解離の症状は胸痛、背部痛、腹痛、異常高血圧です。大動脈解離が弓部から上行大動脈に及ぶA
型大動脈解離では意識障害、心不全（大動脈弁逆流）、心タンポナーデが起こり、緊急手術が必要となり
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ます。一方、解離が下行から腹部大動脈、腸骨動脈に及ぶB型大動脈解離では、従来、降圧と鎮痛の内科
的治療が主体でした。2014年11月に急性B型大動脈解離のcomplicated case（破裂、腹部内臓・下肢循環
障害）に企業製造胸部ステントグラフトが承認・保険収載されました。従来の開胸手術の成績が不良（死
亡率20％）なため現在90％以上の症例でTEVARによるエントリー閉鎖術が行われており、手術死亡率も
5％と良好です。一方、慢性B型大動脈解離は内科的治療のみでは遠隔期に死亡する症例が20％程度見ら
れ、比較的早期にTEVARを行うと遠隔期生命予後が良好となる報告が欧米より出されました。最近の10
年間に54例の慢性B型大動脈解離にTEVARを行い、発症より4ヶ月以内にTEVARを行なった症例では91
％で胸部偽腔の血栓化と縮小（リモデリング）がみられることを報告してきました。発症後6ヶ月以降の
TEVARではリモデリング率が50％と低くなり、逆に胸部偽腔が拡大する症例もあるため、TEVARに加
えてリエントリーの閉鎖を積極的に行い成績向上に努めております。

５．さいごに
　2018年はTEVARおよびEVAR、開腹人工血管置換術を合わせて100例の大動脈疾患を治療して参りま
した。7月には待望のハイブリッド手術室が完成し、10月より血管外科医が2人体制となりました。2〜3年
後までに150例のTEVAR、EVARを目指して診療を行なっております。加多乃会の会員の皆様のご紹介
をよろしくお願い申し上げます。

講演要旨（第205回）（H30.11.15）

　　　院内感染はあなたの手から広がる
　　　　−WHO式擦式アルコールによる手指衛生−

関西医科大学　麻酔科学講座　診療教授　村　尾　浩　平（55回生）

　1850～1900年の間に微生物の発見、麻酔法、止血法が開発され、
この期間は近代外科学の夜明けと呼ばれる。滅菌法は医療従事者に
とって当然なものとなり、もはや意識されることはないが、その重
要性に変わりはない。
　世界中で医療関連感染（Health Care-associated Infection ：
HCAI）いわゆる院内感染が大きな問題となっている。本邦におい
て1990年後半から院内感染対策が実施されているが、薬剤耐性菌は
ひそかに野火のように広がっている。
　現在、先進国の近代的病院の5〜10％の患者が1種類以上の細
菌に感染している。2017年度、アメリカ疾病予防管理センター

（CDC）は薬剤耐性菌感染患者数が年間200万人存在し、2万3千人が死亡したことを報告した。アメリカ
感染症学会は、現時点では世界の薬剤耐性菌による死亡者数は70万人であるが、2050年には1000万人を超
え、悪性腫瘍による死亡者を超えると予想している。
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　世界保健機構（WHO）は2009年「患者安全を進める最初の挑戦」とし「清潔なケアがより安全なケ
ア」を発表した。日本は2016年にこの宣言を批准した。
　WHOの感染防御対策として、標準予防策や抗菌薬使用のコントロール、感染経路別対策が打ち出され
た。特に尿路感染、外科処置部位感染、呼吸器感染、血流感染を重点対象とした。この4か所の感染に共
通することは手指衛生の不足である。
　「清潔なケアがより安全なケア」の序文に、ほとんどの感染は適切な手指衛生により予防できると記さ
れている。手指衛生は院内感染を減らすただ一つの効果的な方法であるが、医療従事者により守られてい
ないことが問題であると指摘している。
　医療従事者が適切な手指衛生を実行するためには、病原体がいつどう移動するかを理解することが重要
である。

ステップ１：病原菌は患者の皮膚および周囲のものに付着している。
ステップ２：直接的・間接的接触によって、患者の菌が医療者の手指を汚染する。特に患者を抱える、

脈・血圧・体温を測定するといった「クリーンな処置」により看護師の手指は汚染される。
集中治療室で働く看護師の15％がその手指に10000個の黄色ブドウ球菌をつけている。一
般的な医療施設で働く30％の看護師の手に3800個の黄色ブドウ球菌、17〜30％に3400〜
38000個のグラム陰性桿菌が付着している。

ステップ３：病原菌は医療者の手指上で生存し増殖する。病原菌が医療者の手指上で生存できる期間は
様々である（2〜60分）。手指衛生動作をしないでおくと、ケアの時間が長ければ長いほ
ど、手指汚染度は増大する。

ステップ４：洗浄剤の量や、消毒時間が不十分であることで手指の汚染除去が不完全になる。石けんと
流水による手洗い後に試験をすると、通過菌（Transient microorganisms）はまだ手指上
から分離されたが、アルコールベー
スの消毒剤による擦式手指衛生は、
これよりはるかに効果的であること
が証明された。（図1）

ステップ５：病原菌は患者Aから患者Bに、医療
者の手を通じて移動する。汚染され
た手で侵襲的機器を操作することは、
患者の病原菌を感染のリスクのある
部位に移動させることを意味する。

　手指衛生が順守できない理由として、
a.	理論理屈が理解できていない。
b.	時間がない、忙しい。
c.	手あらい手指消毒の方法が理解できていない。
d.	手荒れがひどい。
e.	院内感染を起こしてはいけないことを、管理者を含め覚悟していないこと

が挙げられた。
　WHOの報告では施設別手指衛生遵守率は40％を下回る。看護師、助産師は50〜65％で手指衛生が行わ
れているが、医師の遵守率は30％に留まる。

図1　手指衛生の時間と細菌の減少
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　医療者が手指衛生を妨げる主な原因として時間的制約が挙げられる。流水と石けんの適切な手洗いには
40〜60秒要するが、医療従事者に与えられる平均時間は10秒以下である。
　2002年に発表されたCDCによる手指衛生ガイドラインでは、従来行われていた石けんと水洗いを用い
た方法から擦式アルコールを用いた方法への転換が推奨された。本邦でもウォーターレス法が推奨された
が、手術室においてはツースクラブ法、すなわち消毒薬と水を用いて手を洗い、続いてアルコール製剤を
手にぬる方法が多く用いられている。この方法では、手は湿った状態にあるためアルコールは完全に蒸発
できない。そのため皮膚はぬるぬるした状態が続き手荒れの原因にもなる。WHOの提唱する手指衛生は、
目で見て汚れていれば2～5分流水と石けんで洗い、汚れていなければ手が乾いた状態で20秒間(手術前は
90秒間)アルコールを擦ることをはっきりと分けるよう指導している。
　手指衛生のゴールドルールは

1、擦式アルコールを用い、患者をケアしたその場所で手指衛生を行うこと（ポイント オブ ケア）。
2、医療従事者が手指衛生を必ず実施しなければならない5つのモーメントがあることを理解すること

である。
　WHOは医療従事者の教育の手助けに、個人間の違いを
最少にするために、遵守率を上げるために5つのモーメン
トに関し統一化されたビジョンを提案している。（図2）
　敗血症の減少に偉大な功績を残し、近代外科学の父と称
されたリスターは、「ハエや虫を見るように、はっきりと
病原微生物を心の目で見なければいけない。本当に知的な
目ではっきりとそれらを見ることができるならば、病原微
生物に対する防御は適切に行われる。しかし、警戒心はと
かく緩みがちになる。」と戒めた。
　2017年のWHOの手指衛生の標語は「Are your hands 
clean？」である。乾いた手に適量のアルコールを5秒間塗りこんでしっかり擦する。患者の命を救うため
に、あなた自身が簡単なそして単純な感染症対策を忠実に実行する必要がある。

図2　手指衛生の“5モーメンツ”

Sax H et al. Journal Hospital infection 2007

自然のまま、そのままの乾燥青汁「ピロサン」の頒布
　同窓生関係でかなりご使用が増している「ピロサン」を加多乃会事業部にて、頒布のお取り
次ぎをいたしております。
　価格（同窓生特別価格）は下記の通りです。ご希望の方は直接加多乃会へお申し込み下さい。
送料および荷造り手数料として、一律1,000円頂戴いたします。
◎顆粒　6箱　29,160円 1ケース（12箱入）47,300円
◎固形　6箱　16,850円 18箱　48,600円　1ケース（36箱入）73,440円
申し込み先　〒573-1010 枚方市新町二丁目5番1号　関西医科大学13F
 一般財団法人加多乃会　事業部ピロサン係迄
 TEL 072-804-2171　FAX 072-804-2177
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講　演　会

回 開 催 日 場　　所 演　　　　題 講師（敬称略）

1 平成30年
9月18日

枚方市
保健センター わかりやすい肝炎の最新治療

関西医科大学附属病院
消化器肝臓内科　講師

吉田　勝紀　

2 11月19日 枚方市 
保健センター 早期胃がんについての最近の話題

関西医科大学附属病院
消化器肝臓内科　准教授

森　茂生　

3 平成31年 
1月31日

枚方市 
保健センター 認知症の初期症状と予防的取り組み

関西医科大学総合医療センター
精神神経科　病院准教授

吉村　匡史　

　守口市・枚方市の要請に応じて平成30年度講演会を次の通り開催いたしました。

平成30年度「講演会」日時と内容
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講演要旨（第1回）（H30.9.18）

　　　わかりやすい肝炎の最新治療

関西医科大学附属病院　消化器肝臓内科　講師　吉　田　勝　紀（66回生）

　慢性肝炎の主な原因はB型、C型肝炎ウイルスです。自覚症状が
ないため放置されがちですが、10年から20年で肝硬変、肝癌に進み
ます。B型肝炎ウイルスのキャリアの約10％が慢性肝炎になり、そ
のうちの約10％が肝硬変に進行します。C型肝炎の場合は、感染す
ると40%が慢性化し肝硬変に進展します。
　肝硬変となると腹水、浮腫、消化管出血、黄疸、肝性脳症といっ
た症状を示します。血清アルブミン値が3.0g/dL以下に減少すると、
血管の中に水分を保たせておく膠質浸透圧が低下する為、腹水が発
生しやすくなります。肝硬変では肝臓に入る門脈の抵抗が増え周囲
にバイパスができ、胃・食道静脈瘤が形成されやすくなるため、内

視鏡検査が必要です。食道静脈瘤の治療は硬化療法・静脈瘤結紮術を組み合わせることで、予後が改善さ
れてきています。肝性脳症も肝硬変により発現する症状の一つで、意識障害を主とするさまざまな精神神
経症状を示します。肝性脳症を起こす原因として注目されているのは血中のアンモニアです。腸ではアミ
ノ酸や腸管内に排泄された尿素から腸管細菌によってアンモニアが生成されますが、肝臓で解毒されます。
肝硬変ではこのアンモニア処理能力が低下する為、高アンモニア血症となります。
　肝硬変とならないようにするために以前はインターフェロン治療が用いられてきましたが、C型肝炎で
はインターフェロンを使わない治療が主流となっています。これにより、95％以上の人でウイルスを体内
からなくすことが可能となっています。しかも、副作用が少なく、これまで合併症でインターフェロンが
使えなかった患者さんでも短期間で安全に治療ができるようになりました。一方、B型肝炎も新薬が開発
され、ウイルスを持続的に低く抑える治療が可能となりました。肝炎ウイルスを体内から排除したりコン
トロールすることは容易になりましたが、これまで悪くなってきた肝臓病そのものが完治したわけでは決
してありません。肝臓病そのものの経過観察を引き続きお受けになることが重要です。特に肝臓病が進行
してしまった方は、肝がん合併の危険性が引き続き残っており、定期的な超音波検査やCT・MRI検査な
どの画像検査を受けることが重要です。
　肝臓は、とても我慢強い臓器ですが限界があります。肝臓病は初期の段階、つまり、検診などで肝機能
異常が指摘された段階で肝臓専門医に相談して頂ければ、根本的な治療が出来ることが多いと言われてい
ます。またすでに肝機能が低下していても、治療によってその進行を遅らせることも出来ます。肝臓で必
要なタンパク合成をしたり、有害な物を処理することが出来なくなった症状が出現したときにはかなりの
肝機能を失っています。肝臓病は、初期の段階で対応すれば決して怖い病気ではありません。できるだけ
早く病院で検査を受けることが必要です。
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講演要旨（第2回）（H30.11.19）

　　　早期胃がんについての最近の話題

関西医科大学附属病院　消化器肝臓内科　准教授　森　　　茂　生（63回生）

　日本人の死亡原因の第一位は癌であり、そのうちで胃癌は約15%
を占めます。胃癌検診の普及や内視鏡検査などの機器の進化や診断
技術の向上により早期胃癌が多く発見されるようになり、死亡率は
低下傾向です。しかし、部位別の罹患率ではまだ増加傾向で男性で
は第一位、女性では第三位で、いまだ注意が必要な癌です。
　胃癌は胃の粘膜にできた悪性腫瘍で、男性に多くみられ50～60
歳代の人に好発しています。胃癌のリスクとして、ヘリコバクタ
ー・ピロリ菌が確実であることがWorld Cancer Research Found・
American Institute for Cancer ResearchやWHO・国際がん研究機
関から報告されており、食塩の過剰摂取もほぼ確実と指摘されてい

ます。早期胃癌は無症状な事が多く、検診が重要ですが、検診での胃癌発見率は内視鏡検査で0.13％とな
っています。
　早期胃癌に対する治療としては、内視鏡的治療と外科的治療があり、最近内視鏡的治療で治癒切除で
きることが多くなってきました。内視鏡的治療としては、内視鏡的粘膜切除術（EMR）と内視鏡的粘膜
下層切開剥離術（ESD）があり、発見された胃癌の38.5%に施行されています。内視鏡的治療の適応条件
としては、1）絶対適応病変　①EMR/ESD適応病変:2㎝以下の肉眼的粘膜内癌と診断される病変で組織型
が分化型（固まって増殖するタイプ）、潰瘍のないもの　②ESD適応病変：2㎝を超える肉眼的粘膜内癌、
分化型癌、潰瘍のないもの。3㎝以下の肉眼的粘膜内癌、分化型癌、潰瘍のあるもの（UL1）　2）適応拡
大病変：2㎝以下の粘膜内癌、未分化癌、潰瘍のないもの。3）相対適応病変：上記1）、2）以外のもので、
年齢や併存疾患など何らかの理由で外科的胃切除を選択し難い早期胃癌です。2018年1月にガイドライン
が改定され、内視鏡的切除術の適応が今までより拡大されました。治療効果は、早期胃癌｛ cT1aの上記
1）、2）｝に対する内視鏡的粘膜下層剥術（ESD）後の5年生存率が97.0％となっています。
　次に、胃癌検診と予防についてです。胃癌リスク検診としてABC検診が自治体や企業検診などにて行
われ、ピロリ菌感染の有無と血中ペプシノーゲン値による胃粘膜萎縮の程度により、その後の精査の必要
性や経過観察についての推奨を提示することができます。我が国のピロリ菌感染率は上下水道の整備発達
により低下傾向ですが、胃癌発症予防のためにはピロリ菌除菌が必要です。若年での除菌が勧められ、40
歳未満が望ましいと報告されています。高齢者の除菌療法も有効であるとの報告が多く、お孫さんなどへ
の感染予防やアスピリン、NSAIDs等による消化性潰瘍発症予防に有効です。また、除菌に成功した場合、
胃がん発症は抑制されるも30%の危険度が残りますので、定期的な胃内視鏡検査が必要になります。最近、
内視鏡検査による胃癌検診が枚方市をはじめ多くの自治体で導入されつつあります。早期胃癌は、早く見
つけ低侵襲に治療すれば怖くない病気と言えます。早期発見の為には、胃内視鏡などによる検診が重要で
す。
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編　集　後　記（加多乃会のページ）

　昨年8月、東京医大の不正入試のニュースに始まり、スポーツ界のパワハラ、よきニュースといえば、

本庶　佑先生のノーベル賞、大坂なおみ選手のテニス世界ランキング1位、スケート、水泳界などの活躍

は、オリンピックの期待が高まってきます。大阪市、北海道、西日本各地の地震国の日本の備えは、その

重要さも考えねばならなくなった時代です。

　今回は、加多乃会の勉強会の整形外科学講座　齋藤貴徳教授、心臓血管外科学講座　善甫宣哉診療教授、

麻酔科学講座　村尾浩平診療教授による、改めて目から鱗の講演をしていただきました。加多乃会への美

術品寄贈による会議室の展覧は、美術館さながらとなっており、編集後記を借りまして感謝申し上げます。

　昨今は俳句熱も上昇いたしまして、俳壇の充実を楽しみにしています。新しい元号となり、より一層の

会員の皆様のご健勝をお祈りいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（T・E）

府道京
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京
都新町ラポール

ひらかた

ラポール
枚方前

社会保険
事務所前

有料駐車場
北口

　駅前広場

イオン

エッソ

岡本町

至大阪

淀川
河川公園

京阪電車

天　野　川

附属病院

P

場所：枚方市新町2-5-1　枚方学舎13F　◎京阪枚方市駅から徒歩5分
　　　京阪枚方市駅まで　● 京阪京橋駅から15分 （特急利用時）
　　　　　　　　　　　　● 京阪淀屋橋駅から21分 （特急利用時）
　　　　　　　　　　　　● 京阪祗園四条駅から28分 （特急利用時）

関西医科大学
枚方学舎

案　内　図
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社会医療法人真美会

中野こども病院
診療科目：小児科

〒535-0022　大阪市旭区新森4－13－17

TEL 06－6952－4771㈹

理事長・院長 木野　稔（45回生）
副院長 荒木　敦（53回生）
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□河北病院

□居宅介護支援事業所かほく

院　長　板垣 通孝（43回生）
副院長　柴田 英治（57回生）

医療法人 河北会
理事長　板垣通孝（43回生）

〒572-0815
大阪府寝屋川市河北東町19番1号

診療科目
内科・心療内科・外科・整形外科・皮フ科
リハビリテーション科・放射線科・訪問診療・特定健診

●介護療養型医療施設
●医療療養病床
●一般病床（障害者施設）

…… 48床
…………… 82床

… 40床

関連施設

TEL 072（821）1631
□訪問介護ステーションかほく

TEL 072（822）3443

□あかねこどもクリニック
TEL 072（824）3781

□リハビリディ河北
TEL 072（823）5281

□有料老人ホーム スマイル
TEL 072（822）2323

JR学研都市線

至京橋至木津

至枚方
至八尾

四条畷

河北病院

深北緑地

四条北
小学校

住宅ガソリン
スタンド

三井住友
銀行

ダイエー

府営住宅府営住宅

駐車場

枚方信用金庫

スマイル

http://www.kahoku.or.jp/
E-mail : home@kahoku.or.jp

TEL 072（822）3663
FAX 072（822）4460

2F あかねこどもクリニック
1F リハビリディ河北
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医療法人　協仁会

小松病院
総 院 長 一番ヶ瀬　明
院 長

（48回生）

（42回生）齊 藤 幸 人
院長代行 （51回生）神 畠 　 宏

〒572-8567　大阪府寝屋川市川勝町11-6
TEL 072-823-1521　FAX 072-823-1588

日本医療機能評価機構認定病院

クリニックこまつ
介護老人保健施設　松柏苑
グループホーム・なごやか
グループホーム第2なごやか
グループホーム第3なごやか
訪問看護ステーション　こまつ

健康管理センター
クリニックこまつ　在宅医療室
こまつ　デイサービスセンター
こまつケアプランセンター
緩和ケア病棟・ひまわり
病児保育所つくし
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特定医療法人　ダイワ会
会長　南　　克昌（38回生）

大 和 中 央 病 院
だい わ ちゅう おう びょう いん

〒557-0025
大阪市西成区長橋1丁目2番7号
　TEL 06-6632-6181（代表）
　FAX 06-6632-6133
地下鉄 四つ橋線『花園町』駅
JR・南海 　　　　『新今宮』駅

大 和 病 院
だい わ

なんぶはなぞのかん

びょう いん

〒564-0062
吹田市垂水町3丁目22番1号
　TEL 06-6380-1981（代表）
　FAX 06-6380-2568
地下鉄 御堂筋線『江坂』駅

垂水ディサービスセンター
　TEL 06-6380-1986
垂水居宅介護支援事業所
　TEL 06-6380-2187
垂水訪問看護ステーション
〒564-0062
吹田市垂水町3丁目19番5号
　TEL 06-6380-2170

〒557-0033
大阪市西成区梅南1丁目4番26号
　TEL 06-6651-8700（代表）
　FAX 06-6651-8719

大阪市立介護老人保健施設
おとしよりすこやかセンター　南部花園館

おとしよりすこやかケアプランセンター
南部花園館

新今宮

新
今
宮

萩
の
茶
屋

今宮工高

りそな銀行

今宮中
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管理センター

垂水町3丁目

みどり健康
管理センター
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医療法人 藤井会
藤井外科

東大阪市布市町3丁目6番21号
TEL（072）985-3051

〒579-8004

みくりや診療所
東大阪市御厨南2丁目6番3号
TEL（06）6787-2508

〒577-0034

石切生喜病院
東大阪市弥生町18番28号
TEL（072）988-3121

〒579-8026

大東中央病院
大東市大野2丁目1番11号
TEL（072）870-0200

〒574-0042

深江クリニック
大阪市東成区深江南3丁目22番13号
TEL（06）6977-2955

〒537-0002

住道クリニック
大東市赤井1丁目13番1号
TEL（072）872-9555

〒574-0046

藤井会リハビリテーション病院
東大阪市弥生町17番6号
TEL（072）983-7811

〒579-8026

北河内藤井病院
四條畷市岡山東3丁目1番6号
TEL（072）879-5311

〒575-0003

藤井会ケアプランセンター
東大阪市弥生町17番6号
TEL（072）983-7806

〒579-8026

藤井会新石切デイサービス
東大阪市中石切町1丁目8番22号
TEL（072）987-5005

〒579-8014

藤井会訪問看護ステーション
東大阪市弥生町20番20号
TEL（072）983-7622

〒579-8026

東大阪市弥生町20番20号
TEL（072）983-7633

〒579-8026

香芝生喜病院

看護多機能施設さくら

奈良県香芝市穴虫3300番地3
TEL（0745）71-3113

〒639-0252

理事長　藤井 弘史（59回生）
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社会医療法人社団　沼南会社会医療法人社団　沼南会

社会福祉法人　まり福祉会社会福祉法人　まり福祉会

福山市沼隈町中山南 469-3
☎(084)988-1888

☎(084)988-1165

福山市沼隈町中山南 1387番地まり高齢者複合施設 山南

沼隈病院

☎(084)988-1767

介護老人保健施設ぬまくま
訪問リハビリテーション
通所リハビリテーション（デイケア）

まりデイサービス内海
まりホーム熊野
まりホーム内海
グループホームぬまくま
特別養護老人ホームまり沼隈

常石医院
まり居宅介護支援事業所

☎(084)987-0045

☎(084)988-0065

山南クリニック
まりデイケア 山南
まり介護付高齢者住宅  山南
まりショートステイ  山南
まり訪問看護ステーション（訪問リハビリ）
まり訪問介護ステーション
山南居宅介護支援事業所

日本医療機能評価機構認定病院 私たちは、医療・看護・介護のトー
タルサービスで、地域のみなさまが
笑顔でいきいきと人生をおくることが
できるよう支援します。

理事長　檜谷  鞠子（39回生）

Japan
Council

for
Quality
Health

Care
日本医療機能評価機構
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安心・安全のDOCTOR’S  BANK

 大阪府医師信用組合 “いししん”を是非ご利用ください。

〒543-0011

大阪市天王寺区清水谷町19番14号

（大阪府医師会保健医療センター1階）

融資お問い合わせ専用番号

　大阪府医師信用組合 “いししん” は昭和27年に大阪府医師会代議員会の決議を受けて

設立した大阪府医師会員の専門金融機関です。医師会員様の相互扶助をお手伝いすること

を使命として、背筋を真っ直ぐに伸ばし「堅実な経営」を伝統として今日まで活動してお

ります。ご預金、ご融資のみならず、大阪府医師会・地区医師会の会費、医師国保の保険

料、その他関連団体の会費等を、先生方の銀行口座から自動引き落としする業務も行って

おり、医師会員様のお役に立てることを誇りとして、日々業務に努めております。

こ
の
他
に
も
各
種
ロ
ー
ン
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
最
新
の
ロ
ー
ン
金
利
等
の
条
件
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
店
融
資
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

0120-947-604 ホームページ用
ＱＲコード

(平日9：00～17：00/土日祝休)
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